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俺は彼女の犬になる！２

淺沼広太



    

  
    
      口絵・本文イラスト●蜜桃まむ



    

  
    
      ＣＯＮＴＥＮＴＳ



プロローグ

１．悪魔がいなくなって本当に平和になったんですか？

２．二人の関係の修復を任せてくれませんか？

３．秘密特訓に付き合う代わりにお願いしてもいいですか？

４．心が風邪を引いたら温かい料理が一番ですか？

５．それでもやっぱり隣にいていいですか？

エピローグ



    

  
    
      
プロローグ



　夕日が差す廊下の真ん中で、黒い柴しば犬いぬに姿を変えた藤とう紫し郎ろうが少女の胸の辺りまで乗り上げた。藤紫郎の肉球にふにふにと柔らかい感触が伝わる。少女の頬ほおに赤みがさした。

「やめて……クママがいなくなったら……わたし、先輩と……離ればなれになる」

「悪魔の力に頼らなくったって、好きな人のそばにはいられるんだ！　目を覚ませ！」

　少女は柴犬から顔を背ける。彼女は悪魔と契約してしまったのだ。その契約を破棄させるためにも、藤紫郎は人間性を捨て去らなければならない。

（――ああ、俺おれはまたアレをやるのか……いや、やらねばならないんだ！　そしてやる以上は、一生懸命がんばります！　こういうことは嫌々やるほうが失礼だ！）

　葛かつ藤とうする少年の背後でにらみ合いが続いていた。狭い廊下で間合いを計りつつ、瑠る璃りとクマのぬいぐるみ悪魔がお互いの次の攻撃を牽けん制せいしあっている。

　戦闘力はほぼ互角だ。瑠璃は黒髪を鋼はがねの硬さの鞭むちに変え振り回し、クマのぬいぐるみは愛らしい姿とは裏腹に、鋭い爪で瑠璃に襲いかかる。

　本来なら大だい淫いん魔まの娘である瑠璃が苦戦するような相手ではない。ぬいぐるみという仮の肉体に憑ひよう依いしている雑ざ魚こ悪魔など話にならないくらいに強い……はずなのだが、瑠璃は全力を出せずに苦戦を強しいられていた。

　肩で息をしながら、瑠る璃りが声を上げる。

「お願い富ふ士じ岡おか君！　悪魔から彼女を救ってあげられるのは、貴方あなただけだから！」

　藤とう紫し郎ろうは大きくうなずいた。

「い、いただきま……じゃない！　行かせていただきまーす！」

　黒く濡ぬれた柴しば犬いぬの鼻が少女のほっぺたに近づいた。瞬間、少女の身体からだがビクンと反応する。白い肌にじんわりと汗が浮かんだ。

「鼻息……くすぐったい」

「ハスハス……クンクン……もうちょい下か！」

　藤紫郎の鼻が少女の肌を滑るように南下していく。首筋を通って首の根本のあたりで藤紫郎の動きはピタリととまった。

「ハスハ……こ、ここだ！」

　藤紫郎は前足をばたつかせた。犬にしては器用に制服のタイを解ほどく。

　クマのぬいぐるみ悪魔の視線が藤紫郎に向いた。悪魔は契約者を助けようと跳ぶ……が、それを瑠璃は許さない。クマの注意がそれた一瞬の隙すきをついて、瑠璃の黒髪が鞭むちのようにしなり、空気をびゅんと切り裂いてクマを撲ぶつ。クマは廊下の果てまでライナー性の打球よろしく吹っ飛んでいった。

「今よ富士岡君！　ぺ、ペロペロしてあげて！」

「もちろんです先輩！　そして、先に謝っておきますごめんなさい！　うおりゃあ！」

　藤紫郎はタイの下のブラウスを軽く噛かんで引っ張った。ぷちぷちっとボタンの糸が切れてブラウスの胸元が大きくはだける。

　真っ白く、なだらかな胸のラインがあらわになった。やや小振りサイズで可愛かわいらしい胸だ。だが狙ねらいはそちらではない。

　藤紫郎はかぱっと口をあけると、ぺろんと出した「舌」を、少女の細い鎖骨に伸ばす。鎖骨のくぼんだ部分の柔らかいカーブとのど元にむしゃぶりついた。

「ペロペロペロペロッ！」

「あっ……あっ……やっ……だめ……」

　オカ研少女の身体が熱を帯びる。藤紫郎がペロペロする度にその呼吸が速く大きなものへと変わっていった。

「ペロリペロリペロンペロン！」

「鎖骨……ら、らめ……そこは……くすぐったいけど、それだけじゃなくて……も、もっとゆっくり……ゆっくりにして……でないと、我慢できなくなっちゃう」

「ペロペロペロペロ（倍速）」

「あ、あああああああああああああああああッ！」

「（四倍速）」

「そ、そんなに速くしちゃらめぇええええええええ！」

　少女が両脚をぴんっとつっぱって、背中を反らし腰を浮かせて身もだえた。藤とう紫し郎ろうがサッと飛とび退のく。苦しげに身体からだをねじってうつぶせになった少女の元に、瑠る璃りが悪魔の翼をはためかせ、滑かつ空くうするように飛んできた。

　そっと服をめくり上げて瑠璃は背中を確認する。

　少女の背中には魔法陣が浮かび上がっていた。これが悪魔の契約書だ。人間が悪魔と契約することで背中に刻まれる契約書は、通常、契約した悪魔の隠いん蔽ぺい魔力によって隠されている。藤紫郎のペロペロには、魔力そのものを弱体化させる力があった。それによって隠蔽魔力を無効化させるのだ。

　瑠璃が背中に浮かんだ契約書のはしをそっとつまむ。

「この一週間で三人目ね」

　廊下の遙はるか彼方かなたでクマのぬいぐるみ悪魔が立ち上がった。クマは契約解除を阻止しようと全力疾しつ走そうしてくる。藤紫郎はすかさず叫んだ。

「変身！」

　柴しば犬いぬから大型犬のラブラドールレトリバーに姿を変えると、藤紫郎は向かってくるクマに体当たりをぶちかました。クマはもう一度吹っ飛ばされる。その間に瑠璃が契約書をぺりぺりっと引きはがした。

　クマのぬいぐるみは再び立ち上がることはなく、廊下につっぷしたまま黒い炎に包まれて、あっという間に消し炭すら残さず消滅する。

　契約書を剥はがされた少女は、瑠璃に膝ひざ枕まくらされたまま意識を失っていた。その額にそっと瑠璃は触れる。

　藤紫郎は変身を解いてようやく人間の姿に戻ると、瑠璃の元に駆け寄った。

「どうですか先輩？　記憶、消せそうですか」

「最近はずっとうまく行ってるでしょ？　富ふ士じ岡おか君たちがおかしかったのよ」

　真ま森もり以降、記憶が消せないという状況は起こっていなかった。藤紫郎が腕組みする。

「これで七人目ですね先輩」

「胡桃くるみさんと真森さんをいれて九人か……かなりハイペースかも」

　瑠璃は呟つぶやきながら、触れた少女の記憶から悪魔に関するものだけを消していく。

「しばらく記憶の混乱はあるかもしれないけど、とりあえず一安心ね」

　先ほどまで凛り々りしく戦っていた瑠璃の表情が和らいだ。背中でぱたぱたしていた悪魔の羽も、別の生き物のようにくねくね動く不思議な尻尾しつぽも、いつの間にか消えている。

「じゃあ富士岡君。お願いできるかしら？」

「は、はい！」

　藤とう紫し郎ろうは気絶したままの少女を背負った。部室棟の廊下から保健室へと向かう。保健の先生はもう帰っているのだが、気絶した生徒を保健室で寝かせておくのが最近のパターンになりつつあった。

　夕日が差し込む部室棟の廊下を歩きながら、瑠る璃りが藤紫郎の顔を見つめる。

「な、なんでしょうか先輩？」

「べ、別になんでも……ないわよ。うん、ただ最近ちょっとだけ、富ふ士じ岡おか君が逞たくましくなったっていうか、心強いっていうか……」

「任せてください！　力仕事からペロペロまで、なんでもござれですから！」

「そ、そうね。これからもペロペロがんばって……って、変なこと言わせないでちょうだい！　ああしなきゃいけないからしてもらってるけど、他の女の子をペロペロするのを見守るのってね、なんていうか……へ、変な気持ちになるんだから」

「じゃあ先輩をペロペロしましょう！　むしろこちらからお願いします」

「する必要ないでしょ！　悪魔契約者をペロペロするのであって、悪魔をペロペロしても……」

「どうなるんですか？　悪魔をペロペロすると？」

「悪魔をペロペロすると、その悪魔の力を削そぐことができるわ。魔力を弱める力があるわけだし」

「なるほど。じゃあ、もし瑠璃先輩の魔力が大きくなったら、俺おれがペロペロして小さくしてあげます！　俺も幸せで瑠璃先輩も身体からだの負担が減ってナイスなんじゃないですか？」

「それもそうね。じゃあ今度お願いしようかし……じゃないわよ！　今は富士岡君のおかげで魔力を抑えて生活もできてるし、その必要はないの」

「そうですか。ならばよし！　瑠璃先輩が幸せでいてくれるなら、俺も幸せです」

　藤紫郎は真顔で告げた。瑠璃がそっぽを向いてしまう。

「ば、ばか……」

　夕日が瑠璃の赤面を覆おおい隠すように赤く赤く廊下を染めた。

「それにもう、ペロペロしなくてもいいかもしれないわよ？」

「そ、そりゃまたどうして？」

「さっきの悪魔が消えてそれっきりなのよ」

「それっきりって？」

「悪魔の反応が消えたの。もしかしたら魔力を隠いん蔽ぺいして市内のどこかには潜んでいるかもしれないけど、現状で私に影響を与えるような感触は無くなったのよね」

「影響っていうと、他の悪魔がそばにいると、対抗しようとして瑠璃先輩の魔力が上がっちゃう……ってやつですよね」

「ええ。私たちって戦う度に強くなってるでしょ？　さっきだって富士岡君は、私が契約書を剥はがそうとした時にフォローしてくれたし」

「そういえば、段々と戦い方がわかるようになってきました……ってことは、もう悪魔は俺おれと先輩のコンビネーションに恐れをなして、襲って来ないんですか？」

「そうなることを祈るばかりね」

　瑠る璃りの笑顔に藤とう紫し郎ろうは小さく溜ため息いきをついた。

（――そっか。これで先輩は普通の女の子として生きられる……のかな？　先輩の役に立てないのは寂しいけど、よかった）

「溜息なんて、らしくないわね富ふ士じ岡おか君？」

「そ、そんなことないです！　俺だって思春期まっただ中なんですから、青春の青色吐息が出たりすることだってあります！」

「もしかして、女の子をペロペロできなくて寂しいのかしら？」

「それはもちろん……って、冗談です半分くらいは」

「半分は本気なのね。まったくこれだから男の子って……」

　瑠璃のじとっとした視線に藤紫郎は苦笑いしつつ……ふと気づいた。

「じゃあ、契約は満了ということで、俺と結婚してくれるんですか瑠璃先輩？　もちろん俺は婿むこ入いりするための心の準備に余よ念ねんがありません！」

「なんでそうなっちゃうのよ！　だいたい最初の契約は、こ、恋人だったじゃない。飛躍しすぎよ！」

「よかった。瑠璃先輩、ちゃんと覚えててくれたんですね。じゃあ恋人同士の……ち、誓いのペロペロ……じゃなくてキスを！」

「あ！　そうだ富士岡君……ちょっといい？」

「な、なんでしょうか先輩？　それはキスよりも大事なことなんですか？」

「大事なことよ。最近の学校の成績はどうかしら？」

「順調にダメです！　テストも保健体育以外全滅してます！」

「そっか。じゃあお礼の意味もかねて、富士岡君が得意な教科以外の、苦手な勉強をたっぷり教えてあげるわ♪」

「保健体育もダメでした！　もうおしべとか、めしべとか、なにがなにやらわかりません。俺は多分、教科書よりも実践形式で学ぶタイプの人間なんだと思います」

「保健体育に関しては、貴方あなた以上に詳しい人なんていないんじゃないかしら？　ともかく期末テストで赤点をなくせるようにしましょ？　だから今度、うちで勉強会ね。もちろん保健体育は抜きよ？」

「先輩の個人レッスン……ごくり」

「変なこと考えるの禁止！」

　そんな会話をしているうちに、二人は保健室の前に到着していた。



    

  
    
      

１．悪魔がいなくなって本当に平和になったんですか？



　土曜日の午後、藤とう紫し郎ろうは瑠る璃りの家に招かれた。以前、訪れた時は車での送迎だったのだが、送り迎えをわざわざしてもらうのも悪いということで、藤紫郎は自転車をかっ飛ばして森を抜けてきたのである。

　瑠璃の住むお屋や敷しきまで一本道で迷うことはなかったのだが、平へい坦たんなように見えて意外にアップダウンのある林道で、屋敷にたどりつく頃には藤紫郎はすっかり汗だくになっていた。

　苦労して到着してからも藤紫郎はがんばらねばならない。

　藤紫郎は瑠璃にみっちりと勉強をみてもらうことになっていた。

　大きなダイニングテーブルに参考書や教科書や辞書類を広げ、瑠璃が隣の席につきっきりで藤紫郎は問題集に取りかかった。本日の課題は少年が最も苦手とする数学だ。

　私服の瑠璃は薄着だ。四月の終わりで肌寒い日もあるのだが、今日は日差しも強くて、どことなく暑さを感じる陽気である。

　胸元が開き気味なシャツの隙すき間まから垣かい間ま見みえる、少し大人っぽい黒のブラに藤紫郎は息を呑のむ。瑠璃は気づいていないようで、そのほっそりとした指先でシルクのようにしなやかな艶のある黒髪を、耳の裏にそっとかけた。シャンプーの甘い、花のような香りがふわっと藤とう紫し郎ろうの鼻孔をくすぐる。



    

  
    
      



    

  
    
      「今日はちょっと暑いわね。でも、エアコンをつけるほどでもないし。窓を開けたらちょうどいいかしら？　あ、その前にこの公式なんだけど……どうしたの富ふ士じ岡おか君？」

「は、はい！　もちろんばっちりわかりません！　先輩に夢中でした」

「夢中って……ま、まじめにやってちょうだい」

「まじめに見とれてます！」

　瑠る璃りは吐息混じりに肩を落とす。その表情はどことなく恥ずかしげだ。

「まだちょっとしか教えてないのに……しょうがないわね。予定より早いけど、この問題がきちんとできたら休憩にしましょう。はい、富士岡君集中！」

「わん！　じゃない、はい先輩！」

　瑠璃に命じられると、時々藤紫郎は犬になってしまう。お座りやおあずけと命じられると、身体からだがそれに条件反射してしまいがちだ。

　藤紫郎は意識を集中した。

　つい最近までは、藤紫郎も一応受験生だった身である。中学までの基礎は赤点ギリギリとはいえ備わっていたため、瑠璃の的確な指導もあって、なんとか正解にたどりつくことができた。

「先輩のおかげで答えが出ました！」

「私はコツをちょっと教えてあげただけだし、問題を解いたのは富士岡君の実力よ。それじゃあ約束通り、ティータイムにしましょ？」

　瑠璃は席を立つとキッチンに向かい、早速紅茶の準備に取りかかる。藤紫郎はテーブルの上に並べた教科書や問題集を閉じて一いつ旦たん片付けた。

「くんくん……あ！　先輩、今日の紅茶はアールグレイですね」

「え？　なんでわかったの？」

　キッチンで紅茶の缶を手にしたまま、瑠璃がくるりと振り返る。ちょうど缶の蓋ふたを開けたところだった。藤紫郎が言った通り、それはアールグレイだ。

「ほら、アールグレイって独特な香りがするじゃないですか？」

「それはそうだけど、まだ淹いれる前なのよ？　茶葉の香りなんて、もっと近づかないとわからないでしょ？」

　瑠璃はそっと缶の開いた口のあたりを鼻先に近づける。アールグレイ特有のベルガモットが醸かもし出す柑かん橘きつ系けいの香りがした。

　瑠璃はそっと缶の蓋をすると、戸棚から違う缶を取り出す。

「じゃあ、これはわかるかしら？」

　かぽっ！　という音と同時に、藤紫郎は鼻をひくひくさせた。

「くんかくんか……ああ、これはダージリンですね。結構強めにマスカットみたいな匂においがします。だからきっとセカンドフラッシュだ。俺おれ、アールグレイよりダージリンの方が飲みやすくて好きです」

「や、やるわね富ふ士じ岡おか君。なら……これは難しいわよ！」

　次の缶を取り出して、瑠る璃りはその蓋ふたを開いた。

「ハスハス……わかりました。これもダージリンですけど、青くさい感じがします。ダージリンのファーストフラッシュですね。たしか、春に摘んだ茶葉で発はつ酵こうをあまりさせていないから、緑茶に近いんですよね」

「せ、正解だけど、缶を開けただけでわかるのは、は、反則よ！」

「お茶の知識は先輩が教えてくれたんじゃありませんか」

　悪魔捜そう索さく会議を瑠璃の家で行おこなった時には、決まって瑠璃はお茶を淹いれてくれる。時々そのお茶の種類について瑠璃は蘊うん蓄ちくを語る事があった。学校の勉強は苦手な藤とう紫し郎ろうだが、瑠璃の好きな紅茶のことはすんなり知識として吸収していた。

「確かに私が教えたことだけど、問題はその嗅きゆう覚かくよ」

「嗅覚？」

「人間の姿のままなのに、富士岡君の嗅覚が鋭くなってるみたいね」

「そうなんですか!?」

「今まで気づいてなかったの？　自覚症状がないなんて……困ったことになってきたかもしれないわ」

「俺は別に不便は感じてませんよ」

「あのね富士岡君、犬モードでもないのに普通の人間にはない力が発現してるのって……私の富士岡君に対する影響力が強くなってる証拠なのよ」

「影響力？　先輩の影響を俺が受けまくりってことですか？　俺、好きな人の色に染まるのって、必ずしも悪い事じゃないと思います！」

　藤紫郎はキリッとした迷いの無い表情だ。

「そうじゃなくて、い、淫いん魔まの力よ。富士岡君が淫魔の魔力に侵食されてるって言いたいの」

「まずいんですか？」

「悪魔と相性が良くなるなんて、普通に考えて良いいこととは言えないでしょ？」

　藤紫郎に呪のろいをかけた張本人が言うことでもないのだが、瑠璃はつい口にしてしまった。

「良いですよ瑠璃先輩なら！　むしろ俺にとってはご褒ほう美びです！」

「うう、富士岡君のそういうへこたれないガッツは、ある意味尊敬に値するわね」

　瑠璃は諦あきらめて、藤紫郎が好きだと言ったダージリンのセカンドフラッシュを淹れ始めた。

「先輩？　質問いいですか？」

　少し口をすっぱそうに尖とがらせて、瑠る璃りは頬ほおをかすかに赤らめた。

「スリーサイズなら秘密よ」

「それももちろん知りたいですけど、前々から疑問っていうかその……なんで悪魔と契約した女の子をペロペロすると、背中に契約書が浮かぶんですか？」

　瑠璃はポットにお湯を入れてティーセットをトレーに載せると、ダイニングテーブルに運びながら解説を始める。

「前にもちょっとだけ説明したけど、犬に変身した富ふ士じ岡おか君の舌には悪魔の力を弱めたり、鎮しずめたりする力があるのよ。悪魔は大切なモノを隠す魔力も持っていて、契約書も普段は魔力で隠されている……けど、富士岡君がペロペロすることによって、悪魔の魔力は弱体化するの」

　トレーをそっとテーブルの上に置いて、瑠璃は小さく息を吐いた。

「なるほど。じゃあ、そのうち人間モードの俺おれの舌にも、その力の影響が出るかもしれないのか」

「私としては遺憾なのだけど、実際そうなる可能性は否定できないわね」

　藤とう紫し郎ろうは腕組みをして小さくうなずいた。

「ということは……せ、先輩！　もう一つ質問があります」

　ティーポットを手にしてカップに紅茶を注つぎながら、瑠璃が小さく首を傾かしげた。

「なにかしら？」

「あ、あの、もし俺がですね、悪魔を直接ペロペロしたらどうなるのかな？　って。それで瑠璃先輩の魔力も減らせるみたいな話はこの前出ましたけど、本当ですか？」

　紅茶をカップに満たして瑠璃はそっと藤紫郎にソーサーごと出しながら、小さくうなずいた。

「ええ、その場合は『牙きば』の能力みたいに、直接ダメージを与えることはできないけど、相手の魔力を減らすことはできるわね」

「魔力を減らすんですか？」

「うまいたとえが見つからないんだけど……そうね、ＲＰＧでたとえれば、相手のＭＰを吸収する魔法みたいな効果になるわ」

「じゃあ、ペロペロしまくると相手はＭＰ切れを起こして、魔力を使えなくなるんですね？」

「相手の魔力量にもよるけれど、十分効果的だと思うわ」

　藤紫郎はティーカップを手にしてホッと息を吐いた。

「そうか悪魔をペロペロするのもありなのか……ところで先輩って、ゲームをやるんですか？」

「え？　えっと……」

「別におかしいとは思いませんよ。生徒会長の趣味がゲームでも」

　慌てたように瑠る璃りは席から立ち上がった。瞬間、開いた胸元からこぼれるように、瑠璃のおっぱいがぷるんと揺れた。

「み、みんなには秘密にしておいて！　特にま、真ま森もりちゃんには……」

「なんでそんなに気まずそうなんですか！　まるで俺おれが弱よわ味みを握っちゃったみたいじゃないですか！」

「だって、高校生にもなってゲームが好きだなんて……」

「先輩、ゲームは大人だってやるんですよ！　立派な趣味です！　俺も大好きです！　そして、先輩と共通の趣味があったことに軽く感動すら覚えています！」

「そ、そうなんだ。富ふ士じ岡おか君もゲームするんだ」

　時折、瑠璃は子供っぽい表情を見せる。それが藤とう紫し郎ろうには無性に嬉うれしかった。生徒会長として責務を果たそうとする、凜りんとした瑠璃もかっこいいのだが、素顔の彼女にはそれともまた違った、無邪気な愛らしさがある。

「先輩はどんなゲームが好きなんですか？」

「あんまり難しいのはお手上げなのだけど、ＲＰＧが一番好きね」

「ＲＰＧは俺も好きです！　レベル上げが大好きで、ついつい弱い敵を倒しまくって超強い状態でボスに完勝しちゃったりします！」

「私はぼ、冒険とか……憧れてて」

「お話が進むごとに、色んなところに行きますよね」

「そうなのよ。砂漠とか雪山とか、大きなお城とか古代文明の遺い跡せきとか、洞どう窟くつにもぐったりもするし。だから、仲間と一緒に旅をするＲＰＧが好きかな」

　瑠璃は楽しそうに目を細める。

「じゃあ今日はこれからゲーム大会にしましょう！」

「だ・め・よ♪　休憩が終わったらお勉強再開ね」

　瑠璃は少し意地悪っぽく、ぺろっと舌を出して笑うのだった。



　月曜日の朝。藤紫郎が高校の校門を視界に捉とらえると、いつもの時間きっかりに黒塗りの高級車が校門前で停車した。

　瑠璃が後部座席から姿を現す。とある理由で生徒会長の座を離れ、全校生徒から嫌われてしまったこともあったのだが、その事件が解決して生徒会長に戻ってからは、元の人気を取り戻していた。

　登校してきた生徒たちから自然と「おはようございます生徒会長」と、声を掛けられる。瑠璃はそれにきちんと応こたえた。男女問わず、彼女は人気者だ。

　そんな彼女の背中を藤紫郎は遠くに見つめながら、いつも思う。

（――一緒に登校とかできる雰囲気じゃないよなぁ）

　悪魔探しの一件でぐっと瑠る璃りとの距離が近づいたはずなのに、隣に並んで一緒に登校することもできないのだと、藤とう紫し郎ろうは肩を落とした。

（――もし、これからずっと他の悪魔が攻めてこなくなったらどうなるんだろう。俺おれはもうお役ご免なのか？　生徒会の協力員ってことになってるけど、悪魔を倒す以外で俺が手伝える仕事ってあるんだろうか？　ああ！　平和になったら急に不安になってきた。瑠璃先輩の平和な日常を見守るだけの存在になっちまうのか俺は）

　藤紫郎が頭を抱えていると、不意にその肩に小さな手が添えられた。

「よいしょっと！」

　かけ声とともに、藤紫郎の背後に立った小さな影が跳び箱よろしく、ぴょんっとジャンプした。藤紫郎の両肩にぐいっと体重がかかる。

「な、なんだ!?」

「お兄ちゃん！　やっと風邪が治ったよ！　一度もお見舞いに来てくれないなんて、すごく寂しかったんだから。だからその分、いっぱいはぐはぐちゅっちゅしようね♪」

　下へ手たをすれば中学生……いや、発育の良いい小学生でも通ってしまいそうな少女――胡桃くるみが、身軽かつ機敏に藤紫郎の肩に飛び乗ってきた。

　藤紫郎は通学路で、同学年の女子を肩車しているという格好になった。瑠璃はすでに校門の奥の昇降口にたどりついていて、はるか後方でこんな騒ぎが起こっていることにも気づいていない。

　藤紫郎は悲鳴じみた声を上げた。

「お、降りろ！」

「恥ずかしいんだねお兄ちゃん！　じゃあ、お兄ちゃんが誰だれだかわからないようにすれば恥ずかしくないよね！」

　胡桃はスカートを一瞬たくし上げたかと思うと、その中に藤紫郎の頭をすっぽり覆おおい隠してしまった。藤紫郎の首がスカートにばくり！　と食われたような感じだ。

　さらに、藤紫郎の首筋に胡桃は股こ関かん節せつの付け根部分を押しつける。

「お、お兄ちゃんを三角木馬にするなんて、胡桃っていけない妹だよね。こんないけない妹に、もっともっとお仕置きしてお兄ちゃん！　お兄ちゃんの首筋が胡桃のいけないところに食い込んで……あ、あ、あ、あん♪」

「もうやめろ！　俺の精神的耐久力は早くもゼロだ！　いやもうマイナスの領域だ！　これ以上やられたら羞しゆう恥ち心しんのあまり、この場で切腹自じ害がいするぞ！　お前の大切な設定上のお兄ちゃんが死んでもいいのか？」

「だったら胡桃も一緒に悶もん死しする！　来世こそ本当の兄妹きようだいになろうね！　約束だよお兄ちゃん！　あ、あああん♪」

「そんな来世は来なくていいから！　あと腰を振るなぁあああああああ！」

　あまりにもあんまりな二人の会話を耳にして、登校中の他の生徒たちは二人を見なかったことにして歩き始める。この二人に関かかわったが最後、平和な日常には戻れなくなる……そんな危険な空気を誰だれもが本能的に察知していた。

「じゃあ来世がだめなら、今を変えて行こうよお兄ちゃん！　心がけ一つで世界は変えられるんだよ。肝心なのは心の持ちようなんだから。だから、たとえお兄ちゃんと胡桃くるみが戸籍上もＤＮＡ配列的にも、本当の兄妹きようだいじゃないとしてもね、信じれば夢は叶かなうの。お兄ちゃんも早く胡桃を妹だと認知して。認めれば楽になれるよ？　そして瑠る璃りお姉ちゃんとイチャイチャしながらも、ふとしたタイミングで『胡桃はちゃんとご飯を食べてるかな？』とか『胡桃をひとりぼっちにして、俺おれと瑠璃先輩だけ楽しんでいいのか？』とか『いっそ瑠璃先輩も胡桃も同時に愛してもいいんじゃないか？』ってなって、最終的には『三人なら二人じゃできないプレイもある！』って気づくべきだよ！　一本の矢は折れやすいけど、三本合わされば……あ、でもお兄ちゃんの矢はやっぱり一本だね？　胡桃の的はいつでもど真ん中を貫いてもらえるように、スタンバイできてるからね？」

「風邪以外の病気が悪化してるぞ！　早く専門医に診みてもらえ！」

「やだお兄ちゃん……お医者さんごっこなんてマニアックすぎるよぉ」

　胡桃がぎゅっと太ももで藤とう紫し郎ろうの両方の頬ほおを挟み込んだ。藤紫郎は頭がくらくらしてくる。スカートの中は胡桃の素肌の匂においで満たされていた。ホイップクリームのようなミルキーな香りが、呼吸するたびに藤紫郎の鼻孔に広がる。悪魔的な匂いは感じられないのだが、やっていることは悪魔以上の変態っぷりだ。

　藤紫郎の視界はスカートでふさがれていて暗い。へたに動くと危なかった。いかに電波で変態な胡桃でも、女の子を力ちから尽づくで振り落とすようなことはできない。

　なので藤紫郎は、ゆっくりとかがんだ。しゃがみ込んだことで胡桃の足が地面に着く。

「降りてくださいお願いします。降車の際はお足下にご注意ください」

「うん！　断る！」

　心地よいくらいハキハキとした返事で、胡桃は藤紫郎の首から離れない。

（――なんでこんなに変態なんだこいつは！　普通にしてれば可愛かわいいのに……）

　藤紫郎が無む理り矢や理り首を胡桃の股またの下から抜こうとした瞬間、胡桃が太ももで藤紫郎の首をがっちりと締め付けた。

「ひゃん！　お兄ちゃん急に動いちゃやだよ！　もっとゆっくり優しく、なおかつねぶるようにしてくれないと」

　両手を自分のほっぺたに添えながら胡桃ははにかんだ。

「変態がいます！　お巡りさんなんとかして！」

「お巡りさんがいたら捕まるのはお兄ちゃんの方だよ？」

「ほら、早くしないと遅刻するぞ？　お、お兄ちゃんは胡桃くるみに遅刻なんてしてほしくないなぁ」

「お、お兄ちゃん……胡桃のことを心配してくれるんだね」

　胡桃の太ももロックが一瞬、緩んだ。

「隙すきありッ！」

　藤とう紫し郎ろうは頭をずっぽりと抜く。スカートの下から顔を出した。朝の眩まぶしい日差しの下に、少年はようやく帰還を果たす。

「あ！　お兄ちゃんずるい！　でも今のずぼってやるの……気持ちよかったよ。もう一回！　もう一回だけでいいから！　お兄ちゃんの頭で胡桃をこすって！」

「朝から飛ばしすぎだ！」

「夜はもっと飛ばすんだねお兄ちゃん？」

　藤紫郎が頭を抱えると、その肩にぽんっと手が置かれた。少年はびくっとなってその場で腰を抜かす。驚きのあまり、藤紫郎はべたんと地面に尻しり餅もちをついていた。

　顔をあげると……またしてもスカートの中身がちらりと垣かい間ま見みえる。

　水玉模様のパンツだった。すらりと伸びた長い脚。くびれた腰つきにたわわに実った胸が軽く上下する。

　ポニーテールを風に揺らして、少女――静しず流るがそっと口を開いた。

「やっぱり変態お兄さん？」

「ち、違う！　変態はあっちだから！」

「胡桃さん……今日もちっちゃくて可愛かわいい」

　静流の頬ほおがほんのり赤らんだ。先ほどまで藤紫郎をいたぶっていた胡桃の表情が凍り付く。

「い、いや！　来ないで！」

「待って。僕ともっと仲良くなろうよ。肩車なら僕がいっぱいしてあげるから」

「お、お兄ちゃん！　静流を呼ぶなんてずるいよ！　あとで……覚えててね！　たっぷりお返しするんだから！」

　胡桃は一度だけ藤紫郎に振り返って告げると、あっという間に昇降口方面に駆けていった。それを追いかけて静流も行ってしまう。

　ようやく藤紫郎に平和が訪れた。

「良かった……静流さんがこの世界に存在しててくれて本当に良かった」

　安あん堵どの息を吐つく藤紫郎の隣に、いつの間にか眼鏡の少女が立っていた。今日の藤紫郎は背後や横にいつのまにか美少女が立っている運命なのかもしれない。

　眼鏡の少女は肩を落とした。その肩の動きに連動して、高校生の平均をかなりオーバーした胸がゆさりたゆんと上下する。

　黒くろ川かわ真ま森もり。瑠る璃りの中学からの友人にして、先日までは風紀委員長を務めていた少女だった。悪魔にそそのかされて瑠璃をおいつめたのだが、そのことに関して真森は少なからず、自分の意志があったことを明言している。

　たとえ悪魔がいなくても、高校に入ってからの瑠璃に真森は嫉しつ妬として、悪意を持って接していたことに変わりはない……と。

　瑠璃は真森ともっと仲直りがしたいようだが、真森は微妙に距離を取っていた。

　そんな真森が藤とう紫し郎ろうの隣でそっと口を開く。

「なんでこんな変態を瑠璃が気にかけてるのか、わたしにはわからないです」

「ちょっと黒川先輩。今のは全部胡桃くるみがやったことで、俺おれが頼んだわけじゃないですから！」

　藤紫郎に視線も合わせず、真森は歩き出した。

「女の子の方から、あんな風に肩車とかしてくるわけないです」

「え、ええーッ!?　いや、確かに常識的に考えればそうなんですけど、胡桃は特別なんです！　特別な変態さんなんです！」

「その上、責任逃れのために女の子を変態呼ばわりなんて……不潔かつ卑ひ怯きようです」

「黒川先輩！　誤解なんです！　それに黒川先輩だって胡桃と口くち喧げん嘩かするじゃないですか？　ほとんど胡桃が一方的に罵ば詈り雑ぞう言ごんを言ってるんですけど」

「だ、誰だれがめ……ぶ、豚じゃないです。体重の話はしないでください。デリカシーがなさ過ぎます」

「俺が言ったんじゃないでしょ？」

「妹の責任は兄であるあなたの責任でもあります」

「それは胡桃が言ってるだけの設定ですから！」

「設定とか意味がわかりません。ただでさえ、最近は悪魔とか……わたしも当事者でしたけど、常識を疑うことばかりだし」

　真森はすたすたと早足で昇降口に向かっていった。

　藤紫郎は頭を抱えながら歩く。朝から災厄続きだ。

　学校の生徒たちに肩車プレイを目撃されてしまった。

　胡桃の変態っぷりは病み上がりとは思えないほどだ。瑠璃のそばにいれば、比較的おとなしく猫をかぶる胡桃だが、藤紫郎と二人になると何をしだすかわからない。さらに、通学中で衆しゆう人じん環かん視しなのに……いや、だからこそ、人に見られるのも興奮のためのスパイス感覚で、胡桃の愛情表現は悪化の一いつ途とをたどっている。

　藤紫郎にとって、唯一の救いは静しず流るの存在だった。小さなものを偏愛する彼女は、対胡桃最終兵器である。問題は、その効果がいつまで続くか？　という点だ。胡桃が成長して小さなものじゃなくなってしまう可能性は、今後十分にあり得るのだから。

　そして、もう一つ。藤とう紫し郎ろうが小型犬になると、もれなく静しず流るに襲われる可能性がある。藤紫郎とて油断はできない。

　さらに真ま森もりには不審がられ、恨まれ、変態容疑をかけられっぱなしだ。

（――俺おれは変態じゃなくて、少しだけスケベがオープンなだけで、ごく普通の高校生なのに……どうしてこうなったんだ？）

　重苦しい足取りで藤紫郎はようやく昇降口にたどりつく。

　瑠る璃りの周囲から悪魔の気配が消え、平和が訪れるかに思えたのだが、藤紫郎の受難の日々はまだ終わりそうになかった。



　放課後、生徒会室に藤紫郎はやってきた。今日は生徒会の会合もなく、普段なら悪魔探しを行おこなうところなのだが、瑠璃は生徒会長の席についたままである。

　藤紫郎は適当な席についた。

「富ふ士じ岡おか君。今朝、貴方あなたが女の子を肩車してるっていう事件の報告があったんだけど……」

「ああ、あれはいつもの胡桃くるみの暴走ですから先輩」

「胡桃さんが悪いという主張なのかしら？」

「少なくとも俺は頼んでません！　どちらかといえば、俺はお姫様抱っこをする方が男らしくて格好かつこいいと思います」

　軽くガッツポーズを決める藤紫郎に瑠璃は肩をすくめた。

「お姫様抱っこは素敵だけど、時と場所はわきまえてちょうだい」

「は、はい！　ところで先輩、今日から放課後はどうするんですか？」

「それを悩んでいたところなのよ。この先、また悪魔が現れないとも言い切れない……けど、反応は何も感じられないし……それでね富士岡君。しばらくこうやって集まるのは……」

　嫌な予感がして藤紫郎は咄とつ嗟さに瑠璃の言葉を遮った。

「だったら俺、勉強以外でも先輩のうちに遊びに行きますよ！　そうだ、今度は胡桃や静流さんや……黒くろ川かわ先輩も誘いましょう！　みんなでゲームやったりお茶したらいいと思うんです」

　藤紫郎の提案に瑠璃の頬ほおが赤らんだ。

「そ、そんな……いいのかしら」

「いいと思います。先輩の生徒会での仕事が比較的忙しくない時にでも。あ！　車に乗る人数がギリギリアウトか。じゃあ俺、自転車かっ飛ばしていきますから！」

　瑠璃はぽや～っとした表情になっていた。

「お茶をしたり、みんなでクッキーとか焼いたり……ゲームしたり……すごく楽しそう。真森ちゃんも来てくれるかな？」

「大丈夫ですってば。黒くろ川かわ先輩だって、きっと瑠る璃り先輩と仲直りしたいに決まってますから。俺おれがばっちり誘いますよ！」

　瑠璃の顔が真っ赤になる。

「む、無理しなくてもいいんだからね」

「無理じゃないですよ。ちゃんと作戦があります。まず、俺が犬になって黒川先輩を追いかけまくって、最終的に車に逃げ込ませるんです！　ほら、簡単でしょ？」

「その作戦だと、真ま森もりちゃんは私が富ふ士じ岡おか君をけしかけたって思うんじゃないかしら？」

「……はっ！　あの疑うたぐり深ぶかい黒川先輩ならそう考えてもおかしくないか」

「作戦が穴だらけじゃない！　ともかく、真森ちゃんの前で犬になるのは禁止よ」

「先輩のご命令とあらば仕方なし。とはいえ、瑠璃先輩は黒川先輩と仲直りしたいんですよね？」

「それはもちろん、そうだけど」

「ならばやっぱり俺に任せてください」

　藤とう紫し郎ろうは腕組みしつつ胸を張ってみせる。

　そんなやりとりを監視する眼まな差ざしがあることに、二人はまだ気づいていなかった。



　――翌日、終業のベルが鳴るなり藤紫郎は一年六組の教室から飛び出した。昇降口の二年四組の下げ駄た箱ばこ前で待ち伏せする。気分はちょっぴりストーカーだった。

　下校する生徒たちが流れてくる。その中に藤紫郎は標的を発見した。

「黒川先輩！　ちょっといいですか！　怪しい者ではございません！」

　藤紫郎は帰ろうとする真森を呼び止めた。真森と目があったのだが、彼女は藤紫郎の横を素通りする。

「ちょ！　す、ストップ！　黒川先輩？」

　藤紫郎はその場でクルッと百八十度ターンした。

　真森はしぶしぶ口を開く。

「なにかご用ですか？」

「は、はい！　先輩に折り入ってお話があるんです。とても恥ずかしい話なので、他の人に聞かれないよう、まずは二人っきりになれる場所にいきませんか？」

　瞬間、下校途中の他の生徒たちの足が止まった。

　真森の顔が真っ赤になる。

「死にたいんですか富士岡くん？」

「え？　あの、なんでそんなにお怒りなのでしょうか？」

「二人っきりになれる場所というのが、まず引っかかります」

「あ！　それなら大丈夫です。愛の告白をするなら、俺はみんなの前でも誓えるタイプですから。それよりも、もっと言いにくいことを相談したいだけなんです！」

「死んでください」

　真ま森もりは藤とう紫し郎ろうにぷいっと背を向ける。下げ駄た箱ばこの靴に指をかけた。

「ああちょっと待ってくださいってば！　黒くろ山や羊ぎ先輩！」

「黒くろ川かわ真森です！　わざと間違えないでください」

「じゃあ、仕方ないのでこの場で相談します。黒川先輩がどうしてもっていうのなら仕方ない！　えーと、話というのは瑠る璃り先輩となかなお……」

　言いかけた藤紫郎に真森は振り返るなり、その手で口元を押さえ込んだ。

「もがががが」

「わかりました。屋上に行きましょう」

　真森はボソボソッと呟つぶやく。瑠璃の名前を出したとたん、真森は急に協力的になった。藤紫郎はひとまず心の中で安あん堵どの息だ。

「どうしたんですか？　いきなり俺おれの話に耳を傾けるようになったりして」

「る、瑠璃が関係してる話なんですよね？　ほ、ほら！　ともかく行きましょう」

　真森の方から藤紫郎の手を引いて、早足で歩き始めた。昇降口を通り過ぎて反対側にある階段から、本校舎の屋上を目指す。

　そんな二人の背中を見つめる視線があった。

「富ふ士じ岡おか君に……ま、真森ちゃん？」

　今日は生徒会の仕事もなく、藤紫郎も生徒会室に訪ねてこないので帰ろうとした瑠璃が二人の姿に目を丸くさせた。

　真森が藤紫郎の手を引いている。そんな姿に瑠璃の胸がドキドキと高鳴った。

「真森ちゃんと手をつないでる。富士岡君が……はぅ」

　瑠璃はその場で肩をびくつかせた。悪魔の力が急に膨張を始めたのだ。なんとか力が発現しないよう、瑠璃は深呼吸する。

　藤紫郎たちの姿が遠くなる。瑠璃はドキドキを理性で抑えながら……尾行を開始した。

　藤紫郎たちや瑠璃を陰から見つめる視線もまた、それを追う。

　追われる側は誰だれ一人、自分が追跡されていることになど気づいていなかった。



　放課後の屋上には人ひと気けがない。部活が始まると学校に残っている生徒は、それぞれの部活の部室なり運動場や体育館で活動するのだ。

　ふたりきりになるには絶好の場所である。

　屋上に誰もいないことを確認すると、真森は藤紫郎を屋上の真ん中に引っ張っていった。

「それで、瑠璃がどうしたんですか？」

「黒川先輩。瑠璃先輩ともっと仲良くしてください！」

「仲良く？　べ、別に昔のように親しくなる必要性はありません」

「なんでですか？」

「わたしは悪魔にたぶらかされていたかもしれないけれど、瑠る璃りに嫉しつ妬としていなければそもそも悪魔になんて……弱いわたしがいけなかったんです」

「じゃあ強くなりましょう！」

「意味がわかりません。そこから飛び降りて死んでください」

「いきなり殺そうとしないでくださいってば！　俺おれ、先輩に何か死ねと言われるようなことしましたか!?」

　ペロペロを不可抗力だと藤とう紫し郎ろうは棚に上げた。

「だ、だって……あなたはい、犬になるし」

「なりませんよ！　瑠璃先輩も黒くろ川かわ先輩の前で犬にならないようにって、ちゃんと俺に釘くぎを刺してます！」

「もし釘を刺していなかったら……ど、どうするつもりだったんですか？　誰だれもいない助けも来ない屋上で、わ、わわわわたしのことを……犬になって、テラテラ光る舌で……全身なめ回したりするんですか？」

　真ま森もりの顔が耳の先まで真っ赤になった。

「だからしませんってばそんなこと！」

「しないんですか？　本当にしないと言い切れるんですか？」

「悪魔に呪のろわれていない女の子は、基本的にペロペロしないようしつけられてますから！　俺！」

「じゃあ、もしまたわたしが悪魔と契約したら？」

「その時は仕方ないので、全力でペロらせていただきます」

「……はぅん」

　上腕でたっぷりな胸をぐいっと押し上げるようにしながら、真森はうめくように息を吐いた。

　真森の頭の中で、何匹もの子犬に囲まれた自分が、ペロペロと濡ぬれた舌で肌を撫なで上あげられている。犬の恐怖に身体からだはすくみ、拘こう束そくされてもいないのに動くことはできず、無数の舌にペロペロと全身くまなく蹂じゆ躙うりんされ、濡れた鼻先を押しつけられてハスハスと匂においを覚えられてしまう……そんな妄想に、真森はくらっと立ちくらみした。

「黒川先輩？　だ、大丈夫ですか？」

「なんでもないです。近づかないでください」

「でも顔が真っ赤ですよ？　もしかして風邪で熱があるんじゃないですか？」

　藤紫郎はゆっくりと真森に近づいていく。後ずさった真森は屋上の金網フェンスに背中を押しつけられる格好になった。

　それに藤とう紫し郎ろうは覆おおい被かぶさるようになる。

　藤紫郎はそっと自分の額を真ま森もりのおでこに近づけた。

　後ろからその姿を見ていると、まるでキスでもしているような光景だ。

「うーん、平熱っぽいな」

　おでこをくっつけあって藤紫郎は呟つぶやいた。

「ち、ちちちちちちちち近いです。やめてください。熱なんてありませんから。早く離れてくれないと死にます」

「そう簡単に死なないでください。でも、本当に熱は無いみたいですね。いやぁ俺おれってば早とちり」

　ゆっくりと藤紫郎は真森から離れていった。真森は肩で息をする。

「……ハァ……ハァ……こんなことをするために、わたしを呼び出したんですか？」

「いや、お願いしようと思って。さっきも言いましたけど、黒くろ川かわ先輩には瑠る璃り先輩と仲良くしてほしいんです」

「それはどうしてですか？」

「二人は中学の時まで友達だったんでしょ？　今でも瑠璃先輩は黒川先輩と仲良くしたがってるし。それに、悪魔をやっつけたあと、生徒会室に遊びに来てくれたじゃありませんか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、あれは……遊びに行ったんじゃないです……よ、様子を見に行っただけです。けど、あの陰いん湿しつ変態ストーカー自称妹キャラがいるし……」

「ああ、その節は胡桃くるみがご迷惑をおかけして申し訳ないです。あいつには俺おれも手を焼いてます」

　胡桃は瑠る璃りのことは好きなようだが、真ま森もりは徹底的に嫌っている。真森も胡桃とは馬が合わないようで、すぐに口論になってしまうのだ。

「あ、あなたが瑠璃のそばにいると、もれなく変態妹もついてくるので困るんです」

「そうか……じゃあ、俺が胡桃をきちんとしかります。俺は胡桃の兄設定なので、毅き然ぜんとした態度で臨のぞみますから」

「どうしてそんなにしつこいんですか？　わたしと瑠璃はもう、昔みたいには……」

「昔のままじゃなくてもいいじゃないですか？」

「え？」

「新しい関係性を築いていけばいいんです。昔と全部同じにはなれないかもしれないけど、また仲良くなりなおせばいいんですって！　瑠璃先輩は黒くろ川かわ先輩のことが大好きなんですよ？」

　再び真森の顔が赤らんだ。

「は、恥ずかしいことを言わないでください」

「俺は瑠璃先輩のためにがんばるって決めました。だから、瑠璃先輩が望むことを、ちょっとでも叶かなえてあげたいんです」

「瑠璃がわたしと仲良くしたいから、こんなところに呼び出して説得なんて……わ、わたしの気持ちはお構いなしですか？」

「本当に瑠璃先輩の事が嫌いだったなら、責任を感じて風紀委員長を辞任したり、瑠璃先輩の様子を見に生徒会室には来ないんじゃないかと思うわけです」

　真森の眼鏡が鼻息で真っ白に曇ってしまった。

「う、うるさいです！　ば、バカな犬のくせに人の心の中にずけずけ土足で入り込んできて……大きなお世話です！」

「俺は瑠璃先輩にも、黒川先輩にも笑顔で幸せでいてほしいんです。二人が仲良くしている姿は俺の明日への活力になりかねません！」

「日本語が狂ってます。本物のバカですか？」

「いやぁ……褒められると照れます」

「褒めてません！　ともかく、わたしのことは放ほうっておいてください！」

　藤とう紫し郎ろうの脇をするりと抜けて、真森が校舎に向かおうとした。瞬間、バタン！　と校舎に続く扉がしまる。

「だ、誰だれかいるんですか？」

　慌てて真ま森もりが扉に向かった。ドアノブに手をかける。これがもし回らずに鍵が校舎の内側からかけられていたら、真森は藤とう紫し郎ろうと屋上でふたりきりだ。

「や、やだ！　そんな！　二人きりでこんなところにいたら、ぺ、ペロペロされちゃいます。そうなったらわたし、抵抗できなくなって……ハァハァ……あ、開いてる」

　真森の心配をよそに、扉は施せ錠じようされておらずあっさりと開いた。階段を駆け下りる音が聞こえてくる。

「い、今の……誰だれかに見られていたんですか!?　じゃあ、さっきのフェンスに押しつけられて、無む理り矢や理りされそうになったところも……は、恥ずかしすぎます。目撃者を口止めしないと……し、死にます！」

　真森が大慌てで階段を駆け下りていく。

　藤紫郎は屋上に取り残された。

「そんな口止めだなんて大げさ……な？」

　瞬間、藤紫郎の鼻に匂においがかすかに感じられた。

「これって、瑠る璃り先輩の匂いだ」

　監視者がいるなら、それは胡桃くるみだと思い込んでいた藤紫郎だが……瑠璃に見られていたかもしれないと思うと、急に心臓が早鐘を打った。

　そんな藤紫郎の背後で、じゃらんじゃらんと金網が鳴る。

「お兄ちゃん♪　お困りのようだね。胡桃がなんでも相談に乗るよ！　明日のおかずから性の悩みまで、胸の中のどす黒い欲求はなんでも胡桃にぶちまけてね。胡桃はお兄ちゃんにならいつでも見抜きＯＫだから！」

　胡桃が校舎四階から外壁を伝って、金網フェンスをのぼりきると屋上に降り立った。

「全部エロ方面の相談にしか聞こえない……つうか、相談しようにも、むしろお前の存在に困ってるんだ。だいたいなんてところから発生しやがりますか!?」

「いつでも胡桃はお兄ちゃんの味方だよ？　こうやってどこにだって参上するし、だからもっと頼ってほしいな♪」

　かつては瞬間移動能力で、藤紫郎の背後にいきなり立ったりもしていた胡桃だが、その神出鬼没っぷりは悪魔との契約が破棄されたにもかかわらず、今も健在だ。

「じゃあ聞いて欲しいんだが、お前を消す方法はないのか？」

「わかったよお兄ちゃん！　まずは、今すぐお互いに服を脱ぎます。脱がせっこする方がより効果的です」

「ほうほうそれで」

「次に、脱いだ服を綺き麗れいに畳たたみます。そして最後に、本能の赴くままに愛し合います。野外だから誰かに見られるかもしれないし、しかも二人は兄妹きようだいだし♪　それはもう大変禁きん忌きなことに……」

「それからそれから？」

「二人がつながっているところを、瑠る璃りお姉ちゃんに見られればばっちりだね」

「何がばっちりなんだ！　いろいろ間違ってるぞ！　いや、間違いしかないぞ！」

「そうかなぁ？　むしろとっても気まずくなって、興奮するでしょお兄ちゃん？　瑠璃お姉ちゃんの信頼を裏切ってしまった自分をお兄ちゃんは責め続けながらも、胡桃くるみの身体からだにおぼれていくんだよ？」

　胡桃はブラウスのボタンに指をかけた。

「それじゃあお兄ちゃん……や、やってみよっか！　胡桃とってもドキドキしてきたよ」

「やるか――――――――――――――――――――――ッ！」

「今回はうまく静しず流るをまいてきたから、きっと邪魔は入らないはずだよ。お兄ちゃんとつながってるところを瑠璃お姉ちゃんにメールするのもいいかも！　写真といったらピースだよね？　胡桃、ちゃんとＷピースできるかな？」

「せんでいいから！　というか、金網フェンス側からきたのは、静流さんから逃れるためなのか」

「うん♪　静流は運動能力が高いからやっかいなハンターなんだ。だから胡桃は毎日が命がけなんだよ？」

「そうかそうか。よし、まずは静流さんにメールで救援要請をしよう。俺おれを助けてください……と」

「ま、待ってお兄ちゃん！　わかった！　アヘ顔Ｗピースは今回は諦あきらめるから、それだけは許して！」

「今回は……ってのがひっかかるな」

「ちゃんと瑠璃お姉ちゃんと淫いん乱らん雌めす豚ぶたおっぱい眼鏡を仲良くさせる方法も、胡桃は知ってるんだよ！」

「なんだ、さっきの話も聞いてたのか……」

「うん！　けど、最近は同業者が増えたのかな。なんだか胡桃だけじゃないような気もするんだよね。お兄ちゃん専属ストーカーの座は胡桃のものなのに」

　胡桃は他に誰だれもいない屋上をぐるりと見回した。藤とう紫し郎ろうもつられて周囲を確認するのだが、開けた屋上に他の生徒の姿はない。

「誰もおらんようだが……というかだな、いつからそんな役職ができたんだ」

「お兄ちゃんと胡桃は生まれる前から兄妹きようだいだったんだよ。その時から胡桃はずっと専属ストーカーなんだから」

「そういう妄想はいいから！　とりあえず参考までに、お前の考える『瑠璃先輩と黒くろ川かわ先輩を仲良くさせる方法』を教えてくれないか？」

　藤紫郎としてはダメでもともとの気持ちだった。そもそも真ま森もりに敵意剥むき出だしな胡桃から建設的かつ有効な提案はないと、覚悟もできている。

「あのねお兄ちゃん！　旅行だよ！」

「旅行？」

「みんなで旅行すればいいんだよ。きっとすっごく楽しいよ！」

「ああ……そういえば、もうすぐゴールデンウィークだもんな」

　胡桃くるみの妙にまともな意見に藤とう紫し郎ろうは深くうなずいた。

「ということで、旅行の計画なら胡桃におまかせ！　情報収集能力をフル活用して、今からでも間に合う穴場スポットをばっちり見つけて、一泊二日くらいのプランを提案しちゃうんだから」

　ボタンを外してはだけ気味な胸を張る胡桃。相変わらずのぺったんこ具合だ。

　胡桃は自分とは比較にならないほどの、ガチな変態さんなのでプランを任せるのは怖い藤紫郎だが、かといって少年には旅行プランなど、どう計画していいのかもわからない。

　それでも、旅行というアイディアはとても魅力的に思えた。

　瑠る璃りはゲームの中で旅をするのが好きで、仲間と一緒に冒険することに憧れている。

　友達と旅行に行くのは、まさにそのリアル版だ。

（――なんか、それってすごくいいんじゃないか？）

　旅行を通じて真ま森もりと再び打ち解けるチャンスが生まれるかもしれない。

「よし、じゃあプランの方は任せるぞ胡桃。俺おれは黒くろ川かわ先輩と瑠璃先輩に話をもちかけてみる」

「うん！　じゃあ静しず流るは抜きで……はうっ！」

　急に胡桃の表情が青ざめた。フェンスの金網がカシャンカシャンと音をたてる。

　藤紫郎が振り返ると、フェンスの上に器用に立つ静流の縞しま々しまパンツがちらりと見えた。体操選手のようなバランス感覚で静流は細いフェンスの柵の上に直立不動。その視線が胡桃をじっとロックオンする。

「……胡桃さん。僕といっしょに、お茶しよ？」

「い、いやあああああああああああああああああああああああああ！」

　胡桃はあっという間に校舎に続くドアへと走っていった。

「あ、あの静流さん。メール送ってないのになんでこの場所がわかったんでしょうか？」

「愛……かな。小さなモノを愛する僕の気持ちが、ここに導いたんだ。それじゃあ、僕は急ぐから」

　ピッチ走法で逃げる胡桃を、大きなストライド走法で静流は追いかける。

　再び屋上に一人になって、藤紫郎は溜ため息いきをついた。

「さてと、静流さんは胡桃発案の旅行なら、きっとノリノリで参加するだろうし……黒川先輩をうまく説得しないとな。それと、瑠璃先輩にも話をしておかんと……ああ、できれば低予算が望ましいな。女の子の友達と旅行って、母さんに言ったらどうなることやら……少しでいいから旅行資金が出ますように」

　溜ため息いきをついてから、そっと息を鼻から吸い込むと……。

「――!?」

　藤とう紫し郎ろうは周囲を見回した。誰だれもいない。が、かすかに藤紫郎は感じたのだ。

「これって……悪魔の匂においじゃないか？」

　瑠る璃りのものとも違う、なんとも不思議な匂いが本当にわずかにだが、漂ただよっている。

「へ、変身！」

　藤紫郎はチワワに姿を変えると匂いをたどった。それは屋上の端っこのフェンスの向こう……足場のない空中に軌跡を描いている。

　犬モードになったのに、その反応は微弱だった。急速にかき消える悪魔の匂いにチワワは首を傾かしげる。

「気のせい……なのか？」

　何か得体の知れない存在があるような気もするのだが、藤紫郎にはその正体がまったくつかめないのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      

２．二人の関係の修復を任せてくれませんか？



　今日は生徒会の会議もなく、瑠る璃りに会おうと藤とう紫し郎ろうは生徒会室にやってきた。

　ドアをノックして扉を開ける。

「失礼します！」

　そこには瑠璃の姿があった。珍しいことに、机につっぷしてしまっている。

「先輩どうしたんですか？　まるで世界が終わったみたいな顔して」

「…………」

　瑠璃はじとっとした視線で藤紫郎を見据えた。ちょっぴり怖い。

「あ、あの……もしかして、怒ってらっしゃるとか？」

　藤紫郎は自分の胸に手を当てた。瑠璃を怒らせるようなことをしただろうか？　少年は自分なりにがんばってきたつもりである。そして今日も、瑠璃に笑顔になってもらいたくて、楽しいプランをお届けにやってきたのだ。

「怒ってないわよ」

　少しムキになったような口ぶりで、瑠璃はがばっと上半身を起こした。

　藤紫郎は適当な席につく。

「よかった。俺おれ、先輩に嫌われたのかと思ってドキドキしちゃいましたよ」

「…………」

　またしても瑠璃から無言が返ってきた。

「あの、先輩？　どうしちゃったんですか？」

「どうも……してない。というか、してたのは富ふ士じ岡おか君だし」

「お、俺やっぱ何かしちゃったんですか!?」

「私だってびっくりしたんだから」

「先輩を驚かせるようなこと？　ま、まさか計画が筒抜けだったとか」

「計画って、計画的犯行なの？」

「犯罪者扱いしないでください。ともかく、俺が何をしたのか話してみてくれませんか」

　瑠璃は蚊かの鳴くような声でうめいた。

「……ス……してた」

「は、はいい？」

「だからき、ききき、キス」

　藤紫郎にはさっぱり見当もつかない。

「えーと、つまりそれはそのあの……」

「き、キスしてたのかって確認してるのよ!?」

「ええええええええええええええええええええええええ!?　だ、誰だれとですか？」

　思わず藤とう紫し郎ろうは立ち上がった。

「ま、真ま森もりちゃんと！」

「誰がですか!?」

「富ふ士じ岡おか君に決まってるでしょ？」

「決めないでくださいってば！　その噂うわさはいったいどこから出たんですか！」

「富士岡君からよ！」

　藤紫郎は腕組みする。

「キスなんて大それたことしてません！　つうかそんなことしたら黒くろ川かわ先輩にぶち殺されます！」

「無理しなくてもいいのよ。富士岡君はあくまで、私とはプラトニックなお友達関係なんだし、人間の恋人ができても私はむしろ祝福するし、それが真森ちゃんでも、べ、べべべ別に問題ないから。私の周囲から他の悪魔の気配も消えたし、無理に富士岡君が私のそばにいてくれる必要も、もう無いんだし」

「どうしてそうなっちゃうんですか！　だいたいキスなんて……」

「お、屋上で見たんだから！　後ろからだったけど、フェンスに真森ちゃんを押しつけるようにして、顔と顔が近づいて……」

　瑠る璃りの顔が真っ赤になった。その目尻に涙がたまっている。

　藤紫郎があの時屋上で、一瞬感じた瑠璃の匂においはやはり本当だったのだ。

「あれは熱がないか確認しただけですってば。黒川先輩、なんだか急に熱が出たみたいに真っ赤になって……あれってなんだったんだろう」

「で、でも、真森ちゃん、追いかけてきたのよ！　目撃者は一人も逃さない的な勢いで！　逃げ切れたけど……これって、とっても恥ずかしいところを見られたと、真森ちゃんが思ったからよね？」

「そういう瑠璃先輩は、俺おれと黒川先輩が屋上で話してるのをどこかで見てたんですね」

「べ、別にのぞき見してたんじゃなくて、たまたま通りかかったのよ！」

「屋上にたまたま？」

「ち、違うの！　あのね……富士岡君に会いに行こうと一年生の教室に行ったら、入れ違いになっちゃったみたいで、昇降口に向かったところで二人が一緒にいて、階段で上に行くのが見えて……」

「ああ、そうだったんですか。実は……」

「こ、告白してたの？　屋上で男の子が女の子とふたりきりで……す、することなんて、一つよね？」

「違いますよ。ほら、いきなり瑠璃先輩と黒川先輩に同時に話をしても、黒川先輩が反発しちゃいそうなんで、個別にお話しした方がいいかと思ったんです」

「…………？」

「えーと、俺おれはその……作戦を相談してたんです。せっかく連休なんですし♪」

　瑠る璃りが目を丸くさせた。

「作戦？」

「ＧＷにみんなで旅行大作戦です！」

「み、みんなで……旅行ですって？」

「はい！　行き先は調整中ですけど、黒くろ川かわ先輩も誘って、俺と瑠璃先輩と胡桃くるみと静しず流るさんとで旅行です。いや！　俺得すぎますね！　男子メンバー俺だけなんですから！」

「そ、それって……友達と……一緒に……」

　瑠璃の表情がほころんだ。それだけで藤とう紫し郎ろうは幸せな気持ちになる。

「そうです。メンバーが多ければ、瑠璃先輩と黒川先輩が一対一になる機会も減ると思うんですよ。ふたりきりだと気まずくなるような空気も、みんなでいればなんとなく緩かん和わされるでしょ？　まぁ俺としては、瑠璃先輩がどうしても苦手！　っていうんなら、黒川先輩を誘わないっていうのもありかと思ったんですけど、仲間外れなんて可哀想かわいそうでしょ？」

「そ、そそそそそうよね！　だ、大丈夫よ！　むしろ真ま森もりちゃんは大歓迎なんだから！」

「それからえーと、大人数で行くのもひとえに俺としては胡桃対策というか……」

「胡桃さんがどうしたの？」

「あいつは瑠璃先輩の前では猫をかぶるけど、実は凶暴な変態で……と、ともかく、静流さんと瑠璃先輩がいてくれれば、胡桃もおとなしくなると思うんです」

「その理論はよくわからないのだけど……」

「なら気にしないでください！　あと、黒川先輩と胡桃は顔を合わせるたびに喧けん嘩かになるんで、そこらへんの仲ちゆう裁さいを瑠璃先輩がしてくれると助かります」

「で、できなくもないけど……」

「はい！　というわけで旅行に行きましょう先輩！」

　瑠璃はうつむいてしまった。その眼まな差ざしはどこか寂しげだ。そっと唇を開く。

「ええと……無理なの」

「む、無理ってそんな……もしかして胡桃の立案した旅行プランが怖いんですか？　もちろん俺だって怖いですよ！　けど、勇気をもって一歩踏み出さないと！」

「そういうことじゃなくて……あのね富ふ士じ岡おか君。今までに私たちがしてきたことを思い出してみて」

「甘酸っぱい青春の一ページを刻み続けてきました。ハスハスしたりペロペロしたり」

「えっとね、私たち悪魔は……」

「スルーですか先輩！」

「ま、まじめに聞いてちょうだい」

「はい、すいません」

　瑠る璃りは指先に黒髪をくるんと巻き付けながら続けた。

「悪魔の領地に他の悪魔がやってきたら、どうなるかしら？」

「領主の悪魔はやってきた悪魔を追い払おうとしますよね。今日まで俺おれと先輩がやり続けてきたことです」

「つまり、私がいない間にこの街に悪魔が侵入して、悪いことをするかもしれないという心配もあるけれど、それにも増して、富ふ士じ岡おか君が指摘した状況になる危険性があるのよ」

「えーと、どういうことですか？」

　瑠璃は真剣な眼まな差ざしで藤とう紫し郎ろうをじっと見据えた。

「私が他の土地に行くと、それだけでその土地の領主が警戒して……最悪、戦闘状態に陥ることもあるってことよ」

　藤紫郎は頭を抱える。

（――なんで気づかなかったんだ俺は！　先輩が旅行に行けない理由って、こういうことだったのか！）

　悪魔の戦いに巻き込みたくないから友達も作れない。他の悪魔と事を構えないためにも、自分の領地から出ることすらままならない。

　瑠璃はまるで、篭かごの中の小鳥のようだ。

「別に富士岡君が気に病むことはないのよ？　旅行なんて、きょ、興味ないもの。子供の頃は今よりも身体からだが弱かったから、元々泊まりがけの旅行なんてできなかったし」

「先輩、今はどうなんですか？　身体は大丈夫なんですよね？」

　コクリとうなずくと瑠璃は小声になった。

「中学生になってからは、そこまで病弱じゃなくなったけど」

「じゃあ、修学旅行とかは行ったんですよね？　中学の頃なら、先輩は領地の相続してないから、普通の女の子だったんだし」

　瑠璃は首を左右に振った。

「それでも大だい淫いん魔まの娘には違いなかったから……もし、修学旅行に参加したら、みんなに迷惑をかけていたかもしれないわ。大淫魔の娘が先兵として送り込まれた！　なんてとられてもおかしくなかったもの。だから……行けなかったの」

　修学旅行の思い出すらも瑠璃は作ることが許されない。そう思うと藤紫郎は無力感にさいなまれた。普通の人間と同じ事をするのが、瑠璃にはとてつもなく困難なのだ。

「そんな……だとしたら、領主になった今はもっと無理じゃないですか」

「そういうことなの。だから旅行にはみんなで行ってきて。私は……お留守番してるから。お土産みやげ楽しみね。別になんともないし、ゲームとかでも旅行した気分は味わえるし、準備とか大変だし……だから全然、旅行になんて行きたくないの！」

　瑠る璃りの口から魂がほやっと、出かかっていた。

（――ゲームとかでも……って、ああやっぱり瑠璃先輩は旅行に行きたいんじゃないか！　こんなにわかりやすくツンを出すなんて、先輩ってば可愛かわいいなぁ。と、萌もえてる場合じゃないぞ！）

　このままでは瑠璃が幽体離脱してしまいそうだ。

「瑠璃先輩には必ず旅行してもらいます！　……えーと……えーと……何かないか？　どうにか旅行する手段はッ!?」

　藤とう紫し郎ろうは考える。瑠璃には他の悪魔の領地を侵犯する気などないのだ。そのことを相手側にわかってもらう方法はないのだろうか。

「してもらうもなにも、無理なのに……」

「諦あきらめないでください！　先輩はもっと自分の人生の快楽に素直になるべきです！」

「か、快楽とか欲望に身をゆだねるのは良くないことよ」

「そんなことありません！　欲求や欲望があるから人間は『明日こそうまくやってやろう！』とか、向上心を剥むき出だしにできるんです。それに、気持ち良いいことが悪いことだって決めつけなくてもいいと思います」

「で、ででででも快楽っていうのはその……あのね……」

　瑠璃の顔が真っ赤になった。

「気持ちいいですよきっと！　快楽に肩までずっぷし浸つかって、濡ぬれ濡ぬれで身体からだの芯が熱くなって、耐えきれずに出ちゃうんです！」

「富ふ士じ岡おか君なんてこと言い出すのよ！」

「なんてことって、温泉ですよ温泉！　旅行のお楽しみの一つじゃないですか？」

「ば、ばかぁ……」

　瑠璃は涙目になっていた。

「そ、そうだ先輩！　俺おれ、思いついちゃいました！　名案です！」

「…………？」

　瑠璃は小さく首を傾かしげた。

「百パーセント大丈夫とは保証できませんが、ともかく行った先の領主に不快感を与えなければいいんですよね？」

「それはそうだけど……事前に連絡しようにも……」

「相手の居場所はわからない……か。じゃあ、白旗を揚げるといいと思います」

「白旗？」

「そうです。敵意はありませんという印があればいいんですよ！」

「簡単に信じてもらえるとは思えないわ」

　しょんぼりと瑠る璃りは肩を落とした。

「領主の悪魔にとって困るのは、自分の領地の人間と契約されること……違いますか？」

「えっと、そう……だけど」

「つまり、瑠璃先輩が旅行先で、波長の合う人間を見つけて契約したら、その土地の領主は大激怒！　ってことです」

「仮にそうなったら戦闘は避けられないわ。みんなを巻き込めないし、やっぱり私は独りで……お留守番を……」

「発想の転換をしましょう。むしろ逆をやるんです！　先輩は……お、お弁当持参をアピールするんです」

「お弁当って？」

　藤とう紫し郎ろうはサムズアップすると親指で自分の顔を指さした。

「俺おれです！」

「………………あっ」

　藤紫郎の言いたいことに気づいて瑠璃は声を上げた。

「俺がそばにいれば、少しは嫌疑が減るんじゃないですか？」

「逆に、領地を取るために武装してきたともとられかねないんだけど……」

「うっ……そ、そういう考え方もあるのか」

　瑠璃は首を左右させた。

「けど、富ふ士じ岡おか君の言う通りかもしれないわ。その、は、恥ずかしいんだけど……富士岡君とら、ラブラブなフリをして、私がむしろ富士岡君に夢中！　みたいな雰囲気を醸かもし出してれば、旅行先の領主もいきなり殲せん滅めつにはこない……かな？」

　瑠璃がうつむき気味のまま続けた。

「ラブラブですか！　まさに俺得！」

「正面きって戦争をするなら大軍をつれて遠征するし、領地を侵犯するつもりなら、こっそり単独で相手の領地にもぐりこむ……けど、契約者と一緒に堂々と観光してたら……逆にドン引かれるかも」

「じゃ、じゃあ、一緒に旅行に行けるんですね！　もう、こうなったら向こうの領主をドン引かせてやりましょうよ！」

「う、うん……って、ドン引かせるのが目的になっちゃってるわよ富士岡君。あくまで推測なんだからね」

　瑠璃は藤紫郎に念押ししたのだが、藤紫郎は今からでも瑠璃の手を取って出かけてしまいそうな勢いだった。



　お金持ちや外国人の避暑地として名高い、那な須すが今回の旅行先に選定された。胡桃くるみが独自のネットワークと得意の交渉術（脅きよう迫はくあり）を駆使して、ゴールデンウイークのまっただ中にもかかわらず、キャンセルが出た宿に格安で滑り込んだのである。

　最寄り駅までは電車の旅だ。

「お、お兄ちゃん！　電車といえばやっぱり痴漢プレ……」

「お前は少し自重しやがってください。静しず流るさんお願いします」

　今回、静流に藤とう紫し郎ろうは「肩たたき券」ならぬ「チワワもふり券」を報ほう酬しゆうとして用意していた。胡桃の暴走を止める契約だ。その効果はてきめんだった。

「痴漢なんて犯罪だからいけないよ。だから胡桃さんは僕と合意の上で……ね？」

「合意しないよ！　この巨人族！　人間スカイツリー！」

「うっ……僕はそこまで大きくないよ。ちょっと傷つくかも」

　胡桃と静流の漫才はこれで本日通算八度目になる。

　早朝に出発して電車に揺られて数時間、対面で座れる四人がけの席の窓際に、瑠る璃りと真ま森もりが向かい合うように掛けていた。通路側に胡桃と静流が座り、藤紫郎はなんとなくそのそばに立っている。

　藤紫郎はつい、瑠璃に見入ってしまった。

　学校ではキリッと凛り々りしい瑠璃が、朝からずっとにやけっぱなしだ。専属運転手さんがいる瑠璃には、バスや電車といった公共の交通機関が新鮮らしい。子供のようにわくわくしていて、それを隠そうともしているのだが、隠しきれずにテンションが高い。

　そんな瑠璃が藤紫郎にはとてつもなく愛らしく感じられた。

「ま、真森さん！　見て！　ずっと田んぼと畑よ！　どこまで続いてるのかしら？」

　真森のことを「ちゃん」ではなく「さん」と呼ぶあたり、瑠璃なりに距離をはかっている感がまだぬぐえない。

「言われなくてもわかります」

「でもほらでも！　すごく田舎ね！」

「田舎に失礼です」

「ご、ごめんなさい」

「わたしに謝る必要はないので、田舎に謝ってください」

「田舎の風景さんごめんなさい」

　瑠璃はぺこりとお辞儀をして、列車の窓におでこをゴチンとぶつけた。

「痛ッ！　ううぅ……」

「ぷっ……な、なんでもないです」

　真森が噴き出すのを見て、おでこをおさえながら瑠璃が「えへへ」と笑う。

　藤紫郎は説得に骨が折れるかと思っていたのだが、意外にもすんなりと真森は旅行を承諾した。本当は真ま森もりも寂しがりやで、瑠る璃りと仲直りしたいのに素直になれない……のだと、藤とう紫し郎ろうは思う。まだぎこちない二人の距離が、少しでも昔に戻ればいい。それが藤紫郎の願いだ。

「ところで、何を見ているんですか富ふ士じ岡おかくん。不快なので、今すぐ窓の外にダイブしてください」

　真森は常に藤紫郎を警戒しっぱなしだ。

「嫌ですよまだ目的地にもついてないのに！」

「ついたらそのまま帰ってもいいですよ。わたしが許可します」

「帰りませんから！　ああまったく、先輩二人が問題児で俺おれの心労は絶えませんよ」

「ちょ、ちょっと富士岡君！　聞き捨てならないわね。私は問題児じゃないわよ？」

「その言い方だと、瑠璃はわたしだけ問題児とでも言うんですか？」

「ち、違うの真森さんそれは誤解よ！　こら！　富士岡君が変なこと言うから、真森さんが問題児みたくなっちゃったでしょ？」

「みたくっていう瑠璃先輩もよっぽどだと思うわけだが？」

　これにつられて胡桃くるみが火を吹いた。

「問題児じゃなくて、おっぱい眼鏡淫いん乱らん雌めす豚ぶただよね？」

「あら、こんなところにしゃべるまな板があるなんて不思議ですね？」

　ギンッ！　と、真森と胡桃の視線が火花を散らした。静しず流るが首を傾かしげる。

「なんで真森さんは喧けん嘩かするんだい？」

「け、喧嘩なんてしてません！　ただ、降りかかる火の粉は払うだけです」

「うーん、瑠璃さんとも仲良くすればいいのに。僕と胡桃さんみたいに」

　バッと胡桃が挙手をした。

「異議あり！　胡桃は仲良くなった覚えはないよ！　だいたい、お兄ちゃんと胡桃のラブラブを邪魔する万ばん里りの長ちよう城じようのことを胡桃が好きになると思う？」

「僕は世界遺産じゃないよ。ただ、小さなものを愛いとおしく思うだけだよ。それに邪魔してるんじゃなくて、胡桃さんにストップをかけるように、富士岡君に買収されただけなんだ。報ほう酬しゆうは後払いだけどね」

「「「ば、買収!?」」」

　瑠璃と真森と胡桃の視線が藤紫郎に突き刺さった。

「いや、その……大げさな言い方せんでくれ静流さん！」

「うまくできたら『チワワもふり券』をくれるって……嘘うそなの？」

「いや、それはその……」

　ピュアな静流の眼まな差ざしに藤紫郎は言葉を濁す。

「お、お兄ちゃん酷ひどい！　自分の身体からだを売ってでも胡桃を巨女に襲わせたいなんて、そんな……そんな屈折した愛情表現……胡桃くるみ、ゾクゾクしてきちゃう。お兄ちゃんの変態！　大切な妹が巨女に組み敷かれて、下敷きになって逃げ場もなく腕力であらがうこともできないまま、無残にもおっぱいで圧死するのを楽しむなんて、そんなの絶対おかし……」

「おかしいのはお前だ！」

　ぱこん！　と、藤とう紫し郎ろうが胡桃の頭をはたいた。暴力未満のツッコミ兼教育的指導だ。

　胡桃は瑠る璃りに涙目になって訴えた。

「お兄ちゃんがぶった！　このままじゃお兄ちゃん、ドＳに目覚めちゃうよ！　瑠璃お姉ちゃんどうしよう！　女の子を叩たたいてその苦く悶もんの表情に喜びを感じるなんて……」

「えっと……だ、ダメじゃない富ふ士じ岡おか君！　女の子に手を上げるなんて！」

「今のはどう考えても胡桃の方がダメだろ！　つうか俺おれだって好きでやってるわけじゃないですから！」

「みなまでいうなお兄ちゃん！　愛の鞭むちならふたりきりの時に、ロープで胡桃を縛って……心のロープが胡桃のいけないところに食い込んじゃうぅ！」

「妄想するなッ！」

　もう一度、はたきかけて藤紫郎は自重した。

「静しず流るさん。アレをお願いします」

「うん。僕に任せて」

　スッと席を立つと静流は胡桃の顔を胸に押しつけて埋うずめた。

「うっ……うがががががが！」

　胡桃はじたばたもがくのだが、静流は胡桃の席に上から覆おおい被かぶさるようにして身動きをとれなくした。ここらへんの組技の仕掛け方や体重移動が、道場を実家に持つ静流らしい巧みなプロの犯行っぷりだ。がっちりホールドされて胡桃は逃げられない。

　車内の乗客たちの視線が集まり、瑠璃と真ま森もりが二人して恥ずかしそうに顔を赤らめる。

「やっぱり、来なきゃよかったです」

「富士岡君、これはいくらなんでもやりすぎよ！」

「俺だってできることなら、こんなことしたくないんです」

　変態をもって変態を制す。

　周囲の視線を気にさえしなければ、胡桃に静流をぶつけるのは十分に効果的だった。



　無事、目的地の最寄り駅に到着した。

　ひとまず、他の旅行者たちの「？？？？」な視線はあったのだが、女の子同士がじゃれあっているといえば、そうみえなくもない。

「まったく、胡桃が乳息死したら、今日の旅行計画どうするつもりだったのお兄ちゃん？　ガイドさん抜きで楽しめるほど、旅行慣れしてるのかな？」

「いや、いないならいないなりになんとでも……」

「お兄ちゃんは胡桃くるみが死んでもいいっていうの!?　こんなに有能でエロ可愛かわいい妹、他にいないよ？」

「はいはい。んで、予定はどんな感じなんだ？」

　ぷくっとほっぺたを膨らませつつ、胡桃はスマートフォンで今日の日程を確認した。

「あと十分くらいで送迎バスが来るから、それに乗ってまずは宿にチェックインするね。荷物をおいてから、道の駅までバスで向かって、そこからまた違うバスに乗って牧場見学だよ……って、あれ？」

　胡桃が顔をあげると、そこに藤とう紫し郎ろうの姿はなくなっていた。

「お兄ちゃんが……き、消えた？」

　真ま森もりが肩をすくませる。

「トイレに行ったみたいです」

「そ、そっか。自分から予定を聞いておいて勝手なんだからお兄ちゃんってば。あれ？　瑠る璃りお姉ちゃんは？」

　静しず流るが胡桃の背後に回ると、後ろから抱きしめて耳元でささやいた。

「瑠璃さんもトイレみたいだよ」

「い、いちいちくっつくな！　あと巨大なのをくっつけるな！　自慢か！」

　胡桃と静流のやりとりに、真森が口元を緩ませた。

「心が貧相だとすぐにねたんで、相手はなんともおもっていないのに、自意識過剰かつ被害妄想いっぱいになるんですね」

「だ、誰だれが貧相だと？　く、胡桃は別に、今のままでもいいし」

「そうだね。胡桃さんは小さい方が可愛いし」

「早く大きくなりたい！　せめて瑠璃お姉ちゃんくらいにはなりたいよ！」

　静流がふるふると首を左右させた。

「もったいない」

「もったいなくなーい！　あっ！　む、胸を押しつけてローリングするな変態巨女！」

　眼鏡をそっと中指で押し上げながら、真森が呟つぶやく。

「変態同士仲が良いいんですね」

「うん。僕ら仲良しだよ」

「ちーがーう！　胡桃はちょっぴりおませさんでお兄ちゃんのストーカーで変態も入ってる自覚があるけど、静流とだけは絶対に仲良しじゃないから！」

　三人がバスロータリーで騒いでいる間、藤紫郎と瑠璃はというと……駅の建物の陰にひっそり隠れるようにしていた。

「ちょっと先輩、なんで俺おれだけつれて……ま、まさかここで二人だけの愛の逃避行ですか？　まさかこのタイミングで実行に移すだなんて、先輩ってばアグレッシブ！」

「ち、ちちちちち違うわよ富ふ士じ岡おか君。えっとね……このあたりを支配している悪魔にみつかったのよ」

「み、みつかった……って？」

　藤とう紫し郎ろうがあっけにとられた瞬間、二人の目の前に小さな魔法陣が生まれた。黒い炎がぼうっと燃え上がったかとおもうと、そこに小さな黒い羊が現れる。それは本当に小さい、手乗りサイズのぬいぐるみ悪魔だった。

　黒羊は顔をあげると二人に告げる。

「小しよう生せいはこの地を治めるお方の使いにございます。ようこそ！　歓迎いたします」

　何を言われるのか緊張した藤紫郎だが……意外にも好意的だ。瑠る璃りが恐る恐る尋たずねた。

「すいません。お騒がせして。侵略の意志はあの……な、ないんです」

「先輩口ごもるとなんだか怪しいですよ！」

「あ、あわわわわ」

　普段、自分の領地に侵入してきた悪魔に対しては、毅き然ぜんとした態度を崩さない瑠璃なのだが、いざ自分が侵犯する側になってしまうと焦りまくりだ。

　藤紫郎はつなぐように続けた。

「俺おれたちはただの観光客です。瑠璃先輩は淫いん魔まだけど、俺と相性がばっちりで他の人間のことなんて眼中にないくらい、俺にメロメロでラブラブなんです。ね？　先輩？」

「え、えっと……ええ!?　私って、富士岡君にメロメロだったの？」

　黒羊が首を傾かしげた。その視線はどことなくいぶかしげだ。

「ほ、ほら先輩！　そうですよね？」

「で、でも……」

　黒羊はぽつりと呟つぶやいた。

「では、小生に証拠をお見せください。淫魔であればこの人間のリビドーを吸収する様を、確認させていただきたく存じます。もしできないというのであれば……」

　瑠璃は顔を真っ赤にさせて首を左右に振った。

「そんなことしたら、淫魔の力が……」

　藤紫郎は黒羊をそっと両手で持ち上げると、じっと見つめる。

「ちょっと待ってください。この領地内で瑠璃先輩がもし、淫魔の力を解放したら……きっと大変なことになると思うんです」

　黒羊は首を傾げた。

「どのように大変なことになると？」

「瑠璃先輩の魅力が放出されまくって、この街の男は一人残らず瑠璃先輩に食べられたくなっちゃうと思うわけで……こ、こうして瑠璃先輩は静かに誰だれにも迷惑をかけず旅行するために、淫いん魔まの力を最低限に抑えてきたんです！」

　黒羊はじっと藤とう紫し郎ろうと瑠る璃りを交互に見つめると、しばらく間を置いてから口を開いた。

「なるほど、小しよう生せいが間違っておりました。平にご容よう赦しやを。それと降ろしてくださいませ。地に足が着かない状態は、小生落ち着きませぬ」

　藤紫郎はそっと黒羊を地面に戻す。

「ですが小生もこの地の門番。何か他の方法で……ではこうしてはいかがでしょう。貴き殿でんが淫魔殿の胸を揉もむのです。ラブラブであれば支障はないかと」

「なななななんでそうなるのよ!?」

「はて？　何か問題でも？　怪しいですな」

「わ、私と富ふ士じ岡おか君は、ららラブラブよ！」

　そういうフリをしているとはいえ、藤紫郎は瑠璃の口から出た言葉が嬉うれしかった。黒羊は引き下がらない。

「ですから、その証あかしを見せていただこうかと」

「ら、ラブラブだけど、人に見られたら大変じゃない！」

「すでに小生、結界を張っておりますゆえ、我らは一時的に不可視の状態。思う存分揉みしだいていただいて結構です」

「ど、どうしよう富士岡君」

「先輩！　ここは従っておかないと……」

「顔がにやけてるわよ！」

「旅行が中止になったらみんながっかりしますし、なにより俺おれによしですし」

「下心丸出しにしないで！」

　黒羊が再び首を傾かしげる。

「どうかなさいましたか？　おやおや、やはりラブラブというのは嘘うそなのでしょうか？」

「え、えっと……うちでは胸は揉ませない方針なの」

「なるほど、ではどのような奉仕を？」

「あ、ああああああああああの……こ、こうよ！　富士岡君、変身して」

「え？　でもそうしたら、おっぱいチャンスは？」

「いいから変身しなさい！」

「わ、わん！　変身！」

　藤紫郎は首輪の金具にそっと触れた。瞬間、その身体からだが黒い炎につつまれる。あっという間に藤紫郎はチワワになった。

　瑠璃は靴を脱ぎ、さらに靴下も脱いで藤紫郎に足を差し出す。

「ほら、い、いいわよ」

（――素足キター！　むしろこっちの方が変態です先輩！）

　そっと差し出された瑠る璃りの足に、藤とう紫し郎ろうは……抱きつくようにしながら舌を這はわせた。

「ペロペロペロペロペロ！」

「ひゃん♪　く、くすぐったい！　それになんだか、頭の中がふわふわして来ちゃう。ら、らめ……指と指の間に舌を入れちゃ……す、隙すき間まは……あっ……あっ……ああああああああああっ！」

　藤紫郎が舐なめることで、瑠璃の魔力は急激に低下した。瑠璃が立っていられずにしゃがみこんでしまう。

　黒羊は首を傾かしげた。

「そのような奉仕で大丈夫なのでしょうか？」

　一方、藤紫郎はというと……。

（――や、やばい。なんかし、ししし辛抱たまらん！）

　足をペロペロするプレイに興奮しすぎて、冷静さを失っていた。しゃがみ込んだ瑠璃めがけてハイタッチするように飛びかかる。

「きゃん！」

　瑠璃がころんと背中から倒れた。その上に藤紫郎が飛び乗ろうとした瞬間……少年のリビドーが爆はぜる。

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおああああああああ！　瑠璃先輩足だけじゃもう我慢できません！　チワワなのでお許しください！」



    

  
    
      



    

  
    
      　藤とう紫し郎ろうが飛びかかった瞬間、チワワの小さな身体からだが黒い炎に包まれた。

「え？　やだ！　ちょ、ちょっと！」

　藤紫郎は人間モードに戻っていた。だが、藤紫郎自身気づいていない。前足を胸元に乗せたつもりだったのだが、藤紫郎の手はむんずと柔らかいものを掴つかんでいた。

　黒羊はコクリとうなずく。

「結構です。一度変身させてから人間に戻しての行為とは……流石さすがは淫いん魔ま殿。感服いたしました。胸を揉もまぬと見せかけておいて、最終的には押し倒させる。ご立派です」

　藤紫郎は右手の感触を確かめながら吠ほえる。

「あ、あああああああれええええええええ？　柔らかい何かが!?」

「富ふ士じ岡おか君！　手を！　手をどけ……あ、あぁん……ん……ちょ、ちょっと指を動かさないで！　そんなにされたら……お、おっきくなっちゃう！　や……んん！　手のひらで包み込んじゃ……はぅぅ……」

　黒羊がじっと瑠る璃りを見つめる。

「はて、どうかなさいましたか？　なぜ涙目なのでしょうか？　もしや一連の流れは本当にアクシデントだったのでしょうか？」

　藤紫郎が再び吠える。

「こ、これはその……プレイの一環です！　押し倒しプレイです！」

　黒羊はコクリとうなずいた。

「結構。では、そのままの姿勢でよろしいのでお聞きください。領内での行動制限などについてお話しさせていただきます」

「富士岡君離れて。ほら、ちゃんと説明を聞きましょう。せっかく説明してくれるみたいだし」

「え？　でもこのままの姿勢でも……は、はい。そんな冷たい視線を俺おれに突き立てないでください」

　少し名残惜しそうに藤紫郎は瑠璃から離れると、立ち上がって倒れた瑠璃に手をさしのべた。瑠璃は頬ほおを赤らめたまま、藤紫郎の手を取って立ち上がる。

　黒羊が続けた。

「ではさしあたって……実は小しよう生せい、貴き殿でんら以外の他の悪魔を感知しております。観光目的にあらず、この地を狙ねらい侵入してくる賊ぞくが時折紛れ込みますゆえ、そういった輩やからとのトラブルがあっても、当方は関知いたしませぬ。自衛のさいの魔力使用のみ許可いたしましょう。どうにも……うまく気配を隠いん蔽ぺいして小生の網からするりと逃れた腕利きが入り込んだ形跡がありますゆえ、ゆめゆめ油断なさらぬように」

　黒羊は首を左右にゆらりと振った。

「いやしかし、それと比較するに貴き殿でんらは魔力の弱体化こそせよ、その気配を隠いん蔽ぺいする気もまるでなく、正直呆あきれるレベルにございまする。我が主あるじからも『観光客』としてもてなすよう仰せつかった次第にございます」

「は、はぁ……」

　藤とう紫し郎ろうはとりあえず話を合わせるようにうなずいた。瑠る璃りもそれに釣られるようにうんうんと首を縦に振る。胸元を守るようにして、瑠璃はゆっくり呼吸を整えていた。

「では良い旅を！　そろそろバスの時間にございます」

　黒羊の足下に再び魔法陣が生まれた。その魔法陣に吸い込まれるように黒羊は消えていく。藤紫郎たちを覆おおっていた結界も消失した。

「こ、これで一安心ね。ちょっと緊張したけど……それにしても向こうから会いに来てくれるなんて、さすが観光地♪　あ、あと富ふ士じ岡おか君。今みたいな事しちゃ、だ、ダメなんだからね！」

「え、ええと可能な限り……いえ！　しません！　しませんってば！」

　藤紫郎は瑠璃に睨にらまれつつバスロータリーに向けて歩き出した。瑠璃は思い出したのか、自分の胸元の着衣の乱れをただしながらうつむいてしまう。

　犬モードでじゃれ合うのとは違うのだ。

「でも先輩やっぱマニアックすぎますよ。犬モードで足をペロペロなんて。おかげで俺おれ、なんかよくわからん興奮が上り詰めちゃって……」

「だ、だからって人間モードで揉もんでいい事にはならないわよ」

　瑠璃がベーッと舌を出した。

「ああ、あっかんべーする先輩も可愛かわいい」

「ば、ばか」

　へこたれない藤紫郎に瑠璃はあきらめの表情だ。それからすぐに、深刻な顔つきに変わった。

「ねえ富士岡君？　さっきの黒羊さんの話だけど……」

「なにかありましたっけ？」

「気配の隠蔽が上う手まい悪魔が他に侵入してるって。この領地の偵察だとは思うけど、私たちも一応、気をつけた方がいいかもしれないわね」

「そうですね。せっかくこの土地の支配者に観光客扱いしてもらってるんだし、トラブルはお断りしたいところです。本当はその悪魔を見つけられるくらい、俺に探索能力があればいいんですけど……」

「い、今のままでも十分よ。富士岡君の力には……た、助けてもらってるし」

　瑠璃が頬ほおをほんのり赤らめる。

　二人一緒にロータリーで胡桃くるみたちと合流すると、ぴったりのタイミングで送迎バスがやってくるのだった。



　市バスと観光施設が運営する無料送迎バスを駆使した胡桃くるみのツアープランのおかげで、藤とう紫し郎ろうたちはお金を掛けずに観光地を回ることができた。

　本日のメインは牧場だ。

　広い草原で藤紫郎は存分にフリスビーに翻ほん弄ろうされた。チワワだと静しず流るに追い回されるので、ラブラドールレトリバーモードだ。犬としての幸せを藤紫郎は噛かみしめた。

　瑠る璃りの投げたフリスビーを追いかけて、空中でキャッチし戻ってくる。それが無上の喜びに思えてならない。人としての幸せとはちょっと違うのだが、藤紫郎は犬として牧場の広々とした草原を満喫した。

　ウサギの触れ合いコーナーでは、真ま森もりと静流が愛らしいウサギたちに萌もえ萌もえっとなる。真森は契約した悪魔がウサギ型なくらいで、本当にウサギ好きなようだ。静流の場合は小動物全般がドストライクだ。ウサギが放つ癒いやしエネルギーに、二人はメロメロだった。

　瑠璃はふわふわなアルパカのもふり具合にうっとりしていた。この牧場の名物アルパカで、テレビＣＭにも出演したことがあるタレントアルパカだ。手入れの行き届いた毛並みは手に吸い付くようで、いつまでも抱きしめていたくなる。夢見心地のモフモフだった。

　最後にみんなで乳ちち搾しぼり体験をしたのだが、巨乳、巨乳、美乳の三人に牛のおっぱいまで目まの当あたりにして、約一名（まな板）が大いに凹へこまされた。

　宿に向かう市バスの後部座席で胡桃が吠ほえる。

「胡桃よりおっぱいでかいやつはみんな死ねばいいのに！」

　真森が眼鏡をくいっとあげた。

「人類の約半数が絶滅ですね」

「そ、そんなことないから！　小学生とか生き残るから！」

　小学生という単語に静流が耳をピクリと動かした。そして、そっと頬ほおを赤らめる。藤紫郎は思った。

（――静流さんは奇行が目立たない分、逆に怖いぞ）

　藤紫郎が懸け念ねんを抱いだいている間も、真森と胡桃は止まらない。

「小学生でも大きい子はいるし、太ってる男の人の方がありそうですし」

「ううううう！　さ、さては小学生の頃から大きくて、いじめられた経験があるな！　雌めす豚ぶたデカ乳女！」

「……ッ!?　べ、別にそんなことないです！」

　二人が口論している間、ずっと瑠璃は様子をうかがっていた。その眼まな差ざしはどことなく羨ましそうにも見える。

　そんな瑠璃が声を上げた。

「そ、そんなことないわよ？　確かに平均よりは大きかったかもしれないけど、ふ、普通だったと思うし。普通っていうかあの、やっぱり大きいっていうか、クラスの女の子の中では一番大きかったような気がするけど」

　瑠る璃りはフォローしているつもりなようだが、その気はないのに真ま森もりの傷口に塩を塗り込んでいた。真森相手になると、瑠璃は焦って冷静さを欠きがちだ。

「うるさいです。昔の話を持ち出さないでください」

「え、えっと……でも」

　藤とう紫し郎ろうが割って入った。

「まぁまぁいいじゃないですか。大きくても小さくても俺おれはどんなおっぱいもすばらしいものだと思いま……」

　ガスッ！　と、真森の拳こぶしが藤紫郎の眉み間けんに突き刺さる。

「殴っていいですか？」

「あだっ！　もう殴ってるし！　元風紀委員長様って暴力キャラなんですか？」

「あなたが下品だからいけないんです」

「そ、そうよ富ふ士じ岡おか君。下品なのは良くないわ！」

「瑠璃先輩まで……さっきはあんなところをペロペロさせたのに！」

　言ってから藤紫郎は後悔した。胡桃くるみの視線がじとっと藤紫郎をロックオンする。

「お兄ちゃん……瑠璃お姉ちゃんのどこをペロペロしたのかなぁ？　胡桃はとっても気になるなぁ」

「ちょ、ちょっと富士岡君！　さっきのことは秘密って……はうぅ！」

　真森の表情が赤らんだ。

「瑠璃はこんな汚らわしい駄犬にどこをペロペロされたの？」

「さ、されてないから！」

「そうですよ瑠璃先輩は俺にやられたんじゃなくて、むしろ俺に命令してやらせたんですよ！　その美しいおみあ……げふ！」

　ガスガス！　と、藤紫郎の額に拳の連打が打ち込まれた。今度は真森ではなく瑠璃だ。

「それ以上言わないで！　恥ずかしくて死んじゃうから！」

「ああ、先輩それ以上殴らないで、死んじゃうから」

　そうこうしている間に、バスは宿に到着した。



　藤紫郎たちが宿泊するのは、コテージのようなモンゴルのテントだった。外見は布が張られたテント風だが、その骨組みは鉄製でかなりがっちりしている。薄い布だけのテントとは違い、壁に断熱材が仕込まれ冷暖房に冷蔵庫にテレビまで完備していた。

　内装はモンゴル風である。オレンジ色のテーブルや装飾されたクローゼットなどが可愛かわいらしく、四角い部屋にはない円形の空間が、不思議な緊密感を醸かもし出していた。

　胡桃くるみが解説を締めくくる。

「ちなみに、テントはゲルっていって、この金色のお鍋がないとゲルとは認められないんだって。施設の利用に関してだけど、お風呂は受付のある建物で23：‥00まで自由に入れるって。翌朝は５：‥00から開いてるから朝風呂もＯＫみたい。ご飯は食堂で19：‥00から予約してあるよ。ジンギスカン焼き肉だって！　朝食はバイキング形式でチェックアウトは朝11：‥00までだよ♪」

　胡桃の仕切りっぷりはかなり徹底していた。意外にそつが無く、寝取られ歓迎な偽りの兄フェチなところを除けば、胡桃はスペックが高い女の子だ。

　藤とう紫し郎ろうが挙手をする。

「ちょっと待ってくれ！　ベッドが四つしかないんだが」

　すでに奥のベッドに瑠る璃りが腰掛けていた。腰の高さほどの寝台といった感じだ。

「わあ、なんだかちっちゃくて可愛かわいい」

　瑠璃はベッドに座って足をぱたぱたさせている。真ま森もりがふぅと息を吐いた。

「じゃあ富ふ士じ岡おかくんは床でお願いします」

「お兄ちゃんが床なんて可哀想かわいそうだよ！　胡桃がお兄ちゃんの人間掛け布団になってあげる。それとも抱き枕がいい？　妹型の抱き枕には秘密のポケットがついてるんだよ！」

「胡桃さんは僕といっしょに寝ればいいんじゃないかな？」

「絶対嫌♪」

　瑠璃が眉まゆを八の字にした。

「富士岡君にチワワになってもらって、私の布団で寝てもらうのなら……」

「犬はやめてください。わたしを犬死にさせるつもりですか？」

「犬死にって意味が違うと思うんだけど、そ、そうよね。真森さん犬、だめだもんね」

　さきほど草原でフリスビー犬になった藤紫郎だが、それは真森がウサギをモフっている間の出来事だ。真森の前での犬モードは基本、禁止である。

　藤紫郎が首を左右させる。

「いやそもそも、俺おれは健全な男子なわけで、女の子の部屋に一人でＩＮするのは双方にとって危険すぎるだろ！」

　胡桃が腕組みしてうなずいた。

「うんうん。というわけで、お兄ちゃんを女子と一緒にするわけにはいかないので、実はこの隣のテントも借りてあるんだ。そっちも四人部屋だけど、お兄ちゃんにはそっちに移ってもらうから」

　藤紫郎はホッと胸をなで下ろした。

「胡桃にしてはナイス判断だな」

「もちろんだよお兄ちゃん♪　胡桃くるみとお兄ちゃんは兄妹きようだいで家族なんだから、隣のテントで一緒でＯＫだよね？」

「ああもちろん……じゃねぇ！」

「は、反対！　僕は反対だよ！」

　珍しく静しず流るが前に出た。

（――静流さん。チワワもふり券のためとはいえ、俺おれを守ろうと……）

「僕は胡桃さんか、チワワモードのお兄さんと一緒がいいんだ」

（――この人、自分の欲望に素直だ。俺以上に！）

　ここに来て部屋割りが混迷し始めた。瑠る璃りが手を挙げる。

「じゃあ、私があの……ふ、富ふ士じ岡おか君と一緒でもいいわよ。富士岡君はちゃんと約束、守ってくれるわよね？」

　プラトニックの誓いがあるにはあるのだが、藤とう紫し郎ろうはそれも少し心配だった。

　以前、瑠璃の家に泊まった時のことを思い出す。瑠璃は藤紫郎とふたりきりになったことで、淫いん魔まの力が増幅してしまったのだ。淫魔の本性がはみ出しかねない。

「お、お兄ちゃんと瑠璃お姉ちゃんが二人きりになるなんて……はううううううう！　きゅんきゅん来るよ！　今夜二人には何が起こってもおかしくないね！　そこに胡桃も乱入したら……三人でぱらだいす！」

　胡桃は反対するどころか興奮し始めた。真ま森もりが首を左右させる。

「何を考えてるんですか。監視のためにも、富士岡くんと瑠璃の部屋にはわたしもいっしょにいきます。元風紀委員長として絶対におかしなことはさせません！」

　真森がキリッと言い放つと、それにあわせて静流がうなずいた。

「僕もそれなら賛成だよ。そうすれば、こっちのテントには僕と胡桃さんだけ……」

「いやあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　胡桃が絶叫した。

　瑠璃がじっと藤紫郎を見つめる。

「ど、どうしよう。富士岡君……」

　相互監視のために一つのテントを使って藤紫郎が犬になるのは、真森の犬恐怖症があるのでＮＧだ。

　藤紫郎としては、胡桃とペアはあり得ない。論外である。

　瑠璃と一緒というのは、藤紫郎自身が我慢できるかどうか不安なところもあった。

　真森も一緒に来てくれるなら、瑠璃と三人でうまく中和されるかもしれないのだが、そうなると今度は狩る側の人間だった胡桃が、静流に狩られることになる。

「じゃあ、やっぱりここは一番無難かつ平和的に……俺が向こうのテントで、一人孤独な夜に耐えることにしよう！」

「それじゃあお兄ちゃんが可哀想かわいそうだよ！　あ！　そうだお兄ちゃんが誰だれと一夜を過ごすのか、公平にくじできめよ！　ね？」

　胡桃くるみは自分の荷物の中から、組み立て式のくじ引きボックスを取りだした。

「なんでそう都合良く、くじの準備をしてるんだお前は」

「夜のレクリエーションにって思ってただけだよぅ♪」

　胡桃は特に悪びれるでもなく、くじ引きボックスをくみ上げた。

「いや、俺おれが涙を呑のんで独りになると言ってるだろうに。そうするべきですよね先輩？」

「え？　えっと、く、くじ引きならしょうがないんじゃない？　もし私が富ふ士じ岡おか君と一緒になっても、それは仕方のないことだし」

　瑠る璃りの口調はどことなくおどおどしている。それに静しず流るも続いた。

「僕はくじ引きに賛成だよ。ところで変態お兄さん、今晩あの権利を僕が行使してもいいんだよね？」

「あ、あれは成功報ほう酬しゆうとして……」

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいんだよ？」

（――なんか、やばい気がするぞ）

　すでに静流はその手の中で、エアチワワをもふり始めていた。

　そんな中、真ま森もりの眼鏡がきらりと光る。

「わたしはくじ引きには反対です」

「そりゃまあ俺と一緒になったら、黒くろ川かわ先輩は大ピンチだもんな」

「そ、それは……」

　何を想像したのか、真森の顔が真っ赤になった。自分の人指し指の第二関節あたりを甘あま噛がみして、こらえるような素振りを見せる。

（――なんだかちょっと色っぽい……って、見とれている場合じゃない！　これ絶対変な妄想してる！）

　藤とう紫し郎ろうは咳せき払ばらいするように声をあげた。

「わんっ！」

「ひゃん♪」

　真っ先に真森が反応して肩をびくつかせる。

「しっかりしてください黒川先輩」

「し、しっかりしてますから！　これでも元風紀委員長です。わたしが言いたいのはくじの公平性について……彼女が用意したくじが公平とはとても思えません」

　胡桃がじとっとした視線で真森に告げた。

「ブヒブヒのくせに人間様を疑うなんて失礼な」

「ぶ、ブヒブヒって……誰が雌めす犬いぬ以下の豚ですか!?」

（――そこまで言ってないって）

　真ま森もりとの口論にまたしても瑠る璃りが割って入った。

「ふ、二人ともおちついて！　真森さんは豚さんじゃないから！　た、たぶん」

「なんで最後に弱気な一言を付け加えるんですか？　喧けん嘩か売ってるんですか？」

「ひいぃ！　ご、ごめんなさい」

　藤とう紫し郎ろうは自分の額のあたりを指でつまんだ。

（――瑠璃先輩、今のは自爆ですってば）

　真森が不機嫌そうに溜ため息いきをついた。

「ともかく、くじを用意した人間が怪しい以上、くじ引きには反対です」

「お、お姉ちゃん！　胡桃くるみは良かれと思って……みんなで楽しい旅行の思い出作りのために用意したのに」

　肩を落とす胡桃が藤紫郎には一層小さく見えた。瑠璃が大慌てでフォローに入る。

「いくら胡桃さんが変態さんでも、それは言い過ぎかも……」

　瑠璃にじっとお願いされるように見つめられて、真森はそっぽをむいた。

「わたしは……あ、あくまで公平かどうかが重要であって……」

「お姉ちゃんごめんね。胡桃が悪かったの！　もうくじ引きなんて言わないから。だから喧嘩しないで」

　喧嘩や無む茶ちや振りが大好きな胡桃が、今回は珍しく素直に引き下がった。

「私もくじ引きしたいし。ね？　お願い真森さん！　きょ、協力して！」

　二人の懇願するような視線に……真森もついに折れた。

「……し、仕方ないですね。そこまで言うなら……た、多数決ということで認めます」

　その瞬間、胡桃が邪悪に口元を緩ませたのを藤紫郎は見逃さなかった。

（――やっぱりあいつ、企たくらんでやがる!?）

　藤紫郎が気づくよりも早く、トップバッターがくじ引きボックスに手をつっこんでしまった。真森だ。

　胡桃がツインテールを揺らしながら説明する。

「中には王おう冠かんマークと、１から４までの数字が書かれた紙切れが入ってるから、王冠の人はアタリだよ。アタリを引いた人が好きな組み合わせで部屋割りを決められるの！　これなら誰だれが何番を持ってるかわからないし、もしお兄ちゃんが王冠を引いたら、自分だけ一人部屋っていうのも可能だよ？　もったいないけどくじ引きだからしょうがないよね？」

　胡桃が説明する間、真森の手は箱の中身をまさぐり続けた。

　その手がぴたりと止まる。

「やっぱりありましたね」

「え？　やっぱりって？」

　真ま森もりがくじを一枚取り出した。折られた紙のくじをそっと開くと、そこには王おう冠かんマークが書かれている。

「わあ、真森さんすごいわね。アタリを引くなんて」

　瑠る璃りは普通に感心しているのだが、真森は首を左右させた。

「箱の底が二重底になっていて、隠されてました」

　鋭い視線が胡桃くるみをロックオンしている。

「え、えっと……不思議だなぁ。きっと紛れ込んじゃったんじゃないかなぁ」

「ほかの番号くじも、紙の大きさや折り方を変えてどれが何番かわかるよう、細工してるんじゃないですか？」

「うっ……急にお腹なかが空すきすぎて死にそうだから、みんなでお菓子たべよ！」

　瑠璃が首を左右に振る。

「だめよ。そんなことしたら夕飯が食べられなくなっちゃうし」

　真森が眉まゆをつり上げた。

「ごまかすということは、やっぱり不正するつもりだったんですね！」

「べ、別にそんなつもりないし！　全部偶然だしそっちの推測だし！」

　にらみ合う胡桃と真森に、おろおろとする瑠璃。藤とう紫し郎ろうは溜ため息いきを吐ついた。

「まあまあ、水掛け論になっちまってるし、とりあえずくじ引き以外の方法にしよう」

　瑠璃も藤紫郎の言葉にうなずいた。

「じゃ、じゃあグーパーで決めましょう！」

　多少の駆け引き要素はあるのだが、不信感のぬぐいきれないくじ引きよりかは、透明性も高かった。

　ずっと様子をうかがっていた静しず流るがぽつりと呟つぶやく。

「正義は勝ち、悪は滅びるんだよ」

　全員が「？」となったのだが、その予言は数秒後、現実のものとなるのだった。



「いやあああああああああああああああああああああ！　だずげでおにいぢゃん！　じんぢゃう！　胡桃じんぢゃうよおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「僕と二人で今夜は……ぱらだいす」

　頬ほおを染めながら静流が胡桃を拉ら致ち……もとい、もう一つのテントに連れ去っていった。

　グーパーの結果、部屋割りは３：‥２になったのだ。

　胡桃と静流で一組。そして、残された三人で一組だ。

「お、俺おれ、あっちのテントに行きましょうか？」

「ま、待って富ふ士じ岡おか君このままでいて！」

「そうです。公平な結果だから、変な気を回さなくていいです。むしろ困ります」

　瑠る璃りと真ま森もり二人に引き留められて、藤とう紫し郎ろうは心の中で感涙した。

（――憧れの先輩とドＳっぽく見えて、実はＭな先輩二人に囲まれるなんて……し、幸せじゃないか！　ああそうか、あの時俺おれが一人になるという謙虚な姿勢を崩さなかったから、運命の女神様が俺に微笑ほほえんでくれたんだな！）

　にやける藤紫郎だが、すぐに気づいた。空気が重たい。

　瑠璃はどことなく落ち着かない様子で、真森はツンとした冷たい空気を発していた。

（――うーむ、今日の旅行でいくらか黒くろ川かわ先輩も打ち解けてきたけど、やっぱり二人を近づけると空気が緊張するな。そういえば瑠璃先輩、胡桃くるみと黒川先輩がいちゃついて……もとい、喧けん嘩かしてるとフォローに入るけど、正直自爆してる感じだ。いや、でも、フォローするっていうことは、関係改善に前向きなんだよな？）

　瑠璃は若干ズレているものの、真森との関係を修復しようと努力している。

（――やっぱ黒川先輩の心を開かせないといかんようだな）

　そうは思う藤紫郎だが、実際のところどうしていいのかわからなかった。

「あ、そうだテレビでも見ましょう！」

　藤紫郎が何気なくテレビをつけると、画面にたくさんの子犬が映し出された。瞬間、真森が小刻みに震え出す。

「は、はわわわ……あんなにたくさんの猛獣に囲まれたらわたし……」

「富ふ士じ岡おか君チャンネル変えて！」

「は、はい！」

　藤紫郎は慌てて適当にリモコンのボタンを押した。

　すると、有料チャンネルのサンプル影像が映し出される。モザイク混じりな画面とあられもない嬌きよう声せいがテントの中をピンク色に染め上げた。

　時が止まったように全員が画面に食い入る。温泉で野外で混浴……そんなシチュエーションで後ろから抱かれて、お尻しりをあげた姿勢で壁に手をつきながら……。

　激しい運動に胸が揺れ、声が漏れる。

　みるみるうちに二人の少女の顔が赤らんだ。真森が声を漏らす。

「温泉でこんなことするなんて……」

　瑠璃が息を呑のむ。

「これ……これって……あわわわわわわわ」

　言葉にならない二人は三十秒ほど固まった。サンプル視聴タイムが終わるまで。

　画面が真っ暗になり「購入しますか？」という表示が出ている。藤紫郎が解説した。

「えーと、購入ボタンを押すと続きが見られるみたいですね。ど、どうしますか？」

「「買わないわよ！」」

　二人の声が藤紫郎に抗議した。

「いや、でも興味深そうに見てましたけど……」

「富ふ士じ岡おか君のエッチ！」

「し、死んでください！」

　瑠る璃りが藤とう紫し郎ろうにビンタをかました。それにぴったりタイミングを合わせて、真ま森もりの拳こぶしがカウンター気味に藤紫郎にヒットする。

（――サンプル最後まで見てた二人はエッチじゃないのか！　ああ、しかしなんて息ぴったりな連係攻撃！　ごめんね瑠璃先輩。俺おれ、このまま意識が飛びそうです。二人っきりの気まずい空気に取り残すことになります……その時は購入ボタンを押せば……）

　藤紫郎は謝罪しながらＫＯされて床に伏すのだった。



　夕飯は生ラムジンギスカン焼き肉だった。テントを出て少し歩いたところにある、専用の大食堂でみんなそろって夕食タイムだ。

　焼き肉は戦争状態で、藤紫郎は女子一同の意外な肉食っぷりに、ちょっぴり圧倒されてしまった。そんなこんなで夕飯も終わり、お腹なかいっぱいになった藤紫郎たちに、ごく自然な素振りで胡桃くるみがついてくる。

　テントの前で胡桃は藤紫郎の服の袖そでをぎゅっと掴つかんだ。

「お前のテントは向こうだろ？」

「お兄ちゃんお願い！　夜が怖いの！」

「俺はお前が一番怖いんだが。だいたい、静しず流るさんが何をしたっていうんだ？」

「何かしてからじゃ遅いんだよお兄ちゃん！」

　隣のテントの前で静流がじっと胡桃を見つめていた。手招きする。

「ほら、呼んでるぞ？」

　胡桃がやってこないので、静流の方がこちらに向かってきた。

「お兄ちゃん中に入ろ！　一緒の布団にＩＮさせて！　そして夜中に声を殺して気づかれないようにしようね！」

「なにをする気だおまえは！」

　無む理り矢や理り胡桃が藤紫郎を瑠璃たちのいるテントに引っ張り込んだ。

「あ、あれ？　胡桃さんも一緒なの？」

「なにかご用ですか洗濯板？」

　テントの中には瑠璃と真森がふたりきりで、妙に緊張した空気が漂ただよっていたのだが……胡桃と藤紫郎が入ってきて少しだけピリピリ感が和らいだ。さらに、胡桃のあとを追いかけて結局静流も同じテントに戻ってきてしまう。

「そろそろお風呂にいかないかい？」

　静流の一言で瑠璃の顔がぱあっと明るくなった。

「あ！　もうそんな時間なのね。真ま森もりさんも行きましょ！」

　胡桃くるみが力強く何度も首を縦に振る。

「うんうん！　みんなで行けば怖くないし！　それとも雌めす豚ぶたはお腹なかがブーブーふくれちゃってて、見せられなかったりするのかな？　さっきご飯おかわりしてたし」

「べ、別に太ってません。それよりも貧相すぎる胸のせいで男と間違われる可哀想かわいそうなお友達が出るかもしれないですね」

　またしても、胡桃と真森の視線が火花を散らした。瑠る璃りが少し寂しげに呟つぶやく。

「いいなぁ二人とも……すごく仲良しで」

「いや瑠璃先輩。この二人は仲良しっていう感じじゃないんですが」

「でも富ふ士じ岡おか君、喧けん嘩かするほど仲が良いとか、仲良く喧嘩しなさいとか言うでしょ？　私も悪口とか言えるようになった方がいいのかな？」

「先輩にそういうのは似合わないと思います。先輩に口汚く罵ののしられて喜ぶのは俺おれくらいですから！　女の子相手にそういうことを言わないでください！」

　瑠璃はすっかり悩んでしまった。藤とう紫し郎ろうは腕組みする。

「そうかみんなでお風呂か。確か天然温泉なんだよな。露天風呂は確か……混浴だ」

　藤紫郎の言葉に瑠璃と真森が肩をびくつかせた。

「変態お兄さん確保」

　突然、静しず流るが藤紫郎の背後に回るとアームロックで少年を拘こう束そくした。瑠璃が小さく頷うなずく。

「富士岡君、みんながお風呂から出るまでちょっとの間我慢しててね」

　藤紫郎の身体からだが見る間に布団で簀す巻まきにされた。

「これってまさか……俺封じ!?」

　なんのために用意していたのか、胡桃が赤いロープで藤紫郎の布団をぐるぐる巻きにした。きつめに縛り付ける。

「お兄ちゃんごめんね！　胡桃はお兄ちゃんが妹の身体で欲情するのも許せるし、瑠璃お姉ちゃんでハァハァすると胡桃も興奮してきちゃうけど、雌豚眼鏡の裸体でお兄ちゃんの眼球が汚染されるのは阻止したいから！」

「だ、誰だれが雌豚眼鏡ですか！」

「年中眼鏡曇りっぱなしになればいいのに」

　口くち喧げん嘩かしながらも二人は簀巻きになった藤紫郎を念入りにベッドにくくりつけた。

「それじゃあ、行ってくるね富士岡君」

「ちょっと待って瑠璃先輩！　こんなの絶対おかしいって！　お風呂シーンの描写がないなんて間違ってるよ！」

　じたばたもがく藤紫郎をおいて、女子たちはお風呂の準備をするとさっさと出ていってしまうのだった。

　独り、テントに取り残された藤とう紫し郎ろうはというと……。

「両手が使えないように見事に拘こう束そくされてしまったようだが……ふふふ、甘い。甘いぞみんな！　俺おれの力を侮あなどっている！」

　普段は首輪に触れて「変身」と口にすることで藤紫郎は犬になるのだが、それもあくまで便宜上というか、ある種のスイッチ的なものでしかない。

「いざ、変身！」

　藤紫郎は意識を集中した。その身体からだが黒い炎に包まれ以下略した結果、可愛かわいいチワワになる。するりと布団から抜け出ると、藤紫郎は人間の姿に戻って外に出た。

「いざ行かん！　理想郷へ！」

　ワンテンポ遅れて藤紫郎はお風呂セットを片手にお風呂へと向かうのだった。



　温泉は内風呂が二つと露天風呂が一つ。その露天風呂が混浴になっていて、外でつながっていた。

　藤紫郎は早速露天風呂エリアにやってきた。他にお客さんの姿はなく、先にお風呂に行った瑠る璃りたちの姿もみられない。

（――ハァ……そりゃそうだよなぁ。混浴なんて恥ずかしいよなぁ）

　露天風呂のエリアは上から見ると凹字形をしていて、真ん中に仕切りのようなものがあった。仕切りをぐるりと回り込めば女湯側の入り口につながっている。

（――つまり、女湯側まで行けば、女湯のぞけるんじゃないか？）

　内風呂から景色が眺められるよう、大きな窓が露天風呂側に面している。藤紫郎は真ん中の仕切りに背中をつけて、角からこっそり顔を出し女湯側の混浴エリアの様子をうかがった。が、ダメである。

（――ま、窓がない!?）

　女湯エリアには曇りガラスのドアがあるだけだった。男湯と女湯でシンメトリーな構造ではないことに藤紫郎は気づく。

（――ちっくしょう！　で、でも悔しくなんかないぞ。瑠璃先輩たち女子はせっかく温泉に来たのに露天風呂が楽しめないなんて、ああ可哀想かわいそう可哀想……ってあれ？）

　曇りガラスのドアの横に「この先、女湯専用露天風呂につき、男性のご入場はお控えください」と看板が立てかけてあった。さらに、曇りガラスのドアの向こう側には湯気が立ち上り、そこからキャッキャと声が響いてくる。

　瑠璃の声だ。

「ちょ、ちょっと危ないわよ胡桃くるみさん！」

「お姉ちゃん早く早く！　あ！　この先が混浴エリアだって。お兄ちゃんがいなくて残念だね？」

「そ、そそそそそそんなことないわよ！」

「あれぇ？　お姉ちゃんお風呂に浸つかる前から顔が真っ赤だよぉ？」

　藤とう紫し郎ろうは曇りガラスのドアに……手を掛けた。

（――こ、これはその……監視だ！　胡桃くるみが暴走せんように兄として監視を……）

　藤紫郎がそっとドアを開けると、そこには天国の光景が広がっていた。瑠る璃りの腰の辺りを胡桃が怪しくなで回している。

「や、やめて胡桃さん！」

　髪の毛をアップにまとめた瑠璃が腰をくねらせた。藤紫郎には眼がん福ぷくすぎる光景だ。

「良いではないか良いではないか減るものでもなし！　それにしても瑠璃お姉ちゃんの肌ってつやつやでつるつる♪　なのに手に吸い付くようなもっちり感もあって、ずっと触ってたいかも！」

　胡桃の手が瑠璃のおっぱいを下から持ち上げるようにして谷間を作るように寄せてあげる。お風呂は岩風呂で下半身は絶妙な角度で大岩に隠されてしまっているのだが、上半身は丸見えだ。

（――うおおおおおおおおおおおおおおおおお！　先輩になんてことしやがるんだ胡桃！　グッジョブ！）



    

  
    
      



    

  
    
      　瑠璃は困ったように眉まゆを八の字にさせている。そんな表情もまた、藤紫郎にはたまらなかった。胡桃くるみの指が瑠る璃りの先端に触れようとする。

「お姉ちゃんのここはどうなのかな？　右がいいかな？　左が好きかな？」

「や、や、や、やめて！　女の子同士でも……ん……つまんじゃ……」

（――止めなきゃならん！　妹の暴挙を！　だが、身体からだが動かない！　だってこの先は女湯じゃないか？　そこには踏み越えてはならない一線がある。監視することしかできないなんて、俺おれはなんて無力なんだ！）

　瑠璃は胡桃にされるがままだった。だが、その動きがぴたりと止まる。

　静しず流ると真ま森もりがやってきたのだ。

　真森は眼鏡を外していた。無防備にもほどがある。巨乳美人二人が並ぶ光景は、藤とう紫し郎ろうにとって絶景だった。

（――なんというおっぱい連山。絶景すぎる）

　真森のおっぱいはふんわりやわらかそうだ。太っているというわけではないのだが、四人の中では一番ぷにっとした感じである。おへそのあたりに藤紫郎の視線は釘くぎ付づけだ。

（――あのお腹なかのあたりの舐なめ心地と来たら……い、いかん！　まるで変態じゃないか！　ともかく、静流さんが来たんだから胡桃のグッジョ……じゃない、暴挙もここまでだ）

　静流はといえば、適度に筋肉がついていて締まった身体ながら、こちらも真森に負けず劣らずの巨乳っぷりだ。脚がモデルのようにスラリと長くて、まるで外国人のようだった。かつてチワワモードながら、あの谷間に顔面を挟み込まれてぷらんとなったことを、藤紫郎は思い出す。その柔らかくもコシのある感触が少年のほっぺたに蘇よみがえった。

　静流は瑠璃をなで回す胡桃のお尻しりを両手でタッチした。

「胡桃さんのお尻……小さくて可愛かわいい。ちょっとかたくて開きかけた青い蕾つぼみみたいだ」

　さわさわさわ……と、静流が両手でほっそりとした、小学生のような胡桃の臀でん部ぶを撫なで上あげる。瞬間、胡桃はお風呂に逃げ込んだ。

「さ、さわるなあああああ！」

　静流が首を傾かしげる。

「でも、瑠璃さんのことは触ってたし、減らないから僕にも触らせてよ」

「減る！　これ以上減ったら困るから！」

（――そりゃそうだな。残念フラットボディの児童体型だし）

　藤紫郎はドアをもう少しだけ開いた。露天風呂の大岩が死角を作っていたのだが、それを避けて湯船が見えるギリギリの角度に移動する。

（――よ、よし！　監視を継続できそうだ）

　ベストなポジションを藤紫郎は見つけることに成功した。

　ちょうど真森がお風呂のお湯にちゃぷんと足を入れている。

「ちょっと熱めですね。けど、これくらい熱い方がいいです」

　真ま森もりがゆっくりと浴よく槽そうに入り、湯船に肩までつかった瞬間、瑠る璃りと胡桃くるみが目を見張る。藤とう紫し郎ろうからもぎりぎりその瞬間が目撃できた。

「う、浮いてる」

　瑠璃の目が丸くなった。藤紫郎も独り静かに息を呑のむ。

　真森のおっぱいが湯船にぷかっと浮かんだのだ。まるで風船のように。少し濁ったお湯の中に、ぷっくりぷかりと双子の島が浮上した。

（――噂うわさには聞いてきたが……あれが巨乳なる者のみが浮かび上がらせることができるという、伝説の浮遊島！　ラピュタは本当にあったんだ！）

　藤紫郎は思わず拳こぶしを握りしめた。熱いものが胸の奥からわき上がってくる。少年の冒険心はついに心の宝石を見つけ出した。高揚感に藤紫郎の鼻息は荒くなった。

　重力の鎖から解放されて、真森は目を細める。

「この温泉は肩こりに効くみたいですね。ん？　入らないんですか瑠璃？　というか瑠璃ですか？　眼鏡がないのでよくわからないんですけど」

「は、入るから！　浮かないけど」

「……？」

　瑠璃が恐る恐る湯船に足をつける。熱めのお湯に肩がびくんとなった。

「あっつい！　温泉ってこんなに熱いものなの？」

　尻しり込ごみする瑠璃の手を胡桃が引っ張って湯船に連れ込んだ。

「こういうのは気合いと根性と勢いだよ瑠璃お姉ちゃん！」

「きゃあああああああああっついいいいいいいいい！」

　珍しく瑠璃が大声をあげた。その悲鳴に、意識が桃源郷に行きかけていた藤紫郎がハッと我に返る。

（――いかんいかん。しっかり監視せねば。しかし瑠璃先輩が湯船をバシャバシャしたもんで、湯気が多くなって視界がモヤッてきたぞ）

　藤紫郎は目をこらした。

「声が大きいです。他にお客さんがいないからって、はしゃぎすぎです」

　真森がやれやれといった感じで背伸びをする。それも霞かすみがかかった向こう側で、藤紫郎からはシルエットしか見えなかった。

（――むむむ。こうなったら……一歩だけ……一歩だけ前に……）

　女湯の中へと侵入すれば、もはや監視では済まない。藤紫郎が迷っていると……。

「お客さんならいるみたいだよ」

　まだ湯船に入っていない静しず流るが、そっと曇りガラスのドアを指さした。ドアが少しだけ開いている。

（――や、やばい！）

　藤とう紫し郎ろうはすぐさま撤退した。

「ま、まさか覗のぞき!?」

　瑠る璃りが小声で呟つぶやくと、胸を押さえてハッとなる。

　胡桃くるみは肩をすくめた。

「きっとお兄ちゃんだね。簀す巻まき状態から脱出するなんて、さすが胡桃のお兄ちゃんだよ。しかも堂々と来るあたり、もう完璧に変態さん１２０％だね♪」

「なにかあったんですか？」

　真ま森もりは温泉でリラックスしたのか、ずっと表情がとろけ気味だ。眼鏡がないので細かいところが見えていない。

「な、なんでもないから真森さん！　本当になんでもないの！」

　もし藤紫郎が覗きをしていたと知れば、真森が藤紫郎に対してどんな報復に出るかもわからない。

　静しず流るは曇りガラスのドアまでやってくると、ドアを開いて混浴露天風呂にやってきた。

「変態お兄さん？　あれ？　もう逃げたのかな？」

　藤紫郎は潜水艦のようにお風呂の中を潜水しながら、男湯方面へと逃げ切った。



　藤紫郎は自分の身体からだが硬直していることに気がついた。

　最後の記憶を思い出す。温泉から戻った女子一同にのぞき見の嫌疑をかけられつつも、知らぬ存ぜぬで通しきり、そのあとなんだかんだありつつも、いつの間にやら女子のテントでトランプ大会になっていたのだ。

　大富豪を何試合かしたのだが、瑠璃の勝率が圧倒的だった。瑠璃はズルは一切していないのに、不思議と強運が味方についてしまう。勝ちすぎて逆に最後の方では申し訳なさそうになってしまっていた。

　真森が「あと一回だけ！」と、何度も瑠璃にリベンジを試みて、それに付き合わされて眠気がギリギリになり、ふとした瞬間、藤紫郎の意識は闇やみに落ちたのである。

　全身に鈍い痛みを感じる。首も肩もガチガチだ。ゆっくりと目を開くと、部屋を常夜灯のオレンジの光がぼんやり照らしている。すぐそばに白い足がぷらんと下がっていた。

　身体を起こす。それすらも一苦労だ。

（――ああ、俺おれ……試合の途中で寝ちまったんだ）

　全身の痛みから推測するに、藤紫郎はそのまま床に転がされていたようだ。せっかく温泉で心身ともにリフレッシュできたのに、床で雑ざ魚こ寝ねしたおかげで体中バッキバキというわけである。

「あれ？　誰だれかかけてくれたのか」

　薄手の毛布が藤紫郎のお腹なかのあたりにかけられていた。

　部屋の中をざっくり見回す。

　先ほど視界に入った垂れ下がった白い足は、胡桃くるみのものだった。ちょっぴりがっかりしつつ、寝相の悪い自称妹が掛け布団を蹴け散ちらしているのをみて、藤とう紫し郎ろうはそっと足をベッドの上に移動させ、掛け布団をかけ直す。

　こういう時、相手が運命の女の子ならば気がついて「あ、ありがとう」とか「キャー！　なにしようとしてたのよ変態！」といったイベントが発生するのだが、胡桃はその小さな胸をすやすやと上下させて熟睡していた。

　ホッとしつつ藤紫郎はぐるりとテント内を見回す。

「結局、テント二つ借りる意味なかったな」

　今からでももう一方のテントに移動して、有料チャンネルのサンプルでも見ようかと思った藤紫郎はふと気づいた。

「サンプルなんてみなくても、俺おれにはみんながいるじゃないか？」

　寝返りを打ったとたん、胸がたゆんと揺れた真ま森もり。眼鏡をしていない顔に藤紫郎は「レア萌もえ」しそうになった。

「ああ、ぷっくりしてる。おっぱいの先端の発射ボタンがぷっくりしている。俺はこのボタンをプッシュして人間を止めることができ……いやまて、瑠る璃り先輩との誓いを忘れるな。鎮しずまれ俺の中の悪魔よ！」

　悪魔との約束を守ろうと、藤紫郎は内なる悪魔と戦おうとして……再び気づいた。

　ベッドが一つ空っぽなのだ。

「あれれ？　瑠璃先輩がいないな？　ならばやることは一つ！　このベッドの毛布にくるまって……ハスハス。ああ、先輩の匂においっておちつくなぁ……」

　つい、藤紫郎は瑠璃のベッドの毛布と布団にくるまってしまった。ここまでやっても真森も胡桃も静しず流るも起きる気配がない。

「先輩……トイレかな？」

　トイレはテントの外の離れの建物の中にあった。だが、藤紫郎は首を傾かしげる。

「おかしい……トイレならまだ布団に温ぬくもりが残っててもいいものなのに」

　布団はどことなく冷たくなっている。

　嫌な予感が藤紫郎の脳裏をかすめた。

「先輩……まさか……」

　この土地の領主に不意打ちを受けたのか……そう思った瞬間、少年はテントの外に飛び出していた。すぐに鼻をくんくんハスハスさせる。

「はっ!?　人間モードじゃ追跡できん！」

　藤紫郎の鼻がいくら利くようになったとはいえ、人間では限界がある。

　周囲をぐるりと見回した。月が雲に隠れて薄暗い。テントのある芝生エリアの外側は森で覆おおわれていた。森の奥にまで瑠る璃りが行ってしまったなら、探すのは一苦労だ。

「へんし……ん？」

　藤とう紫し郎ろうが首輪に触れようとしたところで、視界の先に人影を見つけた。

　雲の切れ間から月光が降り注ぐ。彼女はテントエリアの最果てに立って、夜空を眺めていた。月光を浴びる後ろ姿は神秘的で、藤紫郎は灯あかりに集まる虫のようにふらふらとそちらに足を向けた。

　後ろから急に声をかけたら驚かせるかもしれない。けど、驚く瑠璃の顔もみてみたい。

　今は他に誰だれの邪魔も入らないと思うと、藤紫郎はその後ろに立って意地悪なことを思いついてしまった。

　両手を前に出して、瑠璃の顔を押さえようとする。背後から「だ～れだ♪」をやるのだ。まるで恋人同士が戯たわむれるように……。

　藤紫郎の手は瑠璃の顔よりも若干……というかかなり下の方にぴたりと吸い付いた。

「だ～れだ♪」

　そのくびれの上にあるふくらみを背後から藤紫郎はそっと包み込む。

「きゃっ!?　ふ、ふふふふ富ふ士じ岡おか君！」

「正解です先輩！」

「ちょっとどこ触ってるのよ！」

　振り向き様、瑠璃の髪の毛に魔力が宿って鞭むちのように藤紫郎をなぎ払う。藤紫郎は吹っ飛ばされて芝生の上にめり込んだ。

「ちょ、ちょっと先輩！　本気だしすぎ……」

　瑠璃は恥ずかしそうに両胸を腕で抱え込んでいる。

「そういうのは普通、目隠しでしょ！」

「いやぁ。先輩があんまりにも魅力的すぎて、それに見とれて目測を誤ってしまって」

「エッチなのはＮＧって言ったじゃない！」

　瑠璃は少し涙目だ。本気で怒っていた。藤紫郎は立ち上がると頭を下げる。

「え、あの……ご、ごめんなさい」

「あのね富士岡君。そんなことばっかりするようだと、いつか貴方あなたは私に……食べられちゃうわよ？」

「それはいったいどういった暗あん喩ゆなのでしょうか！」

「文字通りよ。リビドー吸い尽くされて死んじゃうんだから」

　瑠璃の本気の訴えに藤紫郎は反省した。自分が死ぬのももちろん困るのだが、瑠璃が淫いん魔まとして本気を出すということは、彼女が人間として生きられなくなることにもつながってくる。

「そっか。俺おれが先輩に吸われて死ぬのも困るし、先輩も悪魔の力がこれ以上強くなるとよくないんですよね」

「だから……わ、私に協力してくれるのは嬉うれしいし、富ふ士じ岡おか君にはその……ゆ、友情を感じてるけど、私のことを気にして他の女の子とか……たとえば真ま森もりさんとお付き合いしてるとか、隠さなくても良くて……」

　瑠る璃りが急にもじもじし始めたその時――。

「くんかくんか……あれ？　先輩以外の……匂においがする」

　人間モードの藤とう紫し郎ろうの鼻が何かを感じ取った。すぐさま藤紫郎は首輪に指をかける。

「変身！」

　藤紫郎は柴しば犬いぬモードになると、その「鼻」に集中した。

「ど、どどどどうしたの富士岡君？　夜のお散歩がしたいの？　リードは持ってきてないわよ？」

「違います先輩。あの、比較のためですすいません先輩！」

　急に藤紫郎は瑠璃めがけてダッシュすると、前足でハイタッチするようにした。その鼻を瑠璃のおへそのあたりにつっこんでハスハスする。

「うんそうそうこれこれ。この匂い！　いつまでも深呼吸して胸一杯にとどめておきたい瑠璃先輩の匂いとは、どことなく違う悪魔の匂い……あっちだ！」

「ひゃん♪　や、やだちょっといきなり……あぁん♪」

　瑠璃がガクガクと膝ひざを震わせている間に、藤紫郎は弾丸よろしく森へと飛び込んだ。

　犬になったことで視界は低くなり、小さな茂みも巨大な生け垣のように感じられる。だが藤紫郎の走破性能は人間状態よりも格段にあがっていた。躍動する四し肢しをうならせて、毛むくじゃらの尻しつ尾ぽでバランスをとり、跳び、ターンを決めて、茂みを突破する。

　あっという間に瑠璃の姿は後方の景色の一部になっていた。

　自分以外の音がする。

　藤紫郎の「耳」はかすかな音に反応した。やはり、誰だれかがいるのだ。息づかいが聞こえる。逃走者の足音は徐々に近づいていた。

「誰だ！　この土地の方ですか！」

　藤紫郎の吠ほえ声ごえに相手は答えない。

　木々の合間に藤紫郎は影を見た。人影……それは紛れもなく人間の大きさである。

「バスト……80台とお見受けしますが！」

　一瞬で藤紫郎のセンサーが働いた。それは女の子の影で、出るべきところがそれなりに出ているのだ。駅についた時、この土地の領主の使いとしてやってきたのは羊型だった。

　恐らく別人ならぬ別悪魔だ。

（――いったい何者なんだ？）

　影が見えた地点まで移動した藤紫郎だが、そこには誰もおらず……匂いも突然ぱたりと途絶えてしまった。

「上かっ!?」

　藤とう紫し郎ろうは空を見上げるのだが、木々の合間から月が垣かい間ま見みえるくらいで相手の消息は完全に消えてしまった。もう一度、念入りに「鼻」で探るのだが、遠くに瑠る璃りの匂においを感じるだけである。それが藤紫郎には解げせない。

「瞬間移動でもしない限り、いきなり消えるなんて不自然だ」

　瞬間移動ができる謎の悪魔と言ってしまえばそれきりなのだが、瞬間移動にはいくつもの制約がある。胡桃くるみほどのリビドーの持ち主でも、藤紫郎が「他の女の子と一緒にいると発動できない」といったような、いくつかの条件が合致して使用できる代物だ。

「うーん、たまたまそういった条件が合致したのか。いや、そもそも今の人影が本当に悪魔だったのかも怪しいしな」

　今日、遭遇した羊悪魔と、その契約者の女の子という線も濃厚だった。

「けど、逃げることはないよな。向こうの方から最初にわざわざ姿を現したんだし」

　謎は深まるばかりだが、藤紫郎はこの場にいてもこれ以上の捜そう索さくは難しいと判断した。森で迷子になりそうだったのだが、瑠璃の匂いをたどることで無事、藤紫郎はテント村に戻ってきた。瑠璃がその場でへたり込んでいる。

「い、いきなりハスハスしていなくなるなんて！　び、びっくりしたじゃない！」

　口調は怒っているのに瑠璃は涙目だ。藤紫郎は人間モードに戻った。

「いやその、他の悪魔の気配があったけど……俺おれの気のせいだったみたいです！」

　気のせいというのも半分は嘘うそだ。藤紫郎は瑠璃に心配や懸け念ねんを抱いだかせたくなかった。

「ともかくテントまで戻りましょう」

「う、うん」

　藤紫郎がそっと手をさしのべると、瑠璃は自然とその手をとって歩き出した。



　道の駅の物産コーナーが、この旅行の最後のチェックポイントだった。

　瑠璃がお土産みやげを買う相手は、ほとんどが自分のクラスの友達で、それと通いのメイドさんの分に、運転手さんへのお土産だ。

「瑠璃先輩、お母さんにはいいんですか？」

「向こうに配送するのは結構大変だし……べ、別にいいのよ」

「はぁ……」

　なにやら話したくはなさそうな雰囲気を察して、藤紫郎はそこで話を止やめると自分も家族へのお土産を選ぶのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      

３．秘密特訓に付き合う代わりにお願いしてもいいですか？



　楽しいゴールデンウィークがあけて、瑠る璃りはたまった公務に忙ぼう殺さつされていた。

　藤とう紫し郎ろうは一人になり、改めて考える。自分の犬としての役目はもう、終わってしまったのだろうか？　と。

（――しまった。俺おれ一人だとやることがない！）

　瑠璃は忙しい。中間テストがこのあと控えていて勉強もがんばらねばならないのだが、それに加えて春の体育祭の準備もあった。

（――瑠璃先輩には是非ブルマ復活を成し遂げてもらわないと）

　と、心の中で藤紫郎は呟つぶやきつつも肩を落とした。

　そもそも、そんな議案を出しても通るわけがないし、議案そのものをいくら藤紫郎が熱望しても、瑠璃はやんわりと「いけないわよ富ふ士じ岡おか君」と諭してくるのが目に見えている。生徒会長はまじめッ娘こさんだ。

（――しょうがない。帰るか）

　瑠璃の仕事の邪魔もしたくない。藤紫郎は荷物をまとめて教室を出ると昇降口に向かった。

　普段は胡桃くるみが襲いかかってくるのだが、今日は静しず流るが道場で門下生への稽けい古こをしない日なので、放課後フリーな静流に追い回されているようだ。追う側の胡桃がすっかり追われる側に立場が逆転している。

（――そういえば、黒くろ川かわ先輩は何してるんだろ？）

　風紀委員長を辞任して普通の二年生女子になった真ま森もりが、放課後どう過ごしているのか藤とう紫し郎ろうはまったく知らない。

　昇降口までやってきたところで、そんな真森とばったり出くわした。

「黒川先輩？　ここ、一年生の下げ駄た箱ばこですよ？」

「ぐ、偶然お会いしましたね富ふ士じ岡おかくん」

「なんで偶然を強調するんですか。それじゃあまるで俺おれのことを待っていたみたいだし」

「そんなことは絶対ないですから安心して死んでくださ……じゃないです」

「出会い頭に殺害しないでくださいよ。それでご用件はなんですか？」

「用件だなんて……」

「あ！　もしかして犬を見るとパニックになるという弱点の克服に、協力して欲しいんですね？」

「ち、違います」

「じゃあ俺なんかにいったい……」

「だ、だから偶然です」

「瑠る璃り先輩が公務で忙しいから、構ってもらえなくて寂しいんですか？」

「…………ッ!?」

　とたんに真森の顔が真っ赤になった。

「実は俺もそうなんですよ。ほら、最近悪魔探ししてないですよね？　どうやらここらへんの悪魔はみんないなくなっちゃったみたいで、瑠璃先輩も普通の女の子として生徒会長をがんばれるっていう感じになったんですけど、俺……なんだか寂しくて。いや、瑠璃先輩が幸せなのは嬉うれしいですもちろん！」

「富士岡くんは変態でなければ良いい人ですね」

「良い変態がいたっていいじゃないですか！」

　真森は何か考え事をするように腕組みをした。

「どうしたんですか先輩？」

「べ、別に……ただ……今度の体育祭で……」

「ああ、うちの学校って体育祭が秋じゃなくて春なんですよね」

「そうです。チーム分けでその……あのですね」

　もじもじとしていて真森はどうにもハッキリしない。

「チーム分け？」

「クラスごとに紅白に分かれるんですけど、わたしと富ふ士じ岡おかくんは同じ紅あか組ぐみになるんです。瑠る璃りは白組です」

「え！　じゃあ俺おれは瑠璃先輩の敵として立ちふさがらなきゃいけないんですか？」

「そういうことです」

「わざわざそれを伝えにきてくれたんですか？」

「ち、違います。二年生の女子には男女混合競技というのがあって、一緒に組んでくれる男子を……べ、別に学年やクラスが違ってもいいんですけど……だから……あの……」

　真ま森もりの声は震えっぱなしだ。

「なるほど！　手頃な男子を紹介しろというんですね。残念ですが俺に男の友達はいません！　度重なる胡桃くるみのエロイベント攻撃によって、クラスではすっかり浮いてしまいました！　むしろ俺自身が、求む親友キャラ！　状態なわけです」

「だ、だからあの……へ？」

　真森が半分口を開けたままぽかんとした。

「なので友達を紹介できません。すいません先輩、頼りがいのない後輩で」

「じゃあ……我慢します」

「我慢ですか？」

「富士岡くんで……が、我慢します」

「えーと、おっしゃってることの意味がわかりかねるのですが」

「だから、一緒に体育祭の男女混合競技に出てください。ふ、富士岡くんなら適任です。わたしは運動苦手だから、知らない男子と一緒に出場して足を引っ張りたくないし」

「それって、俺の足ならいくらでも引っ張ってＯＫみたいな言い方なんですけど」

「もちろんその通りです」

　藤とう紫し郎ろうは自分の顎あご先を指で挟み込みながら告げた。

「なら、交換条件があります黒くろ山や羊ぎ先輩」

「く・ろ・か・わ！　真森です。お約束ですか？　死んでください」

「そ、それが人にものを頼む態度ですか！」

「じゃあ競技が終わってから死んでくださいお願いします」

　真森はかすかにだが頭を下げた。ほんの数ミリだ。

「まあいいですけど。あ！　死ぬのは無しで」

　一瞬だけ、真森の表情が太陽のように明るくなった。が、藤紫郎と目があってそっぽを向いてしまう。

「でも交換条件はありますよ？」

「ま、まさかわたしのことを……ぺ、ペロペロしたいとか言わないですよね？」

「それも捨てがたいんですけど、俺のお願いは一つだけ。瑠璃先輩と仲良くしてください！　無理に仲良くするのもぎこちなくて変ですけど、無理にならない程度に瑠る璃り先輩とお話ししたり、お茶したり、一緒にお昼を食べたりしてほしいんです」

「か、考えておきます」

　真ま森もりはくるんとターンして藤とう紫し郎ろうに背を向けた。藤紫郎の要求を承諾したとも拒否したとも判断に困る態度だが、藤紫郎はそれ以上聞かなかった。

（――黒くろ川かわ先輩って瑠璃先輩のことになると、急に素直じゃなくなるんだよな。ここはそっとしておこう）

　背を向けたまま、真森が告げる。

「あ、あと……放課後暇なんですよね富ふ士じ岡おかくんは」

「最近はすっかりもてあましてます。しばらくは瑠璃先輩も体育祭の準備にかかりっきりっぽいし」

「じゃあ……と、特訓に付き合ってください」

「特訓って、なんのですか？」

「ぺ、ペロペロじゃないですから！　あんなの……か考えただけでもおぞましくて身震いしちゃいます。ああ、ざらざらぬめぬめした感触が……あぁん」

「言ってませんって。まるでしてほしいみたいな感じになってますよ」

「絶対だめ！　絶対しないでください！」

「それでペロペロでないなら、いったいなんの特訓ですか？」

「察しが悪いですね。そんなことだから女の子にモテないんですよ富士岡くんは」

　周囲に女の子がいっぱいで、女の子の知り合いしかいないくらいの藤紫郎だが、それはモテているのとは若干違う。

　悪魔契約。ストーカー。モフり対象。真森に関しては「死ね」と言われるくらいに嫌われている（？）といった感じだ。

　モテるというより、呪のろわれている。

「うう、なんか図星すぎて傷つきますから」

「体育祭の話題だったんですから、特訓といえば競技の特訓でしょう？」

「でもさっきは、迷惑かけてもいい相手として俺おれを選んだって言ったじゃないですか？」

「だからといって、負けるつもりで戦うのも嫌ですから。白組には瑠璃がいるんだし、負けられません勝つまでは！」

「な、なんだその意気込み！」

「というわけで明日の放課後から特訓です。運動しやすい格好で準備しておいてください」

「運動しやすいというと……全裸ですねわかります」

「死ね」

　最後は丁寧語ですらなくなっていた。



　翌日の放課後、藤とう紫し郎ろうは真ま森もりと一緒に学校近くの運動公園にやってきていた。全裸ではなくジャージ姿だ。

「なんで先輩ジャージなんか着てるんですか？　俺おれはてっきり全裸で来てくれると信じてたのに」

「…………真性のバカですか？」

　呆あきれるような溜ため息いきとともに真森は呟つぶやいた。運動公園は中央にトラック競技場があり、他にも球場や大きな体育館が併設されている。インターハイの予選などでも使われる立派な施設ばかりだ。

　そういった施設を囲むように、ぐるりと緑道が続いていた。その緑道のマラソンコースのスタート地点に二人で並び立つ。

「それじゃあ富ふ士じ岡おかくん。今日はこのマラソンコースを一周します」

「特訓というには簡単ですね先輩」

「ただ一周するんじゃないです」

　真森はそっとしゃがみ込んだ。面ファスナーで作ったベルトを藤紫郎の左足にするりと回すと、真森は彼女自身の右足を藤紫郎の左足にぴたりと寄せてベルトで固定する。その間、藤紫郎はかがみこんだ真森の胸の谷間がどうにか見えないか、様々な角度から検証していた。

「富士岡くん動かないでください。きちんと固定できませんから」

「す、すいません。ジャージをもう少しはだけさせていただけると、へんたい……じゃない大変助かります」

　真森はベルトで足を固定し終えると、立ち上がって藤紫郎のジャージのジッパーを降ろした。

「これでいいですか？」

「えっとあの……はぃ……って、俺のじゃなくて！　先輩のですよ！」

「お断りします♪」

　にっこりしながらも、真森のその目は笑っていない。

「はい、それでは肩を組んでください」

「まるでアベックみたいですね」

「言い方が古いうえに勘違い甚はなはだ死んでください」

「途中省略した!?　結論はやっぱりそれですか！」

　言いながら真森の方から藤紫郎の肩に腕を回してきた。藤紫郎も真森の肩に腕を回そうとして、緊張で震えてくる。

　女の子をペロペロする経験には長じていても、こんな形で密着することはなかなかない。ちなみに胡桃くるみは女の子という概念から若干はずれているため、密着してもノーカウントだ。

　自分から能動的に女の子の肩を抱き寄せるという、慣れないシチュエーションにドキドキしてくる。

「いいですか。密着してないと不安定なので、密着するんです。したくてするんじゃないんです。勝つために必要だからです」

　真ま森もりの豊満なサイドおっぱいが藤とう紫し郎ろうの脇腹のあたりに添えられた。

　至福。

　藤紫郎の鼻孔を爽さわやかなミント系の香りが刺激する。それに混じって真森の女の子特有の甘い匂においがした。まるでチョコミントのアイスのようだ。

「それじゃあ行きますよ……と、藤紫郎くん」

「は、はいせんぱ……い？」

「どうしましたか？」

「いや、今なんだか違和感が……」

「いいからせーの！　右！　左！　右！　左！」

　真森の声に合わせて藤紫郎は足を動かそうとした。が、真森が右足を前に出し、藤紫郎も同じように右足を前に出したことで、真森が体勢を崩して藤紫郎に引っ張られるような格好でなだれ込む。

　二人はマラソンコース脇の芝生に折り重なるように倒れた。

　勢いが良すぎて面ファスナーがびりりっ！　と外れる。藤紫郎が瞬時に身体からだを入れ替え、真森を受け止めるようにしながら背中を地面に打ち付けた。芝生がクッションになって怪け我がはないものの、どうみても息ぴったりにはほど遠い。

　一歩目からこの調子だとマラソンコース一周など夢のまた夢だ。

「ちょ、ちょっとまじめにやってください！」

「いや、黒くろ川かわ先輩が右っていうから……」

「え？　あ……そういえば……って、密着しないでください」

「いやぁ……おっぱいっていいものですね」

　真森を抱き留めたことで藤紫郎の胸に豊満な二つの水すい蜜みつ桃とうが密着する。慌てて真森は立ち上がった。

「今のは不可抗力ですよ先輩！　そんなに威い嚇かくしないでください！」

「次、やったら刺します」

「なんか無む茶ちや苦く茶ちや怖いんですけど」

「反省してください」

「は、反省します」

「よろしい」

　再び藤とう紫し郎ろうは真ま森もりの横に並んだ。面ファスナーでそれぞれの足を固定しなおす。

　藤紫郎の方から提案した。

「じゃあ、次は右左じゃなくて、１！　２！　１！　２！　でいきましょう」

「わかりました。ならさっそく……」

「ゆっくりでいいですよ？　散歩するつもりで」

「それじゃあ勝てません！」

「最初からできるんなら特訓なんてしないでしょ先輩？　できないから練習して上う手まくなっていくんです。ここは俺おれたちのレベルでやれるところから始めて、段々スピードを上げていきましょう。最終的にはその方が早く上達できると思います」

「なんだか、藤紫郎くんらしからぬ説得力ですね」

「あっ……やっぱり、俺のこと名前で呼んでますよね？」

「瑠る璃りと同じ呼び方をしたくないからです。へ、変な勘違いしないでください」

「いやぁ嬉うれしいなぁ。黒くろ川かわ先輩に名前で呼んでもらえるなんて。練習も俄が然ぜんやる気が出て来ました！」

「だ、だから勘違いは……もういいです勝手にしてください」

　声を掛けあって一歩目を踏み出した。歩くスピードでゆっくりと。藤紫郎は意識して真森の歩幅に合わせるようにした。

　スタートから50メートルもしないうちに、段々と呼吸が合ってくる。

「歩く分にはかけ声なくても大丈夫そうですね先輩？」

「かけ声をさぼらないでください」

「まぁいいじゃないですか。そうそう、そういえば黒川先輩ってどうして瑠璃先輩と喧けん嘩かしちゃったんですか？」

「べ、別に……喧嘩なんてしてません」

「俺から見るとよそよそしい感じがしますよ？　本当に友達だったんですか？」

「あなたに何がわかるっていうんですか！　と、友達……だったし」

「疑わしいなぁ。瑠璃先輩が一方的に黒川先輩のことを友達だと思い込んでるだけ……っていうふうにしか見えんのですけど」

「そ、そんなことないです……世間知らずなお嬢様の瑠璃にわたしがいろいろ教えてあげたし、勉強だって最初はわたしの方が成績も上だったし、運動だって……」

「あ！　そーいえば昔の瑠璃先輩って身体からだが弱かったんですよね」

「瑠璃はお姫様みたいだったんです。わたしが守ってあげるって約束したのに」

　藤紫郎は歩幅を調整しながら声を漏らした。

「うーむなるほど。瑠璃先輩は黒川先輩にいつも助けられてたのか」

「そうです。ずっとあのままならよかったのに」

　足下に意識が行っているせいか、真ま森もりの精神面の防御は隙すきだらけだ。藤とう紫し郎ろうに心を開いたわけではないのだが、迂う闊かつにも秘密を口にしつつある。

「たぶん、瑠る璃り先輩は瑠璃先輩で、ずっと黒くろ川かわ先輩に迷惑かけたくないって思ってたんじゃないですか？」

「め、迷惑なんかじゃないのに」

「黒川先輩に頼りっきりな自分を変えたくて、瑠璃先輩も努力したんですよ」

「追い抜かれる身にもなってほしいです」

「あははは……」

　これには藤紫郎も苦笑いだ。

「けど……そういうことだったんですか」

　藤紫郎の言葉に真森は深くうなずいた。

　二人は二人三脚でジョギングするよりも若干ゆっくりな速度を維い持じしつつ、緑道を抜けて野球場の外周部に出る。試合が無い平日なので球場付近は閑散としていた。

「しっかし、瑠璃先輩につれない態度だと思ってたけど、黒川先輩って実は瑠璃先輩のことが心配で仕方なかったんですね」

「そ、そんなことないです！　瑠璃はて、ててて敵ですから！」

「まあ体育祭では敵チームですけど」

「わかればいいんです」

　素直じゃない。二人とも素直になれないのだと少年は思う。瑠璃は誰だれかに甘えたり、頼ったりすることに抵抗があるようだ。自立したいという気持ちは立派だと藤紫郎も思う。けれど、真森との間に誤解が生まれてしまった。

　真森も不器用だ。瑠璃への強気な態度や上から目線は、瑠璃に追い抜かれてしまったことへの強がりに思えた。そんな強がりが願望や欲望になり、それを悪魔に利用されてしまったのだろう。

　藤紫郎はなんともやるせない気持ちになった。

　二人三脚しながら、藤紫郎は棒読み口調で告げた。

「いやー。もし瑠璃先輩が風邪引いたりしたら、頼れるのは黒川先輩だけだろうなー」

「な、なんですかそのわざとらしい口調は！」

「ほら、瑠璃先輩と同じくらい仕事ができて、瑠璃先輩を助けてあげられるのって、うちの学校じゃ黒川先輩だけだし。そうだ！　こうしましょう。瑠璃先輩が病気でダウンしちゃったら、黒川先輩がピンチヒッターになるってどうですか？　元々、瑠璃先輩の生徒会での仕事のやり方とかって、黒川先輩の仕事ぶりを参考にしてると思うんです。黒川先輩ならやりかけの仕事でも、うまいこと対応出来ちゃうんじゃないですか？」

「それは……そうですけど」

　藤とう紫し郎ろうがセクハラをしていないのに、真ま森もりの顔が真っ赤になった。恥ずかしそうにうつむいてしまう。

「じゃあ決まりです。瑠る璃り先輩がピンチの時は、黒くろ川かわ先輩が助けてあげてください。もし悪魔に利用されたことを気にしてるんなら、それで帳消しですよ先輩」

「え、えっと……はい」

　真森が小さくうなずいた瞬間、藤紫郎は立ち止まった。

「きゃ!!」

　倒れそうになった真森の身体からだを抱き寄せて藤紫郎は鼻をひくひくさせる。すぐに真森の顔が怒りに満ちあふれた。

「い、いきなり立ち止まるなんてどういうつもりですか！」

「ハスハス……す、すいません。今ちょっとだけ、悪魔の匂においがしたような気がして」

「まさかわたしを疑ってるんですか？」

「そんなことないですよ。だいたい黒川先輩がまた悪魔と契約してたなら、俺おれはもう速攻でペロペロしてますし」

「ひいいいいいいいいいいい！　や、やめてください想像しちゃったじゃないですか」

　背筋をぶるっとさせる真森の態度からも、真森はシロだと藤紫郎は確信する。

　瞬間、後方の緑地の茂みがざわついた。藤紫郎がそちらに視線を向けると……。

「なんか、見られてませんか俺たち？」

「…………？　洗濯板以下がストーキングでもしてたんですか？」

「洗濯板以下……あ、胡桃くるみのことか」

　こんな暴言を盗聴したなら、胡桃のことだからすぐにも飛び出してきて抗議するだろう。だが、胡桃は姿を現さない。藤紫郎は首を傾かしげた。

「うーん。やっぱり悪魔がいるような……気のせい……なのか？」

「市内の悪魔はいなくなったんじゃないんですか？」

「瑠璃先輩の話じゃそうなんですけど。おっかしいなぁ」

　悪魔だとして、何も仕掛けてこない事が藤紫郎には余計に不気味に感じられるのだった。



　春の体育祭まであっという間だった。放課後は運動公園で二人三脚するのはもちろん、息をぴったり合わせるためと称して、昼休みになると真森の方から藤紫郎に会いに来る。おかげで藤紫郎専属ストーカーの胡桃とはしょっちゅう鉢合わせになり、真森と胡桃の仲は一層険悪（？）になっていった。

　そういった問題はありながらも、藤紫郎はホッとしている。お昼は屋上で瑠璃と一緒に食べるのだ。そこに真森を同席させられるようになった。

　胡桃がいれば、そこにはもちろん静しず流るも姿を現すため、昼食の時間は賑にぎやかだ。

　コの字形に設置されたベンチとテーブルを藤とう紫し郎ろうたちは占領して、今日もランチタイムである。

　胡桃くるみがタコさんウインナーの先端部分をじっと見つめながら呟つぶやいた。

「お兄ちゃん。もうすぐ体育祭だね。胡桃はお兄ちゃん専属の保健体育祭実行委員長だよ？　だから体育祭が終わったら、お兄ちゃんとするための夜の体育祭を準備して待ってるからね」

　タコの頭の部分をかぷかぷ甘あま噛がみする胡桃に、藤紫郎は肩をすくませた。

「お前の設定上の兄はウインナーになったんだな。俺おれはもうお役ご免というわけだ。いやあ良かった良かった」

「違うよお兄ちゃん！　これは練習だよ！　お兄ちゃんの紅あか組ぐみを胡桃の白組が迎え入れちゃうんだから！」

　瑠る璃りと真ま森もりが顔を真っ赤にさせた。すぐに真森の方から抗議の声が上がる。

「いったい何を考えてるんですか？　校内でそんな……ひ、ヒワイなこととかものを口にしないでください」

「えー！　胡桃は普通にお弁当食べてるだけだよ？　それをヒワイとか言われるのは心外だなぁ。胡桃は別に比ひ喩ゆ的表現なんてしてないのに、勝手にエロ妄想膨らませるなんて雌めす豚ぶたが勝手にさかって盛り上がってる証拠だし！　そうだよね瑠璃お姉ちゃん？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あの、えっとね胡桃くるみさん」

「胡桃ちゃんって呼んで！　瑠る璃りお姉ちゃんは将来的に義理的な姉ポジションになって、お兄ちゃんを胡桃からＮＴＲする要員なんだから！」

「専門用語が多くてわからないんだけど……ＮＴＲってなにかしら？」

「えーとね、脱がせたり倒したりレロレロしたりするんだよ！　瑠璃お姉ちゃんがお兄ちゃんを！　それはまさに略奪するかのように！」

「それって、わ、わたしがその……淫いん魔まだからそういうことすると思ってるの!?　しないから！　そんなことしたら富ふ士じ岡おか君が……」

「えー！　つまんなーい！　お兄ちゃんは瑠璃お姉ちゃんにレロレロしてほしいよね？」

「いいから黙って弁当食えッ！」

　藤とう紫し郎ろうは胡桃のこめかみを左右から両りよう拳こぶしで挟んでぐりぐりした。

「ああああああああああああああ愛が痛いいいいいいいいいい！」

「うるせぇ！」

　二人のやりとりを瑠璃はちょっぴり羨ましそうに見つめた。

「なんだか、本当の兄妹きようだいみたいね」

「流石さすがお姉ちゃん！　胡桃とお兄ちゃんのことを一番理解してくれてるね♪」

「ぜんっぜん違いますってば瑠璃先輩。兄妹で保健体育祭とか間違ってます。けど、俺おれは先輩さえよければ二人だけの大運動会も……げふっ！」

　真ま森もりの手刀が藤紫郎の脇腹に突き刺さる。

「同類ですね。死んでください」

「ま、真森ちゃん。い、いいのよ！　全然気にしてないから富士岡君のそういうところは、もう諦あきらめてるから！」

「先輩酷ひどいですよ！　諦めてるだなんて！　まるで俺がもう手の施しようがなくて、救いようもなにも皆無みたいじゃないですか！」

「うーん、そこまで言うつもりはないんだけど、富士岡君はなんていうか……ギリギリアウ……首の皮一枚ってところね」

「胡桃はお兄ちゃんの余ってる皮まで愛すよ！」

「おいやめろ！　お前のネタは本当に危険すぎるんだよ！」

　三人のやりとりについて行けず真森は頭を抱え、静しず流るは独り静かにお弁当を食べ続けている……のだが、ふと気づいたように静流は口を開いた。

「そういえば変態お兄さん、最近、放課後は黒くろ川かわさんと一緒だね」

　瑠璃と胡桃の視線が真森に注がれた。

「胡桃に許可なくお兄ちゃんを誘惑するな雌めす豚ぶた！　最近、お兄ちゃんの姿をみないと思ったらそういうことだったんだ……酷いよお兄ちゃん！　胡桃が静流を警戒するので手一杯なのをいいことに！」

「え、ふ……二人で……もしかしてデートなの？　二人でお散歩したり、ファミレスで休憩しながら一つのパフェを半分こして食べさせあったり……べ、別にいいのよ私はその……富ふ士じ岡おか君とはパートナーだけど、それはあくまで悪魔関連の事に関してなんだし……」

「ちょっと待ってください瑠る璃り先輩！　デートなんてしてないですから」

　藤とう紫し郎ろうは弁明するのだが、静しず流るが続けた。

「僕がロードワークの最中に運動公園で見た時は、二人はぴったり肩を寄せ合って……むしろ肩を組みながら歩いていたよ。遠目だったけど間違い無いから。変態お兄さんの首のそれは、とても目立つし」

　首輪をしている高校生というのはこの近隣では藤紫郎だけだろう。

　そんな話のさなか、瑠璃が急に自分の胸のあたりを手でおさえた。息も上がり苦しげだ。

「んッ!?　……うう……ハァ……ハァ」

「せ、先輩大丈夫ですか!?」

「ハァ……ハァ……う、うん。心配しないで。抑え込めるから」

　一瞬だが、藤紫郎は瑠璃から悪魔の匂においを感じとった。急に発作的に瑠璃の悪魔の力が上がることは前にもあったのだが、だいたいは藤紫郎とふたりきりのシチュエーションでのみ発生する。

　みんながいる前では、まじめで優等生な生徒会長モードの瑠璃なのに……こんなことは藤紫郎も初めてだった。きっかけがわからない。

　胡桃くるみが心配そうに瑠璃を見つめる。

「だ、大丈夫瑠璃お姉ちゃん？　お兄ちゃんに見つめられただけで妊娠しちゃった？」

「え、ええ大丈夫……だけど、心配の仕方がやっぱりいけないわよ胡桃さ……胡桃ちゃん。お姉ちゃんはそういうことを女の子が口にしちゃいけないと思うの」

「や、やったよお兄ちゃん！　瑠璃お姉ちゃんが真お姉ちゃんになってくれたよ！　ある意味ご褒ほう美び……もといご懐妊だね！」

　胡桃は嬉うれしそうに頭のツインテールを左右させる。そんな胡桃の仕草に静流の顔がほんのり赤らんだ。

「小さくて……可愛かわいい。こんなに可愛いのに胡桃さんは僕と二人になると、威い嚇かくばかりしてきて悲しいな」

　胡桃は静流とは一切視線を合わせなかった。

「あ！　そんなことよりお兄ちゃんどういうことなの？　瑠璃お姉ちゃんと二人でイチャイチャするならいざ知らず……なんでこんな雌めす豚ぶた眼鏡乳牛と二人でデートしてるの？」

「それは……その」

　体育祭で瑠璃を倒すための特訓。と、言えるわけもなく藤紫郎は口ごもってしまった。

　真ま森もりが眼鏡をスチャッと中指で押し上げる。

「誰だれが美少女ですか？」

「雌めす豚ぶたって言ったんだけど、耳も悪いのかな？」

「わたしはと、藤とう紫し郎ろうくんに体育祭のペア競技の練習をお願いしてるんです」

　瑠る璃りの肩がピクンと反応した。

「そ、そうなんだ。藤紫郎くん……なんだ。二人は名前で呼び合う関係なのね」

「ちょ、ちょっと瑠璃先輩！　むしろ先輩こそ俺おれの呼び方を『富ふ士じ岡おか君』から『マイダーリン』に変える時が来ましたよ！　さあ、恥ずかしがらずに！　リピートアフターミー！」

「だ、だから富士岡君は別にその……ビジネスライクっていうか仕事上のパートナーとして信頼してるし……ふ、二人がそういう関係でも私は……」

　軽く修しゆ羅ら場ばりつつある中、真森が首を左右に振った。

「わたしだってこんな変態さんは願い下げです。今回は同じ紅あか組ぐみだったからお願いしただけだし、他に頼める男子もいないし」

　瑠璃の目が丸くなった。

「あ、そ、そう……なんだ。そういえば組分けのこと、すっかり忘れてたかも」

　真森がやれやれと肩をすくめる。

「わたしと藤紫郎くんは紅組で、瑠璃たちは確か白組です。生徒会長は体育祭の実行委員長も兼任だから、クラス分けとしては白組だけど、選手として参加するというより中立的な運営側の視点になりがちで、気づいてなかったみたいですね」

「そ、そうなのよ！　さすが真森ちゃ……真森さん」

「もう面倒なので、どう呼んでもいいですから口ごもるのはやめてください」

「う、うん。真森ちゃん」

　瑠璃はホッと胸をなで下ろした。無む茶ちや苦く茶ちやな話の流れだったのだが、二人の距離が昔に一歩だけ戻ったかも……と、藤紫郎は嬉うれしくなる。

　胡桃くるみが拳こぶしをきゅっと握ってガッツポーズをした。

「じゃあ、紅白夜の対抗戦だねお兄ちゃん！」

「お前はもう少し黙ってろ」

「同じ変態同士なのにつれないなぁ」

「お前ほど重症じゃない！」

　胡桃と藤紫郎の応酬に静しず流るが呟つぶやく。

「子犬ちゃんと子猫ちゃんのじゃれ合う姿……ハァハァ」

「「静流が一番奇行が目立たないけど変態だ！」」

　藤紫郎と胡桃は同時にびしっと静流の顔を指さしユニゾンした。

　一息ついて瑠璃はお弁当の唐揚げを食べようとした。このままではお昼休みが終わってしまいかねない。

「あ！　そうだ俺おれの唐揚げと先輩のを交換しませんか？」

「交換って、同じ唐揚げでしょ？」

「いいからいいから！」

　藤とう紫し郎ろうは勝手に瑠る璃りのお弁当箱から唐揚げを強奪した。

「さささ！　俺のもどうぞ！」

「もう、勝手に決めて……しょうがないわね」

　瑠璃の箸はしが藤紫郎のお弁当箱から唐揚げをゲットする。そんな光景に胡桃くるみの顔が赤らんだ。

「お兄ちゃんのを瑠璃お姉ちゃんがほおばるなんて……あ、あんなにおっきいのに！」

「お前はなんでもありなんだな」

　藤紫郎は肩を落としつつ、小さくて可愛かわいい瑠璃のお弁当箱から強奪した唐揚げを口に放ほうり込む。冷凍食品の味だった。以前、瑠璃の家に行った時、瑠璃が冷凍食品ばかり食べていたのを少年は思い出す。

　便利だし美お味いしいとは思うのだが、そればかりというのも味気ない……と、藤紫郎は常々思っていた。

「じゃ、じゃあ……いただきます」

　瑠璃が「はぷ！」っと、富ふ士じ岡おか家特製唐揚げにかぶりつく。

「お兄ちゃんの肉汁が出ちゃう！　溢あふれ漏れちゃうよぉ！」

「死んでください洗濯板」

　今度は藤紫郎ではなく真ま森もりが胡桃にツッコミを入れた。真森に言われるのは不服なのか、胡桃は真森を「フシャー！」っと猫のように威い嚇かくする。

　にらみ合いが続く横で、瑠璃の表情がほころんだ。

「お、美味しい……嘘うそ……同じ唐揚げなのに」

「うちも冷凍食品にはお世話になるけど、唐揚げだけは自家製にこだわってるんだ！」

「ど、どんな秘伝のスパイスなの!?」

「我が家秘伝の製法だから、たとえ瑠璃先輩といえどもおいそれとは教えられないんだな、これが！」

　自分で作ったわけでもないのに藤紫郎は自慢げだ。

　唐揚げの取り替えっこを見て、真森が自分のお弁当箱をそっと前に出した。

「じゃあ藤紫郎くんの卵焼きと、わ、わたしのを交換してください。同じ卵焼きなのだから条件は一緒です」

　藤紫郎が返答する前に真森は藤紫郎のお弁当箱から卵焼きを一切れ強奪する。

「お、おう。じゃあこっちもいただきます」

　真ま森もりの卵焼きを藤とう紫し郎ろうはゲットした。藤紫郎の卵焼きは甘めだが、真森の卵焼きには昆布の佃つくだ煮にが巻き込んであって、ご飯に良く合う。

「どうですか藤紫郎くん？」

「昆布の佃煮って卵焼きと合うんですね黒くろ川かわ先輩。とっても美お味いしいです」

「そ、そうですか」

　ほんのり真森の頬ほおが赤らんだ。瑠る璃りの手から箸はしが落ちる。

「もしかして、真森ちゃんが作ったの？」

「一応わたしも女の子ですから、料理くらいします」

　またしても、瑠璃と真森の間に愛憎のどちらともつかない微妙な空気が充満した。

「よーし！　じゃあお兄ちゃん！　デザートは胡桃くるみをめ・し・あ・が・れ♪」

「いえ、いいです」

　そっとスカートの中からほっそりとした太ももをちらつかせる胡桃に、藤紫郎は真顔かつ丁寧語で返すのだった。



　晴天に恵まれて体育祭は予定通りに開催された。

　グラウンドをぐるりと見回して、少年は絶望に打ちひしがれる。

　藤紫郎の夢は夢に終わった。

「一人くらいブルマがいたっていいじゃないか！」

　拳こぶしを握りしめる藤紫郎は、珍しくひとりぼっちだった。中央のトラックを挟んで向かい合うように紅白が陣取っているため、白組の胡桃や静しず流るは向こう側だ。瑠璃は運営の仕事があるので、大会本部のテントに居た。

　少年はクラスで浮いてしまっており、居場所がない。自分から友達作りに積極的になろうにも、男子たちからは「見た目ハーレム」なので敵視され、女子からは「変態」の認識があって、引かれ気味である。

（――俺おれって自分では普通だと思うんだけど、世間的にはやっぱり変態なのか？　ハァ……悲しい）

　トラックの真ん中では、現在玉入れが行おこなわれている。なぜか胡桃が「お兄ちゃんと玉入れしたい！」と口走っているような、藤紫郎はそんな気がした。

（――あいつに比べれば俺なんて健全すぎるくらいだよなぁ。俺も美少女にさえ生まれていれば、こんな扱いにならなかったのに）

　肩を落とした藤紫郎の、その肩にそっと手が置かれた。

「何を独りで落ち込んでるんですか？」

　振り返ると真森が不思議そうに藤紫郎に視線を注いでいた。今日は紅あか組ぐみの紅あかいはちまきをカチューシャのように頭に巻いている。体操服がはちきれんばかりの巨乳っぷりだ。制服姿よりも断然肉感的で、藤とう紫し郎ろうの視線が吸い寄せられる。

「人と話す時は顔を見てください。視線を下げないでください」

「す、すいません」

　恥ずかしそうに頬ほおを赤らめながら、真ま森もりは両腕を軽く組むようにして自分の胸を隠そうとした。その仕草で余計に胸の谷間的な部分が盛り上がってしまっていることが、藤紫郎には容易に想像できる。

「あ、あの先輩。よろしければ体操服を脱ぐのをお手伝いしましょうか？」

「死ね」

「じょ、冗談ですよやだなぁ。俺おれ、別に本気で言ってないですから。一般人ですからいや本当にマジで」

「常識のある人はみだりに女の子の服を脱がせようとしたり、食い破ったりペロペロしたりしないです」

「後半は俺の任務だから不可抗力ですってば。それで先輩、どうしたんですか？　二人三脚はまだですよね？」

「べ、別にいいじゃない。どこで応援したって」

　応援席は学年とクラスごとにおおまかには決まっているのだが、次の競技に出るためスタンバイする生徒がいたりもするので、人の出入りが多く流動的だ。

「もしかして黒くろ川かわ先輩、友達いないんですか？」

「そ、そんなことないです。けど、藤紫郎くんが一人ぼっちなことは想像できるから、二人三脚に出てくれるお礼です」

「はぁ……」

「気のない返事ですね。もしかして迷惑ですか？」

「いや、そんなことはないです大歓迎ですから」

　藤紫郎が大歓迎と言った瞬間、真森の顔が一層赤くなった。

　グラウンドでは玉入れの決着がいつの間にかついていた。僅きん差さで紅あか組ぐみの勝利だ。次の競技は女子による１５００メートル走だ。参加選手が入場してくる。その中に藤紫郎も知る顔があった。

　静しず流るである。選抜競技ということもあって、陸上部員や各運動部のエース級選手がずらっと勢せい揃ぞろいした中、彼女がスタートラインに立っていた。

「おお！　静流さんじゃないか。がんば……」

　思わず手を挙げた藤紫郎だが、すぐ隣から冷たい視線が飛んで来る。

「敵チームを応援するなんて、裏切り者ですか？」

　真森は不機嫌そうに眼鏡を中指で押し上げた。

「いや、そんなつもりはないです。でも知り合いだし……」

「活躍されたら困ります」

　藤とう紫し郎ろうがやれやれと肩を落とした瞬間、スタートの空砲が鳴り響いた。普段から胡桃くるみをエクストリーム鬼ごっこで追いかけている静しず流るは、一歩目からトップスピードの加速を見せる。流れるような美しいフォームで頭一つ抜け出ると、そのままペースを落とさずに後続との距離を離していった。

「す、すごいな静流さん」

「どうせ途中でペースダウンするに決まってます」

　敵チームということもあって、真ま森もりは終始こんな調子だったのだが……静流は陸上部員をはじめとした運動部員をまったく寄せ付けず、一着でゴールするのだった。

　真森がフンッ！　と、鼻を鳴らす。

「一人の力だけで全体の勝敗は決しません」

「なんで負け惜しみを言ってるんですかまったく」

「ま、負け惜しみじゃないです」

　静流が優勝した女子長距離のあと、続けて女子１００メートル走が始まった。これも選抜選手によるもので、各運動部の精鋭たちが集まっているのだが……ゴールしたばかりの静流が連チャンで登場した。白組応援席が盛り上がって声援が沸き立つ。

　真森がほっぺたを膨らませた。

「白組はよっぽど人材不足なんですね。でも、長距離のあと短距離をすぐに走るなんて無謀にもほどがありま……」

　彼女が言い終える前にスタートが切られた。静流は直前に１５００メートルを走っているにもかかわらず、その大きなストライド走法でぐいぐいと加速し……一位をかっさらっていった。

　藤紫郎は感嘆するばかりだ。

「すごいな。持久力も瞬発力も……胡桃はこんな化け物を相手に逃げ回ってるのか」

　少し、胡桃に同情してしまった。

　続く２００メートル走にも、１１０メートルハードル走にも静流が登場し、そのすべての表彰台の頂点をかっさらっていく。普段から飛び越えたり乗り越えたりすることが多いのか、ハードル走でも静流は長い脚を生かして、まるで何もないような走りを見せた。

　まさに体育祭は静流無双だ。真森の眼鏡が半分ずり落ちていた。藤紫郎がぽんっと肩を叩たたく。

「一人の力で全体の勝敗が決しちゃいそうですね」

「そ、そんなことないです！　負けないです！　いいですね藤紫郎くん。あ、あと、競技でもないのに気安く触らないでください」

　真森はムスッと口をとがらせうつむいてしまった。

「はいはいすいませんごめんなさい……って……あれ？」

　舞い上がる砂すな埃ぼこりと飛び散る汗。そして太陽の匂においが溢あふれるグラウンドに……藤とう紫し郎ろうは匂いを感じてしまった。

　悪魔の匂いだ。ここ最近、ふとしたきっかけで藤紫郎は感じ続けてきた。

「す、すいません黒くろ川かわ先輩！　急用を思い出しました！」

　藤紫郎は応援席から校舎方面に向かって走り出した。

「ちょ、ちょっと藤紫郎くんどこに行くんですか？」

「二人三脚までにはちゃんと戻りますから！」

　グラウンドから校舎に藤紫郎は向かう。間違い無く匂いがしていた。だが、それは急速に消えていく。その消え方が藤紫郎には不自然に感じられるのだ。

　誰だれかの意志によって故意に消されているような感触。藤紫郎は昇降口側に回り込むと同時に、周囲に人がいないのを確認して首輪にそっと触れた。

「変身！」

　チワワモードになるとそのまま校舎内に飛び込む。

　周囲を警戒しながら匂いを追った。人間モードではもはや感知できないレベルにまで悪魔の匂いは消えかかっている。

（――保健室の方だ！）

　悪魔の匂いは消毒液の中に消えた。

　藤紫郎は人間モードに戻ると、ノックもせずに保健室のドアを開く。

「――――ッ!?」

　そこには着替え途中の女子生徒の姿があった。ショートカットに黒いリボンをした、可愛かわいらしい女の子だ。彼女は体操服から制服に着替えの途中だった。その足首に包帯が巻かれている。

「きゃ、きゃあああああああああああああああああああああああああああ！」

「ご、ごめんなさい！」

　謝りながらも藤紫郎は部屋の中を見回した。悲鳴を聞きつけて先生か誰かがやってきたら、藤紫郎は犯罪者だ。だが、それでも藤紫郎は探す。

　動物っぽい何かを。ぬいぐるみ的なものを。

　保健室にはそれらしいものは何もない。人間モードのまま鼻をひくひくさせてみても、特有の消毒液の香りだけが感じられた。

「逃がした……か」

「あ、あの……」

「本当に危ないところだった。大丈夫です……げふ!?」

　女の子はベッドのカーテンに隠れると藤紫郎の顔面に枕を投げつけた。不意打ちのクリーンヒットを食らって藤とう紫し郎ろうはぺたんと尻しり餅もちをつく。

「な、なにが大丈夫なのですか？　じろじろ見られては困ります」

　少しお堅い感じの口調に藤紫郎はギャップを感じた。

「いや、ここにあく……」

　悪魔のことは一般人には秘密である。それに悪魔の存在を主張しても、受け入れられることはほとんど無い。

「あく……？」

　女の子は首を傾かしげた。

「あ、ああああああああああああああああああああああ足首に怪け我がしてますね？」

「競技中にひねってしまいまして」

「それで保健室に？　独りで着替えを？」

　保健室の窓からはグラウンドが見渡せた。遠目にではあるのだが、藤紫郎がいなくなって落ち着かない真ま森もりや、実行委員が待機する大会本部テントの下で、次の競技の準備を指示する瑠る璃りの姿を見ることができた。

「そうです。早く出ていってください」

「いや、でも怪我している女の子を独りにはできないし」

「下心ですか？」

「うわああ！　俺おれってそういう風に見えますか？」

「ええ、まぁ」

　少し言葉を濁し気味の女の子に藤紫郎は床につっぷした。

「初対面相手に第一印象から変態扱い……死にたい」

「だから早く出ていってほしいのですよ。そういう遅延行為をしながらも、ちらちらと上目遣いにこちらを見るのはやめていただきたいのです」

「ば、バレた！　俺の土下座迷彩を見破るなんて、まるで俺の事を知り尽くしているかのようだ……」

「そんなことはありません。貴方あなたとは初対面です」

「しっかし、足の怪我をして誰だれも付き添わないなんて、今時の保健委員はなんて薄情なんだ」

「だからといって貴方のお世話になる道理もないのです」

「いや！　もしここに危ない奴やつがきて、足に怪我をしている女の子が襲われたりでもしたら、俺はやりきれないんですよ！」

　悪魔という単語は出せないのだが、まだ周辺に潜んでいる公算は大きい。もしこの女の子が悪魔と契約してしまったら、最終的に藤紫郎は彼女をペロペロすることになるのだ。いざ、しなければならないとなれば覚悟も決める藤紫郎だが、それでも未然に防げるならそれにこしたことはない……と、思う。

「私を……お、襲うのですか？　あんな風にしたり……あまつさえあんなことまで」

　女の子が顔を真っ赤にさせた。

「まるで俺おれが襲うみたいな視線の疑問符を投げかけないでくれ！」

「ともかく私は大丈夫なので、退出願います」

「大丈夫じゃないでしょ！　足を怪け我がしてるんだし」

「心配されるのはその……迷惑なのです」

「ああ、俺が美少女だったらこんな警戒心も持たれずに介抱してあげられるのに……悔しい！　どうして俺は美少女に生まれなかったんだ！」

「バカなのですか？」

「バカで結構！」

　藤とう紫し郎ろうは推測した。彼女ももしかしたら、自分と同じようにクラスで頼れる友達がいないのかもしれない。普通、怪我をしたなら保健委員か友達が付き添いそうなものだ。なのに彼女は保健の先生もいない保健室でひとりぼっちである。さらに周辺に悪魔がいるかもしれないとなると、藤紫郎はこのまま引き下がりたくなかった。

「いい加減にしないと怒ります」

　藤紫郎の心配をよそに女の子は反発するような拒絶感を漂ただよわせ始める。

　ふと、瑠る璃りの顔が藤紫郎の頭の中に浮かんだ。

　女の子に無む理り強じいするのは良くない。瑠璃ならきっとそう言うだろう。

　さらに真ま森もりの顔まで浮かぶ。グラウンド方面では、二人三脚に参加する生徒が集まりだしていた。

「わ、わかった！　あの、最近、諦あきらめかけた夢とか膝ひざを屈するような挫折感ってありますか？　人生に充足感を得ていますか？」

「いきなり何を言い出すのですか？　宗教の勧誘はお断りなのですが」

「結構重要なんで、答えてくれたら俺、すぐに出て行きますから！」

「特にありません」

「そ、そうか。ならオッケー！　じゃあお大事に！」

　悪魔の気配は気になるのだが、今の藤紫郎には少女の言葉を信じる以外なかった。

　これ以上粘着するのは逆効果だ。

　藤紫郎は駆け足で昇降口方面へと戻る。そんな藤紫郎の気配が完全に消えたところで、保健室の少女はそっと自分の足首の包帯に触れた。包帯は空気に溶けて消える。

「危ないところでした」

　少女は息を吐く。その身体からだはみるみるうちに……まるでそこに何もないかのように透明になり、最後にはその存在を完全に消失させた。

　変装と透明化。気配の遮しや断だんと存在の空気化。独り隠れん坊チャンピオン。高度なステルス技能は悪魔界でも屈くつ指しと謳うたわれる影の悪魔の一族。それが彼女――ルシエだった。

　ルシエは人間とは契約をしない。悪魔としてのレベルが高く、ぬいぐるみのような仮の肉体を必要とせず、人間界でも人の姿を保つことができた。

　そんな彼女が契約する相手は「他の悪魔」である。

　悪魔界でルシエを見つけることができた悪魔は、契約することで彼女に調査を依頼できた。だが、隠れる能力に秀でたルシエを見つけることは、並の悪魔では不可能に近い。

　見つけるためにルシエを「探す」ことが、影の悪魔に調査を依頼するための代償だった。影の悪魔であるルシエは自分の正体を知られると、相手を殺してしまう。暗殺者としても一流の力の持ち主だ。見つけることができても、彼女に消されて口封じされた悪魔は少なくない。

　彼女の存在を見抜き、その上で返り討ちにするくらいの力があれば、彼女は有能な部下となる。

　今のルシエはとある悪魔に見つけられてしまったために、その代償としてその悪魔を依頼主とし、調査を続けていた。

　時には生徒に変装し、時には宿の従業員に扮ふんし、観光客に紛れ込み、森の中から対象を観察することもあった。

　ルシエにとって保健室は体育祭の期間中、ぴったりの観測地点だったのだが、これで撤退を余儀なくされてしまった。彼女が保健室のベッドから離れようとしたところで、不意にツインテールの小柄な少女が姿を現す。

「お兄ちゃんさっきまでここにいたっぽいけど……あ！　ベッドの布団が乱れてる！」

　体操服のまま胡桃くるみは布団にダイブした。そこにはルシエの温ぬくもりが残っている。

「お兄ちゃんの温もりだぁ……たまらん。これはたまらん！」

　ベッドの上で布団を太ももで挟み込むようにして抱きながら、胡桃は身もだえ始めた。

「やっぱりストーカーたるもの、直接お兄ちゃんに襲いかかるばかりじゃなくて、こうしてお兄ちゃんの痕こん跡せきにハァハァするのも義務だよね♪　あれ？　お兄ちゃんにしては匂においがなんだか柑かん橘きつ系けい？　おかしいなぁ？　誰だれか他にいたのかな？　あ！　お、お兄ちゃんってば胡桃に内緒で他の女の子と……やだ……どうしよう……こ、興奮しちゃうよぉ！」

　豪快な独り言とともに、胡桃はくいくいと腰を布団に押しつける。そんな姿に影の悪魔は心の中で呟つぶやいた。

　人間って、怖い……と。



　藤とう紫し郎ろうは大慌てでグラウンドに戻った。すぐに大会本部のテントに向かう。

「瑠る璃り先輩！　聞いてください！」

「ふ、富ふ士じ岡おか君どうしたの？　もうすぐ二人三脚の開始なのに……も、もしかして、私のこと心配して会いに来てくれたの？　大丈夫よ！　今日だってちゃんと生徒会長のお仕事できてるし……」

「そういえば、最近ずっと先輩とは離ればなれで寂しい……じゃない、えっと先輩！　保健室に怪け我がしてる女の子がいて、その周囲にあく……」

　説明の途中で藤とう紫し郎ろうの手がぐいっと後ろに引っ張られた。真ま森もりがほっぺたを膨らませている。

「こんなところで油を売ってないで、いきますよ藤紫郎くん」

「ちょ、ちょっと待ってください黒くろ川かわ先輩！　俺おれ、瑠る璃り先輩に話さなきゃならんことがあるんですよ！」

　本部隣の放送ブースで、アナウンス部の女子生徒が次の競技の呼び出しを始めた。男女混合二人三脚に参加する生徒は、藤紫郎と真森以外全員揃そろっている。

「ほら、早く行きましょう」

　藤紫郎は強引に真森に引っ張られる。そんな二人の姿に瑠璃は吐息混じりに呟つぶやいた。

「富士岡君と真森ちゃんって……やっぱり、お似合いカップルさんなのかな」

　ドクンッ！　と、一瞬、瑠璃の鼓動が大きくなった。胸の辺りを軽く押さえて深呼吸をする。周囲の実行委員たちが瑠璃に「大丈夫ですか？」と声をかけた。

「え、ええ。ちょっと胸が苦しくなったけど、うん……問題ないから。心配してくれてありがとうね」

　精一杯の笑みを瑠璃は返し、実行委員たちはホッと安心したような表情でそれぞれの仕事に戻っていった。



　藤紫郎と真森は三組目のスタートだった。二組目がゴールし、まもなく出走だ。足に巻いた面ファスナーを確認した。

　コースはまっすぐで、ゴールまでにいくつかの障害物が設置されていた。藤紫郎は遠目に体育祭実行委員本部を見つめる。瑠璃はじっと藤紫郎と真森を見つめ返した。

　藤紫郎はサムズアップする。

「瑠璃先輩！　俺がんばりますから！」

　むぎゅっ！　と、藤紫郎のほっぺたがつねられた。真森が藤紫郎を睨にらみ付つける。

「瑠璃は本部にいるけどチームとしては敵です」

「い、いいじゃないですかそんなの！　瑠璃先輩だってきっと、俺と黒川先輩がトップをとったら喜んでくれると思いますよ」

「な、なんでですか？　敵チームの活躍を喜ぶなんて変です」

「変じゃないです。たとえチームは別々でも、友達が活躍するのって、嬉うれしいじゃないですか」

「……と、ともかく一位以外に興味はありませんから」

「特訓の成果を見せつけてやりましょう！」

　藤とう紫し郎ろうと真ま森もりはがしっと肩を組んだ。他のペアがどこかよそよそしかったり、おどおどしていたり、男子の後輩の方がウブな感じになっていて、二年生の先輩女子がリードしていくような雰囲気もそこかしこに見られる中、藤紫郎と真森は完全に戦闘モードに脳内のスイッチを切り替えている。

　スターターがピストルを天に掲げた。

　他のペアは普通に走る準備をしているのだが、藤紫郎と真森の二人だけ……クラウチングスタートの姿勢だ。

　パンッ！　と、ピストルの空砲が鳴った瞬間、藤紫郎と真森はまるで一人の人間のように走り出した。スタートと同時にぶっちぎりだ。

　最初の関門、網くぐりに二人は滑り込んだ。

「ああ、網がお中元の高級ハムみたいに黒くろ川かわ先輩の全身をムチムチと包み込み、その食い込み具合を想像すると俺おれはとても気が気ではいられない！」

「変なこと口走らないでください」

　二人でネットゾーンを突破した。後続はまだ網の中だ。藤紫郎と真森は息ぴったりで、このままだと一位どころか大会新記録が出そうな勢いだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　白組の応援席で胡桃くるみが親指を立てた拳こぶしをひっくりかえして上下に振っている。

「ぶーぶー！　ぶひぶひー！　ぶーぶーぶー！」

　強烈なブーイングに真ま森もりが吠ほえた。

「ブーイングでぶひぶひはおかしいです。驚異の二次元胸囲のくせに！」

「まあまあ落ち着いて黒くろ川かわ先輩。次は平均台ですから」

「わ、わかってます！」

　１レーンにつき三本の平均台が並んでいる。

「「せーの！」」

　二人いっしょに平均台に足を乗せた。視界が高くなる。足場は不安定だ。だが、連日の特訓の成果で、まるで何もなかったように藤とう紫し郎ろうと真森は平均台の上を駆け抜ける。

　白組の応援席で胡桃が吠えた。

「ぶひぶひぶひぶひー！　ぶ、ぶひいぃぃぃ――――――――――――ひぃぎぃ！」

　胡桃が自分の鼻を人差し指で潰つぶして豚鼻にして挑発する。

　藤紫郎は足に引っかかりのようなものを感じた。真森との歩調がかみ合わない。

「黒川先輩集中して！　俺おれはちょっとふくよかなくらいでも女の子は健康的で可愛かわいいと思いますから！」

「頭が悪すぎてイライラしま……だ、誰だれが太ってるっていうんですか！」

　自転車のチェーンが外れたような、スカッ！　と空転するような感覚が二人を襲った。　お互いの足を結んでいた面ファスナーがびりりっと剥はがれる。

　真森が平均台から足を滑らせた。ほぼ同時に藤紫郎の足も宙を泳ぐ。

「きゃあああッ！」

「ぬおわああああああああ！」

　二人は平均台から落下した。それほど高さはないのだが……だからこそ、マットレスの類たぐいは用意されていない。

　藤紫郎は仰あお向むけに倒れた。後頭部を打たないよう、咄とつ嗟さに首を上げるので精一杯だ。そんな藤紫郎の上に、おっぱいが降ってきた。

　顔面を押しつぶすように、二つのメロンのような果肉が載っかる。藤紫郎は自分から首をあげて、谷間に挟まれにいった格好だ。

　ぱふん♪

　犬モードで静しず流るの胸に挟まれたことはあった藤紫郎だが、人間の姿のまま谷間に挟まれたのは初めてだった。

「や、やわらかい……じゃない！　大丈夫ですか黒川先輩？」

「本番で失敗するなんて……今までの練習が無駄になっちゃいました……」

　真ま森もりは涙目だ。この競技は足のベルトが取れてしまった時点で失格である。

「無駄なんかじゃないですよ。最後はちょっと失敗しちゃいましたけど、特訓したおかげで俺おれは黒くろ川かわ先輩と少しだけ親しくなれましたし……あ、でも早くこの状況から脱さないと……」

　紅白どちらの応援席からも、ざわめきと視線が藤とう紫し郎ろうたちに集中している。棚ぼたで藤紫郎たちを追い抜いてゴールした一位のペアなど誰だれも見ていなかった。

　上からのしかかられて巨乳に頭を埋うずめるという状況が、衆しゆう人じん環かん視しの中、堂々と二人三脚障害物競走のコース上で繰り広げられている。

　実行本部の瑠る璃りはその場で立ちくらみに襲われていた。

　胡桃くるみはといえば……応援席で立ち往生だ。豚鼻が可愛かわいいという理由で静しず流るに抱きしめられてしまい、藤紫郎を助けにいくこともできない。

　真森が自分たちの置かれている現状にはたと気づいて、藤紫郎の上から退こうとした……のだが、その表情が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

「痛っ……」

　グラウンドが細かな砂利だったこともあって、真森の膝ひざは擦すり傷きずで赤くなっていた。

　藤紫郎はなんとか身体からだを起こす。真森と密着して心臓がバクバクと高鳴った。

（――瑠璃先輩一筋なのに、俺、なんでこんなにドキドキしてるんだ）

　立ち上がりながら真森に肩を貸す。

「黒川先輩、大丈夫ですか？　すいません、俺……先輩のことを守れなくて」

「怪け我がをしたのは私の不注意です。謝られても困ります」

　次の競技者のために二人はコースを外れた。

「膝、すりむいちゃってますね」

　藤紫郎は真っ先に保健室の事を思い出した。まだあの少女が残っているかもしれない。悪魔と鉢合わせになったら真森まで巻き込んでしまうかもしれないのだが、戻って様子を確認するのもありな気がした。今回はきちんと「付き添い」という理由がある。用がないなら出て行ってくれ！　と、言われる筋合いもなくなるのだ。

　すぐに体育祭実行委員会本部から、救護班の保健委員女子が二人の元へと駆けつける。

「あ！　保健室には俺が付き添いますから」

　真森が目を丸くさせる。

「こ、こんな状況で二人で保健室に行くなんて……」

　真森と藤紫郎を交互に見てから保健委員はうなずくと、本部に戻っていった。

「確かに俺たち変な誤解されてるかも……全校生徒に」

「ならなんで誤解されるようなことするんですか？」

「それはその……先輩も怪我してるし……それに保健室であく……」

　言い切る前に真ま森もりが藤とう紫し郎ろうの手を握って引っ張った。紅白どちらの応援席からも、視線が二人に集中砲火を浴びせている。

　恥ずかしすぎてこの場から消えてなくなりたい。そんな表情で真森は藤紫郎に訴えた。

「いいから早く保健室に連れて行ってください」

「は、はい先輩！」

　瑠る璃りが心配で飛んで来そうなものだが、彼女はパイプ椅い子すに腰掛けると本部で下を向いたままだ。頭をフラフラと揺らしている。遠目からだが、なんだか少し怖いと藤紫郎は感じた。

（――瑠璃先輩どうしたんだろ？　なんかあっちもあっちで心配だけど……）

　瑠璃を見つめると真森がその視線の間に割り込んできて、むしろ藤紫郎を引っ張るように校舎方面につれていってしまうのだった。



　藤紫郎が保健室に戻ってくると、先ほどの黒いリボンをしたショートヘアの少女は姿を消していた。

（――とりあえず悪魔の匂においは……ないな）

　犬モードではないため簡易版なのだが、悪魔の匂いをチェックして藤紫郎は一息つく。先ほど出くわしたショートヘア少女が座っていたベッドは、シーツも掛け布団もぐしゃぐしゃになっていた。

　その隣にある未使用の真新しいベッドに真森を座らせる。

　相変わらず保健の先生の姿はない。

「なんで保健室に先生がいないんだ？」

「グラウンドの方で待機してるんじゃないですか？」

　真森はベッドの脇に腰掛けて呟つぶやいた。けが人が出たのに、先生が保健室に戻ってこないのはいかがなものかと藤紫郎は思う。

　とりあえず真森の怪け我がの応急処置をしたいのだが、どこに何があるのかわからない。

「えっと、こういう擦すり傷きずの時は……そ、そうだ消毒だ！」

「消毒液なら多分、そこの棚です」

　真森がスッとスチールラックを指さした。ガラス戸の中に市販品の消毒液やら絆ばん創そう膏こうが入っている。

「うわ、黒くろ川かわ先輩すごいですね。本当にありました」

「保健室なんてだいたいどこも一緒ですから」

「黒川先輩って、保健室に良くお世話になってたんですか？」

　消毒液と絆創膏を棚から取り出して、藤紫郎は真森の元に戻ってきた。

「中学の時はしょっちゅう誰だれかさんが気分を悪くしたから、付き添っていたんです」

（――誰だれかさんって……やっぱ瑠る璃り先輩だよな）

　保健室の中は静かだ。グラウンドでは次の競技が始まっている。声援や歓声が藤とう紫し郎ろうには妙に遠く感じられた。

「え、えっと、じゃあまず消毒するんで……」

「い、嫌です。傷口に染みるから」

「わがまま言わないでくださいよ」

「うう……我慢するので早くしてください」

　キャップを開いて藤紫郎はプシュッ！　と、消毒液を真ま森もりの傷口に噴射した。瞬間、真森が身体からだを投げ出すようにベッドに背中から倒れ込む。

「――――ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげて真森は涙目になった。

「じゃあ、絆ばん創そう膏こう貼はりますね」

　少し大きめの四角い絆創膏を藤紫郎はぺたりと患部に貼り付けた。

「……ハァハァ……耐えました」

「偉いですよ黒くろ川かわ先輩。どうします？　応援席に戻りますか？」

　真森は身体を起こすなり、藤紫郎の体操服の上着を掴つかんだ。

「ちょっと待ってください」

「引っ張らなくても待ちますから」

　この先、しばらく体育祭の競技で藤紫郎には出番がない。

「あの、藤紫郎くん。と、隣に座ってください」

「隣に？」

「いいから早くしてください」

　真森はパンパンとベッドのマットレスを軽く叩たたいた。なんとなくその仕草は瑠璃に似ていた。

（――瑠璃先輩が黒川先輩に似た……のかな？）

　布団を少しどけてスペースを作ると藤紫郎はそこに座る。

「…………」

　無言が保健室に充満した。慌てて藤紫郎が口を開く。

「い、いやぁ残念でしたね。でも、ペースはぶっちぎりだったし、実質俺おれたちの優勝でしたよ」

「また、結果が出せませんでした。がんばっても……がんばってもいつも最後にダメになるんです。私の努力が足りないから……」

「そんなことないですって！　今回のは俺がヘマしたからですよ。あんなブーイングをしてくるなんて……胡桃くるみをきちんと教育できていなかった兄役たる俺の失策です」

「そ、そうです。藤とう紫し郎ろうくんが８ビットゲーム機みたいな立体表現もできない胸の持ち主を、きちんと教化して真人間にできなかったのがいけないんです」

「しまった墓穴を掘った。というか普段は変態扱いなのにこんな時だけ普通扱いとか不公平すぎる……胡桃くるみを真人間に教育できる人間がいたら、その人はある意味神だな」

　自分から言い出しておきながら藤紫郎は感慨深げに呟つぶやいた。真ま森もりががっくりと肩を落とす。

「これから先も、わたしは後一歩のところで失敗する運命なんでしょうか」

「俺おれはそうは思いません。さっきも言った通り、ちょっと運がなかったけど、あのまま駆け抜けていれば圧倒的大差で一等賞でした。運動は苦手だって言ってたのに、黒くろ川かわ先輩すごいじゃないですか！」

「そ、それは……藤紫郎くんが協力してくれたから……」

「俺はなんもしてませんよ。黒川先輩ががんばるって言ったから手伝ったんです。黒川先輩の努力は無駄になんてなってません。努力した分、上達してるんですから」

　真森の顔が耳まで赤くなる。

「じゃ、じゃあ……もう少しだけ付き合ってください」

「は、はいぃ？」

「藤紫郎くんはい、犬になれるんですよね。前に言ったじゃないですか。犬になって、犬嫌いを克服するっていう……」

「あ、ああ！　そういえばそんな話をしたような、しないような」

「犬嫌い……直したいんです」

「じゃあ今度、瑠る璃り先輩にも付き添ってもらいましょう」

「瑠璃がいたらだめです。意識しちゃって……対抗しようとして、無理して……いつもそれで失敗してしまうから」

「瑠璃先輩に知られずに秘密特訓したいんですか？」

　真森はこくりとうなずいた。

「それに、藤紫郎くんが変身した犬なら、絶対に噛かまないし」

「犬に噛まれて嫌いになったんですか？」

「ず、ずっと昔の話です！」

　あまりトラウマスイッチを連打するのもよろしくないと、藤紫郎はそれ以上聞かなかった。

「じゃあ、いつにしますか黒川先輩？」

「い、今……から」

「え？　体育祭真っ最中ですよ？」

「だからいいんです。みんなの意識がそちらに向いているからこそ、ちゃ、チャンスですから」

「はぁ……」

「お願いします！」

　普通にお願いされて藤とう紫し郎ろうは驚きつつも、首を小さく縦に振った。

「じゃあ、チワワでいいですか？」

「お、オッケーです」

　決まるが早いか藤紫郎は口を開いた。

「変身！」

　藤紫郎は首輪に触れると意識を集中する。見る間にその身体からだが黒い炎につつまれ、縮小していった。

　保健室のベッドの上に、ミルクティー色のチワワがちょこんとお座りする。その姿に真ま森もりは悲鳴をかみ殺した。

「大丈夫ですか先輩？」

「…………ぅ」

　コクコクと二回頷うなずいて真森は息を吐いた。

「先輩の太ももにつかまり立ちしてみましょうか？」

「……や、やってください。ひとおもいに！」

　瞳ひとみの奥で怯おびえながら真森は目を閉じた。

「先輩、目を閉じてたら恐怖を克服できないですよ」

　チワワの藤紫郎が愛らしい瞳で見上げながら呟つぶやく。

「わ、わかってますそれくらい」

「んじゃ、失礼して……」

　藤紫郎は真森の膝ひざに前足を乗っけると……さらにぴょんっと太ももの上に乗っかってきた。フサフサの尻しつ尾ぽをフリフリしてみせる。

「そ、そこまでしていいなんて言ってないです！」

「いやぁ、膝があるとつい、乗っかりたくなるんです。撫なで撫なでしてください」

　真森は脂汗をかき始めた。

「し、しまった。すいません黒くろ川かわ先輩。俺おれ、やりすぎでした！」

「い、いいから。まだがんばれますから。むしろ余裕です超余裕です。これだったらペロペロされても、全然大丈夫な気がします……ハハハハ」

　挑発的な言葉を口にしながら、乾いた笑みを浮かべる真森に藤紫郎は……。

「じゃあ遠慮なく……ペロロン」

　その太ももの内側を一度だけペロッとした。瞬間、真森の表情が蕩とろける。

「き、効きませんそんなの。激しくペロペロしないと、全然特訓になんてならないですから。もっとおへそとか、おへそとか、お、おへそとかじゃないといけません」

「え？　でも……おへそは弱点なんじゃ……」

「弱点を克服してこその特訓ですから！」

　真ま森もりはベッドに背中を預けるように倒れると、仰あお向むけのまま体操服をめくった。なだらかで柔らかいお腹なかのラインが丸見えになる。その中央には小さな可愛かわいいくぼみがあった。

　おへそ。

　藤とう紫し郎ろうは考える。ペロるべきか、ペロらざるべきか。

（――克服してこその弱点……か。ここは心を犬にして、無心でご奉仕させていただきます）

　藤紫郎は前足で真森のお腹を押さえつけた。そして鼻先をくぼみに近づけると。

「ペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロ！」

　真森の目尻がとろんと落ちた。

「ぺ、ペロペロやっぱりしゅごおい。しゅごしゅぎ……らめぇ！」

「ペロペ……ハッ!?」

　藤紫郎はペロペロを止やめる。

（――もしかしてこれって特訓じゃなくて……単に俺おれにペロペロされたいだけなんじゃ……黒くろ川かわ先輩も変態なのか!?）

「なんで止めちゃうの？　じ、じらさないでください死にます！　死んじゃいますから！」

　すっかり出来上がった真森に藤紫郎が困ってしまったところで、保健室の扉がノックされた。

「失礼します。真森ちゃん大丈夫？　私も少し気分が……あ、あれ？」

　瑠る璃りがきょとんとしたまま、入り口付近で立ち尽くす。部屋の中でお腹を出したまま、真森が顔を上気させていた。そして、そのお腹の上には瑠璃も良く知るチワワが一匹。

「な、何をしてるの富ふ士じ岡おか君？」

「これはその……あの」

　真森はお腹をテラテラと濡ぬらしたまま、息も絶え絶えに呟つぶやいた。

「これでもう、犬が苦手なんて言わせません。ペロペロされても大丈夫です。わたしは大丈夫ですから……ハァハァ……あん……もっと」

　艶なまめかしい声に瑠璃の顔が真っ赤になった。

「真森ちゃんあんなに気持ち良さそうにして……うらやま……ち、違うの。お願い……鎮しずまって私の中の力……やだ……羨ましくなんかない。羨ましくなんかないわよ」

　瑠璃が再び胸のあたりを押さえ始めた。そのお尻しりのあたりがもぞもぞし始める。

（――や、やばい！　なんか知らんが瑠る璃り先輩の淫いん魔まの血が目覚めかけてる！）

　藤とう紫し郎ろうは混乱した。そして、もう一人……混乱している者がいた。

　先ほど、胡桃くるみがやってきたために逃げる機会を失ったルシエが、まだ部屋の中に残っていたのである。

　胡桃のあまりすぎるソロプレイを目撃して、ルシエはしばらく部屋の中で放心状態にあったのだ。

　そうこうしているうちに藤紫郎が真ま森もりをつれて保健室に戻ってきてしまい、ルシエは再び逃げる機会を逸してしまった。

　ルシエはカーテンの裏手に隠れている。

　彼女の精神は乱されて、得意のステルス能力も切れかかっていた。

　保健室に混こん沌とんが満ちる。

　すっかり意識が蕩とろけきってしまった真森以外の全員に、緊張が走った。

　瑠璃が涙目になって藤紫郎を見つめる。

「富ふ士じ岡おか君……そ、そういうことなのね」

「ち、違うんです瑠璃先輩誤解です！」

「やっぱり真森ちゃんのことが……好きなんだ」

「そりゃ黒くろ川かわ先輩の事は、この数日で好きになりましたけど、それはあくまで人としてであって、俺おれは……」

「でも、急に二人は仲良くなったし……」

「それはその……」

　瑠璃のためだとは言える雰囲気ではない。

「お、お幸せに！　私はしゅ、祝福するから！」

　入り口でくるりと瑠璃は背を向ける。

「待ってください！　お、俺が女の子として好きなのは瑠璃先輩だけです！」

　ペロペロした現場を押さえられては説得力皆無だ。だが、藤紫郎には他に言葉がなかった。

「そうやって気を遣わなくてもいいんだからね。私たちはあくまでパートナーであって……それ以上でも以下でもないし……も、もし私が本気で富士岡君をす、すすすす好きになったりでもしたら、大変なことになるんだから！」

「瑠璃先輩？」

「富士岡君なんか、一瞬でちゅーってしちゃうんだから……そうしたらもう……だめ……いけないのよ。そうならないためにも、明日からは……」

　瑠璃は一瞬、迷子のような心細そうな瞳ひとみになった。

「私と富士岡君はただの先輩と後輩。そういうことにしましょ？」

「そんな……そんなこと言わないでください！」

「契約解消ね。お互いの幸せのためにも」

「せ、先輩……」

「だから富ふ士じ岡おか君は真ま森もりちゃんとイチャイチャしてもいいし、ペロペロしてもいいのよ」

　瑠る璃りが背を向けて歩き始めた。追いかけようとすると、瑠璃が小さく呟つぶやく。

「待て！」

　ぴたりと藤とう紫し郎ろうの足が止まった。

「お座り！」

　その場で藤紫郎はお座りポーズになる。そのまま藤紫郎は動くことができなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

４．心が風邪を引いたら温かい料理が一番ですか？



　体育祭は無事終了したのだが、瑠る璃りは実行委員長にもかかわらず体調不良を理由に、体育祭の途中で早退してしまった。

　とはいえ、普段からがんばっている瑠璃の評判が悪くなることもなく、むしろ瑠璃にばかり負担が集まってしまっていることの方が問題だ！　と、生徒会役員や各委員会の委員長たちは考えさせられる結果となった。

　瑠璃はなんでも一人で抱え込もうとする。彼女の場合、ちょっと無理をすればこなせてしまうのが逆に問題だ。

　瑠璃が心を許して仕事をゆだねられる有能な補佐役となる人材が、今の生徒会には不在だった。

　ちなみに体育祭は白組の勝利で幕を閉じた。

　短距離走も長距離走も、体育祭の華であるリレーのアンカーまでこなして、八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍をした女子生徒が約一名。女子部門の個人ＭＶＰをゲットしたのは静しず流るである。彼女の上げた得点分、差がついて白組圧勝となった。

　そして、ナイスカップル特別賞には、パートナーの胸に顔を埋うずめてしまうというハプニングにより、紅白どちらの応援席もわかせた！　という理由で、紅あか組ぐみの藤とう紫し郎ろうと真ま森もりが選出されてしまうのだった。

　代休を挟んだ週明けから、学校は平常通りの授業に戻っていた。

　放課後、藤紫郎は教室でひとりぼっちだ。

　ここ数日、ずっとこの調子だった。生徒会室に行くのが怖い。瑠璃の事になると猪ちよ突とつ猛もう進しんな自分が、藤紫郎には懐かしくすら思えた。

　入学式の後に、事情も知らずいきなり告白した事を少年は思い出す。

　今の自分にはもう、あんなことはできそうにない。藤紫郎はほんの少しとはいえ知ってしまったのだ。瑠璃の悩みを、痛みを、その苦しみを。

　自分が彼女を好きだという気持ちだけでは、乗り越えられない壁が少年の前にどっかりと立ちふさがっていた。

（――どうしたらいいんだよ）

　席につっぷしケータイの画面を眺める。

　瑠璃にメールをしても返事がない。

　会いに行っても見つからない。逃げられる。避けられてしまっている。

（――契約解消だなんて、瑠璃先輩は本気で俺おれのことを他人にしちまうつもりなのか？）

　体育祭が終わってから藤紫郎はまともに瑠璃のことを見ていなかった。登校時間まで微妙にずらされて、朝の挨拶すらさせてもらえない。

（――やっぱ、黒くろ川かわ先輩と俺おれが付き合ってるって思い込んでるのかな。誤解なんだが……それを解こうにも黒川先輩がなぁ……）

　真ま森もりに相談しようにも「だ、誰だれがベストカップルですか？　近寄らないでください迷惑です」と、赤面されながら拒絶されてしまった。

（――人を頼ってばかりってのもあれだけど、頼りになりそうな人っていうと……）

　静しず流るは藤とう紫し郎ろうと顔を合わせるたびに「チワワ券の発行はまだかい？」と、執しつ拗ように藤紫郎に迫るのだ。発行したが最後、もふられまくるのは目に見えている。

（――静流さんは無理だし……でも他にはいないよな。うん）

　全身から力が抜けていく。

（――俺が好きになるのって、瑠る璃り先輩には迷惑だったのかな）

　時折見せる、無邪気な表情に嘘うそがあったとは思えない。瑠璃の笑顔を見る度に、何度も、何度でも藤紫郎は彼女のことを好きになっていった。

（――全部、俺の空回りで独り相撲だったのか？　もうあの笑顔を見られないのか？）

　悪魔を倒すばかりじゃない。そばにいて、一緒にお茶したり、旅行したり、お弁当を食べたり。

　これから先ももっともっと、そういった事がある……はずだった。

（――そうしたいっていう願望や一方的な思い込みと押しつけで、瑠璃先輩を苦しめてたのかもしれん……）

　だんだんと藤紫郎は自分の存在に自信が持てなくなってくる。

　もう、一緒にはいられない。

　侵略してきた悪魔の契約者を探して撃退する。それが無くなったことで瑠璃のそばにいる理由がなくなってしまった。

（――そんなの寂しすぎる。けど……瑠璃先輩にとって、やっぱり俺って……犬でなければ……お弁当なのか？）

　ダイエット中の女の子が甘い物を我慢するように、瑠璃も藤紫郎を見るたびに我慢していたのかもしれない。

（――もしそんなことになったら、俺、死ぬんだろう？　瑠璃先輩にちゅーっとされたら……先輩の力になれるなら嬉うれしいけど、先輩はあくまで悪魔とのハーフなんだし、人間らしく生きたいって思ってるんだから、俺が誘惑に負けるのは……ダメだ！　でも、一緒にいたい。瑠璃先輩は本当はか弱い普通の女の子なんだ。そばにいて力になってあげたいのに……）

　藤紫郎は凹へこみっぱなしだ。近づくほどに傷つける。藤紫郎自身は傷つくことを恐れていなくても、瑠璃は誰かを傷つけることを極端に怖がっていた。だから立派な生徒会長という仮面をかぶって、誰だれにでも親切だけど、誰とも仲良くならないようにしてきたのだ。

　今の藤とう紫し郎ろうにはそれがわかる。わかるからこそ苦しい。

（――ああああああああああああああああ！　どうすりゃいいいいんだあああああ！）

　机につっぷす藤紫郎は、急に背後から抱きしめられた。

「この密着してるのに残念な感覚……胡桃くるみか！」

「お兄ちゃん酷ひどい！　胡桃はまだまだ成長途中なんだよ！」

　円を描くように胡桃は藤紫郎の背中に胸を押しつけた。

「やめろっ！　人が落ち込んでる時に！　つうか、なんのようだ？」

「あのね、静しず流るが『チワワ券が発行されないので、しばらく胡桃さんをフリーにします』だって！　つまり胡桃は今や野に放たれた虎とら。天にも昇る龍りゆうが如ごとく！　お兄ちゃんに迫るんだよ？」

「あぁ、無情」

　藤紫郎は立ち上がった。

「お兄ちゃん逃げるの？　隠れん坊は得意だよ？　そうやって人ひと気けの無いところに隠れるふりして、胡桃と二人っきりになってあんなことやぁ……こんなことしてぇ……そうだお兄ちゃん！　子供は何人欲しい？　胡桃は双子がいいなぁ♪」

「瞬間変態湯沸かし器だな……ハァ」

「お兄ちゃん溜ため息いきなんてひどいよぉ！　もっと激しくがっつんがっつん打ち付けるようにツッコミしてくれないと、愛が足りないよぉ！」

「お前というやつは…………ハァ」

「お兄ちゃんがローテンションすぎてヤダー！　あのねお兄ちゃん……瑠る璃りお姉ちゃんとなにかあったんだよね？」

「な、なんもねぇよ！」

「嘘うそはよくないなぁ。むしろ、何もなくなったのが問題？　みたいな」

「うっ……なんでそれを」

「だってお兄ちゃんと胡桃は同じ変態兄妹きようだいだし」

「俺おれは普通だし兄妹でもないっつーの！」

　胡桃はにひひっと笑った。

「ちょっとは元気出て来たねお兄ちゃん」

「なんかすんごく乗せられた気がする」

　藤紫郎はがっくりとうなだれた。

「で、瑠璃お姉ちゃんに振られちゃったんだね？」

「振られたっつうか、そもそも付き合ってすらいないし、俺と先輩はあくまで悪魔を倒すためのパートナーであって……」

　自分でも諦あきらめたような言葉が口から出て、藤とう紫し郎ろうはハッとなった。胡桃くるみがぷっくりとほっぺたを膨らませる。

「そんなのオカシイよ！　瑠る璃りお姉ちゃんは胡桃のお姉ちゃんになる予定なのに！」

「お前の予定で他人の人生を決定するのはどうかと思うぞ」

「そもそも胡桃はお兄ちゃんを瑠璃お姉ちゃんに寝取られることに全力だから、二人が仲良くしてくれないと萌もえないし燃えないよぉ。だからお兄ちゃん謝って！　理由なんてなんでもいいから瑠璃お姉ちゃんに謝って許してもらって！」

「謝る……か」

　最初は瑠璃と真ま森もりを仲直りさせたくてがんばっていたつもりだったのだが、藤紫郎はいつのまにやら真森とイチャコラしているような状況になってしまっていた。

　自覚がなかったわけでもない。ただ、真森と打ち解けることで瑠璃との間を取り持てるようになりたかったのに……むしろ溝が深まってしまった。

　どんな形であれ瑠璃を傷つけてしまったことを謝りたい。

　なのに藤紫郎はそれができずにいる。瑠璃に完全に避けられてしまった。

（――俺おれってば本当になにやってんだよ）

　真森と仲良くしたことに、瑠璃が焼やき餅もちを膨らませてくれたのなら嬉うれしいと思う。

　だが、藤紫郎には瑠璃の拒絶っぷりにはそれ以上に、何かあるように思えた。

　瑠璃のことを知っている。けど、それはほんの少しだけだ。

　彼女の苦しみをもっと知りたい。喜びも分かち合えるなら、苦しみや重さだって分け合える。それができればと藤紫郎は願った。

（――契約……か）

　首輪にそっと触れて藤紫郎は思う。

（――俺がこれを外さない限り、一方的に契約解消なんてさせない。けど、そんなことを言い出すなんて、やっぱりよっぽどの事なんだ）

　胡桃がきょとんとしているところで、藤紫郎は頷うなずいた。

「そうだな。諦めないで会いに行ってみるよ。励ましてくれてありがとうな胡桃」

「うんうん！　お兄ちゃんはへこたれないオープンスケベの変態さんであってこそ、胡桃のお兄ちゃんにふさわしい人物だからね！」

「いやぁ褒められてる気がしないなぁ。あっはっはっは」

　放課後の暗くなりかけた教室で藤紫郎がのけぞるように胸を張って笑うと……そこに長身の少女が姿を現した。すかさず胡桃が椅い子すを一脚持ち上げ身構える。香港のアクションスターばりに、なんでも武器にしてしまいそうな雰囲気だ。

「静しず流る！　チワワ券未発行なのになんで胡桃の事を狙ねらうの!?」

「小さくて可愛かわいいもの成分が足りなくなっちゃって」

「お兄ちゃん酷ひどいよ！　静しず流るが契約違反だよ！」

「なんの契約かわからんが、俺おれがお願いしているわけでもなく、静流さんが自発的に胡桃くるみを追いかける分には、俺はやめてくださいとも言えないわけだが」

　日夜、胡桃と静流は藤とう紫し郎ろうたちの目の届かないところで、水面下の攻防を繰り広げているらしい。胡桃は視線をきょろきょろさせて脱出経路の確認をした。窓の鍵は開いている。静流が入ってきた教室前側の出入り口は静流によってブロックされているが、教室後ろ側の出入り口は開いていた。

「けど、今日の本題は胡桃さんじゃなくて、変態お兄さん」

「え？　お、俺ですか？」

　静流はコクコク頷うなずいた。

「もしかして、チワワ券が発行されないから強制的に……とか？」

「違うよ。さっき、生徒会室の近くを通ったんだけど、すごい騒ぎになっていて」

「生徒会室で騒ぎって……も、もしかして瑠る璃り先輩に何かあったんですか？」

「倒れたらしいんだ」

「えっ……？」

　藤紫郎の全身がわなないた。

「さっき、家の人が車で迎えに来たよ。運転手さんっぽい人だった。こういうことは前にもあったらしくて、すごい高熱で……風邪かな？　しばらく学校を休むことになるかも……って。なんだか心配だね。最近の瑠璃さんは少し、辛つらそうだったから」

　静流は瑠璃が苦しそうだと気づいていた。それなのに藤紫郎は瑠璃の苦しみに気がつけなかった。

　少年の頭の中が真っ白になっていく。

　高熱というと、淫いん魔まの力がらみかもしれない。

　ここ数日、見張られているような感触があったこと。瑠璃は気づいていないようだが、気配を消す悪魔の存在が影響を及ぼしたのかもしれない。

　もしくは、真ま森もりとのことだ。それがなんで瑠璃の淫魔の力を暴走させたのかまではわからないのだが、瑠璃の心を揺るがした事というと、藤紫郎には真森との「保健室ペロペロ事件」が思い当たる。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった藤紫郎を、胡桃がツンツンとつつく。

「お兄ちゃん、落ち込むなんてらしくないよ」

「落ち込むわけじゃないが、責任を感じるんだ。俺が……バカだった」

　胡桃がそっと藤紫郎の手を両手で包むように握る。

「お兄ちゃん。チャンスだよ」

「チャンスって……こんな時に……」

「こんな時だからこそのお見舞いだよ！　手料理の材料持参で瑠る璃りお姉ちゃんの家にお見舞いに行けばいいんだよ！」

「そ、そうか！　男の手料理作戦だな！」

「うんうん。優しい味のおかゆを瑠璃お姉ちゃんにあーんしてあげたり、汗ばんだ身体からだをタオルで拭ふき拭きしてあげたり、温ぬるくなった氷ひよう嚢のうを交換してあげたり、そのうち瑠璃お姉ちゃんの身体は内側から燃え上がるような情欲にかられて、その汗ばむ四し肢しがお兄ちゃんを求めるように艶なまめかしくうねるんだよ」

　藤とう紫し郎ろうは胡桃くるみの発言の後半部分を脳内で削除した。

「氷嚢はないかもしれんから、冷却ジェルシートを買っていこう！　おかゆだってつくってやる！　お米をコトコト煮込めばいいんだよな？」

「お兄ちゃんの熱くて白くて濁ってて指でつまめるくらいドロドロしたのを、無む理り矢や理りお口の中にぶちまけられるなんて……ハァハァ……瑠璃お姉ちゃんが羨ましいよ！」

　赤面してほっぺたを両手で覆おおいながら、胡桃が腰とお尻しりを左右にフリフリさせた。その仕草に静しず流るがダッシュのスタートを切る。

「胡桃さん可愛かわいい！　心のあれがいきり立ちそうだ。僕と友達以上の関係になろうよ！」

「チッ！　せっかく妄想してるのに、静流は胡桃の天敵と書いてライバルだね！　心におちんちんを持つ変態め！」

（――この二人に比べれば、俺おれってやっぱ、ごく普通の男子高校生だよな）

　俊しゆ敏んびんな動作で胡桃は窓を開けると、上履きのままグラウンド方面に飛び出していった。静流がそれを追いかける。

　教室を出る寸前のところで、静流はすれ違い様に藤紫郎にそっと呟つぶやいた。

「瑠璃さんのこと、よろしく頼むね」

「あ、ああ……知らせてくれてありがとうな」

　二人の背中が遠くなるのを見送って、藤紫郎は意を決した。

「とりあえず一いつ旦たん家に帰って自転車だな」

　瑠璃の家にいきなり押しかけるのも迷惑かとも思ったのだが、彼女があの広いお屋や敷しきにひとりぼっちかと思うと、藤紫郎はいてもたってもいられなかった。



　おかゆの作り方を母親に教わると、藤紫郎はお米とミニ土鍋と調味料に梅干しをリュックに入れる。家に買い置きがあった冷却ジェルシートと、タオル類も詰め込んで藤紫郎はすぐに家を飛び出した。

　瑠璃の家の近くにはコンビニもない。途中で５００ミリリットルのペットボトルのお茶を買って、自転車の前まえ篭かごに放ほうり込むと藤紫郎はペダルを漕こいだ。

　夕日が落ちて夜が近づいている。瑠璃の家まで市内を縦断するような距離だった。ちょっとしたサイクリングだ。

　市街地を抜け、繁華街をまたぎ、段々と寂しい風景になり、森が目前になった。この先、私有地の看板を越える。瑠る璃りの住むお屋や敷しきは私有林の奥だ。

　外灯の数がぐっと減った。緑道はカーブがあるごとに反射板こそあるのだが、夕日も落ちて周囲はほぼ、真っ暗だ。

　森のそこかしこから獣のうなり声でも聞こえてきそうな……そんな不気味さに藤とう紫し郎ろうは自転車を加速させる。

（――夜になるとこんなに怖いのかよ！　森やべぇ！）

　ほぼ一本道なので迷うことはないはずなのに、自分がどこにいるのかわからず藤紫郎は迷子になったような気分だ。

　ひとりぼっちで心細い。

　灯あかりが欲しい。行くべき道を標しるしてくれる光が欲しい。道は決まっているかもしれないけれど、灯りがあれば希望がもてる。

（――俺おれは瑠璃先輩の……光になりたい）

　自転車のライトだけを頼りに、緑道を進む。進む。進む。

　ようやく森の奥に灯りが見えた。このあたりにあるのは瑠璃の住む姫ひめ宮みや邸だけだ。

　やっと森を抜けて、藤紫郎は洋館の前にやってきた。自動車ならあっという間だが、自転車で来るのはそこそこしんどく、さらに今回は暗くら闇やみの森というおまけ付きだ。それをなんとか突破した。

　自転車を適当なところに停とめると、買っておいたペットボトルのお茶を開封する。喉のどがからからで、半分が一瞬でなくなった。

「……ぷっはー。コンビニで１リットルのやつにしとくべきだったかな」

　お茶で一息ついてから、藤紫郎は玄関前にやってきて……考える。

　灯りは瑠璃の部屋のもので、うすぼんやりとしていた。時刻は午後六時半。寝るには早いが、今の瑠璃の体調だともう寝ているかもしれない。

　チャイムを鳴らして、瑠璃に玄関まで降りてきてもらうのも苦労をかけてしまう。

「まさか鍵が開いたりしてないよな」

　玄関のドアノブに手を掛けると……軽い感触でドアノブが回った。

「へ？　ど、どうして？」

　藤紫郎が扉を開けると、屋敷の玄関ホールは真っ暗だった。観かん音のん開びらきの扉の片方を開ききって藤紫郎が一歩前に出る。

「まいっか！　そんじゃあおじゃましまッ!?」

　ひゅん！　と、何かが空を斬きった。それがフライパンだということに気づくまで、藤紫郎にはタイムラグがあった。

　ばたりと暗くら闇やみの中に人影が倒れる。長い髪が絨じゆ毯うたんに広がった。呼吸を荒くして伏したのは……パジャマ姿の瑠る璃りだ。その手からフライパンが放ほうり投げられて床に転がった。

「る、瑠璃先輩！　大丈夫ですか!?」

「その声……富ふ士じ岡おか……君？」

「すいません。てっきり寝ているものだとおもって。こっそり中に入るはずが、まさか迎撃されるとは想定外でした」

　藤とう紫し郎ろうは瑠璃の身体からだをおんぶした。その身体はじんわりと熱を帯びている。

「びっくりするじゃない。侵入者かと思ったんだから」

「し、侵入者って……」

「用心のために、森に警報器程度だけど結界を張ったのよ。前に侵入者対策のこと話したじゃない？」

　藤紫郎はなんとなく思い出した。確かにそんな話をしたかもしれない。

「来るならメールでも……電話でも……」

「電話しても出てくれないじゃないですか」

「それは……そうだけど。毎回、貴方あなたって強引で……こちらの都合なんて無視して……」

　瑠璃はしゅんとしてしまった。小さな肩が一層小さくなる。藤紫郎は胸を張った。堂々と告げる。

「悩むこともあるけど、結局最後には突っ走る。そういう性分なんですよ俺おれって。だからお見舞いに来ちゃいました」

　瑠璃はじっと藤紫郎を見据えてから、冷たい口調で言いはなった。

「帰って」

　短い一言に、猛烈な拒絶を藤紫郎は感じた。

　それでも少年に引き下がるつもりは無い。

「こんなに弱ってる瑠璃先輩を放ってはおけません」

「私なら独りで大丈夫よ。今までも……」

　藤紫郎は最後まで瑠璃に言わせなかった。

「これからは……違います。いつだって俺がそばにいます。呼べば必ず駆けつけます。先輩がどこにいても。それが世界の果てだとしても」

　藤紫郎は優しく微笑ほほえむ。

「う、嘘うそよ。人間の富士岡君に、そんなことできるわけ……」

「俺は先輩の犬ですから。人間にはたどり着けないところにだって行けますし、匂においで先輩の居場所だって探し当てるし！」

　そっと藤紫郎は自分の首もとに指をあてた。

「先輩との絆きずなは消えません。犬でもいいから、そばに居させてください」

　瑠る璃りの瞳ひとみが一瞬、潤んだ。

「鍵……預けるから、私を部屋まで連れて行ったらすぐに帰ってね。お見舞い、来てくれただけで嬉うれしいから……風邪うつしちゃうかもしれないし」

「先輩からもらえるものならなんだってもらいます。看病するまで帰りません」

「へ、へんらい」

　瑠璃のろれつは回らずツッコミにもキレがない。

「というか、なんで鍵を開けてたんですか？」

「侵入者に襲われる前に……先制攻撃」

「意外なところでアクティブですよね瑠璃先輩って。そういうところも萌もえです」

「……うう」

　藤とう紫し郎ろうは瑠璃を背負って階段を上る。薄暗い屋や敷しきの中、耳元に瑠璃の熱い吐息がくすぐったい。

「それにしても、瑠璃先輩びしょびしょですね」

「……な、なにいってるのよ？　ぬ、濡ぬれてないわよ！」

「いや結構濡れてますよ。汗でパジャマが……だから着替え用意しますね。あと、冷却ジェルシートももってきました」

　瑠璃の部屋の前に到着した。ドアを開く。瑠璃をベッドの上に優しく、そっと降ろした。藤紫郎が瑠璃の寝室に入るのはこれで二度目だ。

「はい、到着しました」

「あ、ありがとう……なんだか二人きりになるのって、すごく久しぶりね」

「そうですね。最近は賑にぎやかになりましたし」

　ランプのような電気スタンドの灯あかりが、ぼんやりとベッドサイドを照らしている。

「やっつける悪魔もいなくなっちゃったものね」

　普段の瑠璃らしくない「やっつける」なんていう言い方に、藤紫郎は違和感を覚えた。今の瑠璃は生徒会長のキリッと凛り々りしい彼女ではなく、普通の女の子なようだ。

「その件に関してなんですけど、本当に他の悪魔の気配はなくなったんでしょうか？」

「…………？」

　ベッドに腰を落ち着けて瑠璃は首を傾かしげた。

「俺おれの鼻、人間の時も少し利くようになったでしょ？　実は旅行の時とか、体育祭の時もなんですけど、悪魔の匂においを何度か感じてるんです。でも、後一歩のところで逃げられたりして……もしかして、その悪魔は気配を消すのが得意なタイプなんじゃないかな……って。前にもそういう悪魔がいるって、瑠璃先輩言ってましたよね。瑠璃先輩が熱を出したのも、その隠れている悪魔の影響なのかな……と、思うところもあったりなかったり」

「えっと……えっと……」

　瑠る璃りの顔はどことなくぼんやりしている。熱で頭が回らないようだ。

「お腹なか……空すいた」

「へ？」

　藤とう紫し郎ろうの推理そっちのけで瑠璃はぽつりと呟つぶやいた。

　瑠璃はぺろっと舌なめずりをしながら藤紫郎を見つめている。パジャマの背中側がもぞもぞしていた。

「美お味いしそう……富ふ士じ岡おか君……すごく良いい匂においがする……」

「ま、待った！　先輩のその美味しそうって……」

「……あっ」

　何かに気づいて瑠璃は肩を落とした。

「ご、ごめんね富士岡君。一瞬、富士岡君のこと……」

「お、俺おれはその……瑠璃先輩になら……」

「いけないわよ。私は人間でありたいの。誘惑しないで！」

（――これじゃあやっぱり、俺がそばにいるだけで先輩を苦しめてるみたいだ）

　藤紫郎は頭を抱えた。

「あのね、富士岡君。私の中の悪魔の力がふくれあがってるのって、隠れている悪魔とは……関係ないと思うの」

「そ、そう……ですか」

　となると藤紫郎が思い当たるのは一つ。

　藤紫郎はある意味、瑠璃の所有物というか縄張りの中のものだ。悪魔は自分の縄張りを荒らす者に対抗しようとする本能がある。藤紫郎と真ま森もりが一緒にいるのを、瑠璃の中の悪魔の本能が「領域侵犯」と認識してしまったのかもしれない。

　瑠璃が「契約解消」と言い出したのも、藤紫郎を瑠璃の所有物から外したかったからだろう。

　悪魔の縄張り意識の外に藤紫郎が出ないまま、他の女の子と藤紫郎が仲良くすると、瑠璃は苦しむことになる。

　瑠璃は瑠璃なりに藤紫郎の事を案じていたのだ。

　急に「ぐぎゅるるるるるる」と、地の底から這はい出でたような音が響いた。静かな森の奥の洋館の一室で、余計にその音は大きく聞こえる。

　瑠璃の顔が真っ赤になった。

「べ、別に今のは……」

「先輩！　ここは俺に任せてください！」

「だ、だから富士岡君を食べるようなことはしないって……」

「違いますってば。俺の料理を振る舞おうっていう企画です。今回のお見舞いのメインイベントですから！」

「富ふ士じ岡おか君、料理できるの？」

「もちろん！　たぶん！　いや、きっとできます！」

「段々弱腰になってるわよ？」

「まずは俺おれが着替えをもってきます。えーと、このクローゼットですか？　わぁ、引き出しの中に丸めてある色とりどりの布地が、まさにパンツの宝石箱やぁ」

「や、やめて富士岡君！　着替えは自分でやるから！」

「じゃあ、俺はキッチンをお借りするんで、その間に着替えてください」

「……う、うん」

　藤とう紫し郎ろうが仕切ると瑠る璃りは案外素直にされるがままな時がある。普段はお姉さんぶったり先輩ぶったりご主人様チックなのだが、こういう時に出る素の瑠璃の表情に、藤紫郎はギャップ萌もえ死にそうだ。

（――あぁぁやっぱり可愛かわいいな瑠璃先輩って……この気持ちも淫いん魔まの魅了だか魅惑だかなのか？　いや、違うぞ！　断じて違う！　我萌ゆる故ゆえに我ありだ！）

　藤紫郎はクローゼットの引き出しを閉じると、玄関前においた荷物を取りに瑠璃の部屋を出るのだった。



　瑠璃は料理をしない。

　するのは洗い物だけだ。しかも、毎回それは必要最低限である。食事よりもティーセットの片付けの方が手間がかかるくらいだった。

　相変わらず、姫ひめ宮みや家の冷蔵庫の中には冷凍食品とレトルト食品だらけだ。

　その割りに、調理器具はなんでも揃そろっていた。どれも使われずに新品状態だ。圧力鍋や蒸し器や中華鍋にホットプレート。探せばなんでも出て来そうである。

　キッチンの下部収納スペースを見て藤紫郎はあっけにとられた。

「うわ！　この土鍋、何人用だ？」

　両手で抱えるほどの大きな土鍋まであった。

「一人暮らしには無用の長物ってやつだよな。季節外れだけど、今度みんなで鍋パーティーでもするかな、こりゃ！」

　巨大土鍋を見ながら藤紫郎は呟つぶやくと、持参した小さな土鍋をコンロに乗せた。お米を研いでザルにあける。

「えっと……ともかく、米が柔らかくなったらいいんだよな」

　研いだお米を鍋に入れて水を張った。

「確かおかゆの作り方は……始めちょろちょろ中ぱっぱ？　赤子泣いても蓋ふたとるな……だっけ？」

　土鍋を弱火にかけてから、藤とう紫し郎ろうは一息つく。

「まあ、すぐには沸騰しないだろうし……」

　リュックの中から冷却ジェルシートの箱を取り出すと、軽い足取りで藤紫郎は瑠る璃りの部屋に戻っていった。

　階段を上ってドアをノックもせずに、がちゃりとあける。

「瑠璃先輩！　ジェルシートいかがですか……おおおおおおおおおおおおおおお！」

　薄明かりの中で瑠璃がパジャマの上着を脱いだところで、ぴたりと動きを止めた。

「な、ななななななななななななななんでいるのよ！　わざとなの富ふ士じ岡おか君!?」

「ちがいますちがいます！　瑠璃先輩のおっぱいなんて興味ありません！　嘘うそです！　興味あります！」

「出て行ってちょうだい！」

「は、はいぃ！」

　ジェルシートを部屋の中に置くと、藤紫郎はすぐに扉を閉めた。瞳ひとみを伏せまぶたの裏で思い起こす。

　瑠璃の珠たまのような肌を。丸いふくらみを。美乳だ。淫いん魔まモードで迫られた時のドキドキとは違う、ごくごく普通のありふれた幸せを、藤紫郎は噛かみしめてぽつりと呟つぶやく。

「明日への活力がみなぎってきたかも」

　そうこうしている間に、キッチンでは着々とおかゆではなく美お味いしいご飯が炊けつつあるのだった。



　キッチンで適当なトレーを見つけると、藤紫郎は少し浅めの器と、レンゲが見つからなかったので代わりに銀のスプーンを用意した。小皿に持参した梅干しを添える。

「こういうのは、蓋ふたを取った時の幸せな湯気がポイント高いんだよな」

　トレーに鍋敷きを敷いて、その上にミニ土鍋をセットした。

　運びながら藤紫郎は先ほどの失敗のことを考える。

　瑠璃の部屋の前で、まず最初に声をかけた。

「先輩！　ご飯ができました！　入ってもいいですか？」

　ワンテンポあってから、瑠璃の声がドア越しに聞こえた。

「ど、どうぞ」

　藤紫郎はトレーを片手で支えつつドアを開く。瑠璃はパジャマを着替え終えていた。

　上半身を起こしている。藤紫郎はトレーを手にベッドサイドの腰掛けに座る。

「先輩、こういう時はおかゆです！」

「ほ、本当に富士岡君がつくってくれたの？」

　瑠璃の瞳が潤んだ。

「はい！　梅干しも用意しました。食べられる分だけでいいんで、少しでも食べて早く元気になってください」

「私の場合はその……本当は……風邪とかじゃないんだけど」

「風邪です！　先輩は普通の女の子で、風邪を引いてしまっただけです」

「……う、うん。いただきます」

　瑠る璃りがひざの上にトレーをのせる。

「熱くないですか？」

「大丈夫そう」

「じゃあ、蓋ふたをとりますね」

　藤とう紫し郎ろうがかぽっと土鍋の蓋をとった……瞬間、白い幸せな湯気と一緒に、炊きあがったつやつやのご飯が姿を現す。

　藤紫郎の目が点になった。

「あ、あれ？　おかゆがご飯に化けた!?」

　瑠璃がぷふっ！　と、噴き出した。

「普通、ご飯を炊こうとして失敗しておかゆになることはあるけど、上う手まくご飯が炊けちゃったみたいね」

「すいません先輩！　俺おれ、このご飯をおかゆにしてきます！」

　瑠璃はそっと首を左右させる。

「せっかくだから、このままいただきます」

　土鍋から取り皿に炊きあがったご飯をよそい直すと、瑠璃は梅干しをその上にのせてスプーンで食べ始めた。

「ど、どどど、どうですか先輩？」

「すっぱう！」

「すっぱいですか！　なんか噛かんでますよ！」

「梅干しってこんなにすっぱいのね。でも、ご飯にぴったり……すごく美お味いしい。普通のご飯なのに……不思議ね」

　瑠璃は涙ぐんでいた。

「そ、それはきっと土鍋で炊いたからですよ！　炊飯器のＣＭでも土ど鍋なべ釜がまとか銅釜とか、各社アピールしてますし……ご、ごめんなさい！　むしろこのご飯で今からチャーハンを作るべきですよね！　おかゆならまだしも白飯って！」

　急に女の子に泣かれて藤紫郎は混乱した。

「ち、違うのそうじゃなくて……嬉うれしくて……もちろん富ふ士じ岡おか君が作ってくれたものならなんでも嬉しいけど……」

　瑠璃もしどろもどろになっていた。

　二人の視線がからみ合う。瑠る璃りが淫いん魔まで、藤とう紫し郎ろうがその犬で……そういったことはどこか遠くに追いやられて、今は二人きり。普通の男の子と女の子。

　瑠璃が伏し目がちになった。

「あ、あの……富ふ士じ岡おか君にお願いがあるの」

「な、ななななんですか先輩！　俺おれにできることならなんなりと！」

　瑠璃はそっと藤紫郎にスプーンを差し出した。

「あのね……あ、あーん……させて」

「そ、それって……いいんですか先輩!?」

「わ、私は今、病人だからちゃんと介抱してもらわないと。ね？　お願い」

「わかりました。むしろ、望むところだ！」

　藤紫郎はスプーンを手に、ご飯を一口分すくうと瑠璃の口元にもっていく。親鳥からエサを与えられるヒナのように、瑠璃は藤紫郎に食べさせてもらった。

　瑠璃は目を細める。

「心細い時に誰だれかがそばにいてくれるのって、こんなに嬉うれしいものなのね」

「先輩……」

　藤紫郎の胸は苦しくなった。瑠璃が熱を出したのは自分の責任だ。今はそんな自分が、瑠璃に頼りにされている。

「ごめんね富士岡君。富士岡君の気持ちも考えないで、あんなこと言って」

「あんな事って……あ、あれはいいんですよ！　というか仕方ないことです。悪魔を倒す以外で、俺がそばにいて先輩がその……俺を……」

「ずっとね……淫魔の力のせいだとおもってたの。富士岡君が私に優しいのも、私のことを好きだと言ってくれるのも。富士岡君のことを信じられなかった……私がいけないのよね」

「自分を責めないでください先輩！　魅了する力は先輩にとって、持って生まれた当然ある力なわけだし、俺がそれで魅了されているかもしれないって思うのも、なんつうか当然なわけだし、そもそも俺は……先輩の魅了の力を受けてないって言い切れないっていうか……いや、もう受けまくりですから！」

「や、やっぱり私の淫魔の力のせいなのかな」

「そうかもしれない。けど……そうじゃないかもしれない！　これだけはハッキリしてます。俺は先輩が大好きなんです。淫魔の先輩も、生徒会長の先輩も、こうして病気でちょっと元気がないけど、俺に甘えてくれる先輩もみんなみんな、同じくらい好きです！」

　瑠璃の頬ほおに涙が伝った。

「みんな……好き？」

「はい！　だから……淫魔の部分だけを嫌うことなんてできないんです。全部ひっくるめて瑠る璃り先輩なんですから！　淫いん魔まの力で俺おれを傷つけそうになっても、恐れないでください。俺はいつだって先輩の味方です」

「じゃあ……真ま森もりちゃんとはどうして？」

「それは……その」

「言えないの？」

「い、言います！　というか、黒くろ川かわ先輩には俺が言ったことばらさないでくださいね。実は……俺が頼んだんです。瑠璃先輩ともっと仲良くして欲しいって。黒川先輩も素直じゃないから、瑠璃先輩には直接仲直りしたいって言えないんですよ」

「真森ちゃん……そ、そうだったんだ」

「その交換条件として、体育祭の二人三脚のパートナーをお手伝いしたんです」

「じゃあ、体育祭の時、保健室でしてたのは？」

「あ、あれは……俺の趣味です！」

　瑠璃はトレーを膝ひざの上からそっとサイドテーブルに置くと、背中側でクッション代わりにしていた大きな枕を手にした。

　それを藤とう紫し郎ろうの顔面めがけてばふん！　と叩たたきつける。

「富ふ士じ岡おか君のエッチ！」

「枕からも先輩の匂においがして幸せ！」

「富士岡君はペロペロ好きなの？」

「いやぁ……お恥ずかしい」

　本当は真森が「犬嫌いを直したいから」という理由で変身したのだが、結果的には藤紫郎も悪乗りしたのだし、真森の名誉のためにも藤紫郎は「真森からお願いされた」とは言えなかった。

「やっぱりご飯は自分で食べるから、富士岡君はお水もってきてちょうだい」

「は、はい、ご主人様」

　最後までラブラブあーんタイムはできなかったものの、瑠璃が少し元気になってくれたような気がして、藤紫郎は嬉うれしかった。



　瑠璃は残さず藤紫郎のご飯を食べきった。藤紫郎は洗い物を片付けると、瑠璃が先ほど着替えたパジャマ類を洗濯機のあるバス＆ランドリールームに持って行く。とりあえずまとめて洗濯機に入れておいた。本当ならネットに入れなければならないものもあるのだが、瑠璃に「まじまじと見たらだめ！」と釘くぎを刺されていたのだ。

　瑠璃の部屋に戻ると、瑠璃は布団をかぶっておとなしくベッドに横になっていた。

　部屋の中は静かだ。風の無い夜で木々のざわめきすら聞こえない。まるで周囲のすべての生き物が、息を殺して静かにしているようだった。

「あの、先輩？　他に俺おれに出来ることはありますか？」

「えっと……」

　布団に入った瑠る璃りが、頭まで布団をかぶって呟つぶやく。

「一緒にいて」

「一緒に……ですか」

「今晩ずっと、そばに……いてほしいな」

「わかりました。じゃあ今回もソファーを使わせてもらいますね」

「あ、でも……明日も学校……」

「早起きしてマッハで帰って、ダッシュで学校行くから心配無用です。俺、朝は強いんですよ！」

　瑠璃は布団から顔を出すと、こくこくと感心したように頷うなずいた。

「じゃあ、灯あかり消すね」

　午後九時の五分前で、寝るには早すぎる時間だ。

「はい。お休みなさい瑠璃先輩」

　まだまだ目は冴さえているのだが、藤とう紫し郎ろうはソファーに横になるとケータイで母親に「今夜はつきっきりで友達の看病をします」とメールを打った。

　部屋の中が真っ暗になる。カーテンで月明かりも遮しや断だんされた。瑠璃の吐息がかすかに聞こえる。

　藤紫郎は目をつぶった。

（――前にもこんな状態で瑠璃先輩のスイッチがオンになったっけ。別に期待してるわけじゃないぞ！　このまま何事もなく朝を迎えて、瑠璃先輩もじきに元気になって……そうすれば全部今まで通りだ）

　ぎゅっとまぶたに力をいれたまま、藤紫郎はふと思う。

（――けど、瑠璃先輩が本当に俺のことを……淫いん魔まとして食べようとしたら俺は……どうするんだろう。拒むべきなのか？　そうしたら淫魔の瑠璃先輩は傷つくよな。瑠璃先輩は理性で淫魔の力にあらがってるけど、いつも辛つらそうだし。いっそ俺が死なない程度に食われるとかできないんだろうか？　瑠璃先輩のお父さんって人間で、大淫魔の先輩のお母さんと無事、子供ができて……い、いかん。俺がエロ方面を希望してどうする！　何かないのか？　瑠璃先輩の淫魔の力を、瑠璃先輩自身が理性で抑え付ける以外で弱める方法って……俺にできることは……）

　考えているうちに、段々と藤紫郎の意識は闇やみの中に溶けていった。



　藤紫郎は呼ばれて気がついた。

　部屋の中は真っ暗で、藤紫郎は身体からだを起こした。

「富ふ士じ岡おか君……苦しいよ……熱いよ……」

　瑠る璃りがベッドの上で身もだえる。掛け布団は瑠璃に蹴けり落とされていた。

　ケータイを開いて藤とう紫し郎ろうは時刻を確認する。深夜零れい時じを回ったところだ。

（――そういえば、瑠璃先輩を召喚したのも深夜だったよな）

　淫いん魔まの力が強まる時間帯があるのかもしれない。そう思いながら、藤紫郎はベッドサイドまでやってくる。ランプのような電気スタンドを点灯した。

「先輩！　大丈夫ですか……ああ、なんかすごい熱だ！」

　藤紫郎はそっと瑠璃の額に手を当てた。自分と比較するまでもなく熱を帯びている。

「すぐに冷やしますから！」

　持参したジェルシートの箱を開くと、瑠璃の額にぴとっと当てた。瑠璃の苦しげな表情が和らぐ。

「よかった。これで八時間くらいは持つはずで……あれ？」

　貼はったばかりのジェルシートがあっという間にひからびた。瑠璃が再び苦しみ始める。

「ど、どどどどどうしよう！　そうだ氷だ！　最悪、冷凍チャーハンの袋を氷ひよう嚢のう代わりにするって手もあるぞ」

　藤紫郎がベッドから離れようとした瞬間、瑠璃の手が藤紫郎の手をきゅっと握った。

「行かないで富士岡君……」

「先輩……でも、このままじゃ先輩が……」

　瑠璃は汗だくだった。先ほど着替えたパジャマが再び汗で肌にぴとりと張り付いてしまっている。

「おねがい。そばにいて。富士岡君のこと、絶対に傷つけないから……逃げないで。私のそばにいて。いなく……ならないで」

　意識がぼうっとしているのか、瑠璃は頭をふらふらさせながら藤紫郎の手を強く握る。

「どこにも行きませんってば！　ちょっと瑠璃先輩の熱を冷ます準備をするだけです」

　瑠璃は首を左右に振った。

「熱は……淫魔の力が元だから、普通に冷やすのは無理なの。魔力を帯びた熱なの。やっぱり……富士岡君が言った通りだったのかな？」

「俺おれの言ったことって、何かありましたっけ？」

「市内の悪魔は全部いなくなったって思ってた。けど、気配を隠すのが上う手まい悪魔がいたのね。私は見て見ぬふりをしたかった。普通の女の子になれるって思いたかった。でも、身体からだは正直みたい。こんなに熱くなって……ぼうっとしてほてって……あ……んんっ」

「せ、先輩ストップ！　瑠璃先輩まで変態化しちゃったら、まともな人間がいなくなっちゃいますから！　先輩は俺たちの中の唯一の良心的ポジションなんです！」

「……え？　あ……違うの。そういう意味じゃないの！」

「よかった先輩。天然発言だったんですね」

「うう……ばか」

「ともかく、その悪魔を探して倒しましょう。向こうは何度もこっちの偵察には来てるみたいだし、うまく罠わなを仕掛けて……」

「わ、わかったわ。でも、その前に……富ふ士じ岡おか君。お願いしていい」

「は、はい！　なんなりと！」

「ぺ……」

「ぺ……なんですか？」

「ち、違うの！　あの……あのね……汗がすごくて」

「じゃあタオルでさっと拭ふきましょう。本当は着替えた方がいいと思うんですけど」

　藤とう紫し郎ろうは自分のリュックからタオルを取りだした。

「それじゃあ脱ぎ脱ぎしてください」

「み、見ちゃだめ……」

　瑠る璃りは電気スタンドを消してしまった。目が慣れないため藤紫郎の視界はうすぼんやりと暗いままだ。衣きぬ擦ずれの音とともに、瑠璃が背中をはだけさせた。

　少しずつ目が慣れてきて、藤紫郎はその背中のシルエットを確認する。

　淫いん魔まモードの瑠璃は悪魔の翼が生えるのだが、今の瑠璃の背中は普通の女の子のそれだった。瑠璃は黒髪を肩に掛けて前にもっていく。藤紫郎はそっとタオルで背筋をなぞった。

「ど、どうですか先輩？」

「とっても気持ちいい」

　藤紫郎はタオル越しに瑠璃の肩や首筋のライン、脇の下から脇腹にかけて汗をぬぐっていった。

「ひゃん♪　そ、そんなところいきなり……」

「す、すいません！」

「うう……富士岡君が女の子ならよかったのに」

「俺おれも美少女に生まれたかったです」

　藤紫郎はリビドーが膨らまないよう意識を集中した。

「せ、先輩。こんな感じでどうですか？」

　背中側の汗を拭き取ったのだが、それ以上先に行くのは藤紫郎の理性が持ちそうにない。

「も、もっと……」

「でも、前はいけません！　後ろからが精一杯です！」

「お、お願い富士岡君。ぺ……」

　瑠璃が言わんとしていることを、藤紫郎も想像がついてしまった。

（――確か、ペロペロって魔力を弱める力があるんだよな）

　瑠る璃りは言い出せずにいる。自分からペロペロして欲しいなんて、変態さんもいいところだ。

（――実際、黒くろ川かわ先輩はムッツリ変態さんだったわけだが……）

　急に瑠璃は振り返ると、藤とう紫し郎ろうに抱きついてきた。その柔肌と、何も隔てるもののないおっぱいがすいつくように藤紫郎の胸にあたる。

「言わせないで！　恥ずかしいから！」

　藤紫郎は再び心を鬼に……もとい、犬にした。

「わかりました。覚悟はいいですね」

「あ、あのね……犬になったら、私の魔力が収まるまで……人間に戻らないで」

「戻るとやばいってことですね」

「うん。人間に戻ったら……富ふ士じ岡おか君のこと……」

　藤紫郎にとって、これはもしかしたら命がけの戦い……かもしれない。

「わかりました。じゃあ、行きます」

　瑠璃の胸の感触に藤紫郎のリビドーはふくれあがった。

「変身！」

　少年の身体からだが黒い炎に包まれるやいなや、みるまに縮んでチワワになる。瑠璃は身体を投げ出すようにベッドに仰あお向むけになった。藤紫郎はそのお腹なかのあたりに前足を乗せる。お腹のラインから続く薄暗い丘陵の先に二つの小高い山が見えた。

（――絶景だ）

　チワワになったおかげか、人間モードでは控えめなサイズの瑠璃の胸も超特大だ。瑠璃は覚悟を決めたように目をつぶった。

「早く……して」

「わ、わん！」

　藤紫郎はまず「鼻」の力を発動させる。

「ハスハスクンカクンカスーハースーハー……」

　おへそや脇の下に鼻先をつっこんで匂においを探る。どこからも瑠璃の匂いがするのだが、手て応ごたえならぬ鼻応えがない。

（――まさか……し、下!?）

　藤紫郎に戦せん慄りつが稲妻の如ごとく駆け抜ける。今まで何人かの女の子をペロペロしてきたのだが、ついに来るときが来てしまった。

「い、いいんですか先輩？」

「ぜ、絶対噛かんじゃだめだからね。ぺ、ペロペロだけで十分だから」

　藤紫郎は自分の中の賢者を呼び出した。

（――俺おれは犬で、これは治療の一環で、アニマルセラピーの一種で、だからいやらしさとは無縁なんです）

　藤とう紫し郎ろうは薄暗い谷間に顔を埋うずめた。

　目をつぶって、全神経を「舌」に集中する。

「ペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロリンペロペロペロペロペロペロペロペロ」

　瑠る璃りが左手の小指をきゅっと噛かんで声を殺す。

「――――ッ!?」

　藤紫郎のペロペロに瑠璃の頭の中はジンジンと痺しびれていった。瑠璃の中で暴走していた力が抜けていく。

「ペロペロペロペロペロペロペロペロ……なんか舐なめても舐めてもペロペロペロペロペロペロペロペロ」

「実況しないで！」

「すいまペロペロせんペロペロ」

　瑠璃の右手がベッドのシーツをぎゅっと掴つかむ。全身をこわばらせるように硬直させながら、瑠璃は足の指先までぴんっと伸ばしきっていた。

　細かく全身を痙けい攣れんさせる。

「で、出ちゃう……悪魔の力……も、漏れちゃう」



    

  
    
      



    

  
    
      「へ？」

　藤とう紫し郎ろうが顔を上げた瞬間、瑠る璃りの背中に翼がぶわっと広がり、お尻しりから尻しつ尾ぽがにょろりと鎌かま首くびをもたげた。瑠璃は身体からだをピーン！　とさせてから、ぐったりと力が抜けていく。藤紫郎はそっと瑠璃の身体から離れた。

「瑠璃先輩？　だ、大丈夫ですか？」

　瑠璃の頭の方に回り込むと……彼女は満ち足りた表情を浮かべて寝息を立てていた。

「これで、よかったのか？」

　一瞬、飛び出した悪魔の羽と尻尾もすぐに引っ込む。藤紫郎は鼻をハスハスさせた。瑠璃の魔力は発散されたのか、弱まって沈静化している。

　藤紫郎はベッドから降りると人間モードに戻った。

「よ、よし！　任務完了だ」

　起こしてしまうのも悪いと思い、藤紫郎はベッドの下においやられた掛け布団をそっと瑠璃にかぶせた。もう一度、薄暗い中でその寝顔を確認する。

（――ああ、瑠璃先輩可愛かわいいなぁ）

　こんな可愛い人のあんな部分をペロペロしてしまった。藤紫郎は……悶もだえ死じにそうだ。

（――今回は危なかった。もし、何かの拍子で人間に戻ってたら……こんなもんじゃ済まなかったかもしれんし、俺おれの命も儚はかなく散っていたかもしれないのか。人を好きになるのって、命がけなんだな）

　瑠璃に関しては特殊なケースかもしれないのだが、藤紫郎はしみじみ思う。

（――それにしても……ああ……なんだろう。瑠璃先輩にキスしたい。でも、寝込みを襲うなんて人として間違ってるし……苦しいぞプラトニック！）

　瑠璃の寝顔にドキドキして今度は藤紫郎の方が熱っぽくなってしまった。

「いかん。ちょっと外で風にあたってこよう」

　藤紫郎はそっと音を立てないように気をつけながら、瑠璃の寝室を後にするのだった。



　玄関から外に出て藤紫郎は屋や敷しきの裏手に回る。夜の空気はどことなくひんやりとしていて、ほてった身体に心地よかった。

「はぁ……先輩の……はぁ……あんなところを……いや、目をつぶってたし暗かったし、ちょっとずれてたかもしれないし、俺がペロペロしたのって、おへそのちょっと下あたりだ！　きっとそうだ！　そうに違いない！　だからアレは全部汗で、舐なめても舐めても汗が溢あふれてたんだ！」

　自分に言い聞かせながら藤紫郎は屋敷の裏手に回った。手入れの行き届いた小さなバラ園に出る。藤紫郎はそこにあったベンチに腰掛けた。空を見上げれば星が瞬またたき、月は高い位置から西に傾こうとしている。

　ほのかに漂ただようバラの香りの中に、藤とう紫し郎ろうは違和感を覚えた。

「この感じ……さっきの瑠る璃り先輩に近いけど……違う！」

　座ったばかりなのに立ち上がり、藤紫郎は周囲を見回した。月明かりに照らされたバラ園に、人の気配はない。

「いや、気配はないけど間違い無い……誰だれだ！」

　こんなところに隠れているとすれば、可能性は二つだけ。

　一つは胡桃くるみだ。藤紫郎と瑠璃をストーキングしてハァハァして動画撮影までしていてもおかしくない彼女……だが、先ほどのペロペロを見たなら変態エリートな胡桃はどうするだろうか？

（――あいつなら、乱入してくるに違いない！）

　それが無かったとすれば、やはり可能性は一つだけだった。

「出てこい！　お、俺おれが相手になってやる！」

　瑠璃を狙ねらっているのか、気配を消しながらも時折、藤紫郎に感知されていた悪魔が隠れている。少年は確信した。

「へ、変身！」

　藤紫郎は機動性と持続性のバランスを考え、チワワではなく柴しば犬いぬモードを選択した。

「ハスハス……森の奥か。なんか、今回は前よりもハッキリと匂においがわかるぞ」

　瑠璃のことをハスハスペロペロしたことで、悪魔の匂いをさらに感じることができるようになったのか、藤紫郎の「鼻」は匂いの足取りを完璧に捉とらえていた。

（――陽動かもしれん。俺がお屋や敷しきを離れている間に瑠璃先輩を……でも、ここで逃したら……）

　相手の目的がわからないため下へ手たに動くのも危険だが、藤紫郎は自分の「鼻」を信じることにした。

　悪魔が二体以上いたり、その契約者がどこかに隠れていれば「鼻」が反応するはずだ。

（――匂いは一つ。相手は……一人！）

　柴犬は森の中へと飛び込んだ。何度も逃げられた相手だが、今度こそ捕まえる！　そんな気概で全身の筋肉をフル活用し、匂いを追いかける藤紫郎。

　だが、気づいていなかった。

　相手がどんな悪魔であれ、瑠璃の力がなければ藤紫郎は、悪魔に対してちょっと強い「犬」でしかないのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

５．それでもやっぱり隣にいていいですか？



　藤とう紫し郎ろうの「鼻」がそこに強烈な存在を感知していた。

　薄暗い森の中だが、藤紫郎にはわかる。

「そこだッ！」

　藤紫郎は虚空に体当たりをした。瞬間、ドスッ！　と、藤紫郎の鼻が突き刺さる。

　見えないのだが、間違い無く藤紫郎の鼻はお肉とお肉の間に挟まっていた。

「ハスハスハスハス！　間違い無い！　ずっと瑠る璃り先輩をつけ回してたのはお前だな！」

　藤紫郎の目前に、すうっとその圧迫感の正体が姿を現した。

　むちっと閉じた太ももの間に、藤紫郎の鼻がこじ開けるように刺さっている。

　上目遣いに藤紫郎が見上げた。

「お前が悪魔……へ？」

　その姿に藤紫郎の目が点になった。

　体育祭の時に保健室にいた、ショートカットに黒いリボンの可愛かわいらしい女の子だ。今の彼女は制服ではなくゴスっぽい衣装のような服に身を包んでいる。

「もしかして悪魔契約者だったのか!?」

「ち、違うのです。や、やめてください。鼻をぐりぐりしないでください」

　太ももをもじもじさせて彼女は息を荒くする。

「ハスハス……この匂においは契約者というよりも、瑠る璃り先輩みたいな……ど、どういうことなんだ!?」

「私が悪魔なのです。お願いだから抜いてください」

「そんなに締め付けられたら抜けないんですが！」

「そ、それもそうなのです。興奮して……じゃない、動揺してうっかりしていました。早く平常心に戻らねば」

　藤とう紫し郎ろうの鼻への圧迫感がなくなった。すぐに藤紫郎は後ろに飛とび退のき身構える。

「いったいどういうことなのか説明してもらおうか！」

「だから、こういうことなのです」

　少女の背中にぶわっと悪魔の羽が広がった。お尻しりのあたりで瑠璃と同じような悪魔の尻しつ尾ぽがゆらゆらとする。

「悪魔って……瑠璃先輩は特別だけど、普通の悪魔はぬいぐるみだろ！」

　旅行先で遭遇した黒い羊の悪魔もぬいぐるみチックだったのだが、目の前の少女は瑠璃と同じく、人間の姿をベースとしていた。

「雑ざ魚こと一緒にしないでほしいのですよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　少女の表情がにんまり歪ゆがむ。一瞬だが、殺気を感じて藤とう紫し郎ろうの背筋が寒くなった。

「瑠る璃り先輩を襲おうっていうんなら、お、俺おれが許さないからな！」

「人間風情が勇ましいですね。どう許さないというのですか？」

「お、お前が悪魔っていうんなら……ペロペロしてやる！」

　瞬間、ルシエは藤紫郎から顔を背けた。

「それは困るのです。あんな破は廉れん恥ちなことをされたら、隠いん蔽ぺい魔力が全部なくなって……全部さらけ出してしまうことになるのです。影の悪魔としての尊厳に関かかわるのです」

「影の悪魔……だと？」

「そうなのです。私はルシエ。あるお方の命令で……姫ひめ宮みや瑠璃を倒しに来たのです」

　藤紫郎は牙きばを剥むいた。威い嚇かくするようにうなり声を上げる。

「誰だれだその『あるお方』って！」

「それは言えないのです。ご依頼主様との契約には守秘義務もあるのです」

「そこをなんとか、俺に免じて教えてください！　今ならペロペロだけじゃなくて、甘あま噛がみオプションもおつけしますから！」

「ど、どうしようそんな特典が付いたら迷うのです……って、迷ってなどいないのです。まったく、悪魔を誘惑するなんて……恐ろしい人間なのです」

　ルシエは困ったように眉まゆを八の字にさせた。だが、すぐにその目が冷たく光る。

「けれど、どのみち知ったところでどうにもならないのです」

「なんでだ？」

「貴方あなたはここで……死ぬのですから」

　瞬間、藤紫郎の身体からだが吹き飛ばされた。ルシエは何もしていない。攻撃してくる気配もなく、藤紫郎の身体は木の幹に叩たたきつけられる。

「痛ってええええええええええ！」

　逆ギレ気味に叫びながらも、藤紫郎は立ち上がった。まだ変身は解けていない。人間モードになってしまっては、悪魔に対抗できる力は皆無なのだ。

　犬モードであれば「鼻」も利く。ペロペロだけでなく「牙」で相手の防御装備を破壊することもできる。

「やりやがったな。こんなに可愛かわいい女の子なのに、残念だ。瑠璃先輩を狙ねらう他の悪魔の手先っていうんなら……俺がこの場でお前を倒す！　瑠璃先輩は俺が守るんだ！」

「その気持ちだけは評価するのです」

　すうっ……と、音もなくルシエの姿が闇やみに溶けて消えた。藤紫郎は目を閉じる。「鼻」に意識を集中した。

「隠れても無駄だあああああっ！」

　藤紫郎は飛びかかった。「鼻」は匂においを的確に捉とらえ、ルシエの姿がまるで見えているかのようだ。ルシエは吐息を漏らした。

「そんな……本気モードの私の隠いん蔽ぺいが……通じないのですか？」

　藤とう紫し郎ろうの体当たりが再びルシエにヒットした。予想外の動きにルシエは尻しり餅もちをつき後ろに倒れる。藤紫郎は馬乗りになった。消えたルシエの姿が再び浮かび上がる。

「殴られた分は……ペロペロで返すのが俺おれの流儀だ！」

「いやああああああああああああああああ！」

　大型犬モードならルシエを組み敷くこともできたのだが、藤紫郎は柴しば犬いぬ状態だった。倒れた状態のルシエの拳こぶしが藤紫郎の顎あごを突き上げる。

（――やばい、この人……じゃない、この悪魔……強い）

　顎をかちあげられて藤紫郎は思った。静しず流るのような華麗な蹴けり技とは違うのだが、そもそも人間を超えたスペックの悪魔のパンチは、筋力以上の魔力が宿った威力がある。

　衝撃で藤紫郎のリビドーが拡散した。その姿が人間に戻る。

「きゃああああああああああああああああ！」

　森の中で藤紫郎はルシエに寄りかかるようにのっかった状態だ。藤紫郎はその腰のあたりに腕を回して離さない。

「い、行かせない！　瑠る璃り先輩の元には……絶対に！」

　殴られないように藤紫郎は密着した。抱きつかれてルシエの悲鳴は止まらない。

「いや！　イヤァ！　イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　藤紫郎は必死だった。拡散してしまったリビドーが再びまとまるまで、この体勢を維い持じするしか他に手段が思いつかない。もし距離が離れれば、ルシエの「気配を感知できない攻撃」の餌え食じきだし、この状態から引き離されないために殴る隙すき間ますら、与えるわけにはいかなかった。

　自然と藤紫郎はルシエの胸に顔を埋うずめる形だ。

　必死すぎてその柔らかさや感触を愛めでる余裕すらない。

「離してえええええええええええええええええええええええええええええ！」

「離すかあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　二人の声がユニゾンした瞬間――。

　頭上から人影が降りてきた。

「富ふ士じ岡おか君なにしてるのこんなところで！」

「瑠璃先輩を守るんだ守るんだ守るんだ離すもんか絶対に離さないからな！」

　瑠璃の声に気づかず藤紫郎は無心でルシエを抱きしめる。

「富士岡君……待て！」

　藤紫郎はハッと顔をあげた。そこには……瑠璃が立っている。先ほどまでパジャマ姿だったはずだが、今は淫いん魔まの装しよ束うぞくだ。スケスケとした素材の扇せん情じよ的うてきなランジェリー姿に、藤とう紫し郎ろうの鼻から赤い雫しずくが垂れた。

「いやこれはその、瑠る璃り先輩を守るために」

「は、鼻血まで出して……説得力ないわよ！」

「いやこれはそのあの瑠璃先輩が素敵すぎ痛ででででで」

　瑠璃は拳こぶしを握ると藤紫郎のこめかみをぐりぐりする。よく藤紫郎が胡桃くるみにお仕置きする時に使う手段だが、ちょっと力が入りすぎたのか藤紫郎はもだえて飛とび退のいた。

　藤紫郎を引き離して瑠璃がほっと息を吐つく。

「よかった。あの、大丈夫……あれ？」

「ハァ……ハァ……よ、よくもやってくれましたね」

　息を荒くしてルシエは立ち上がった。その羽と尻しつ尾ぽに瑠璃は目を丸くさせる。

「貴方あなた……悪魔なの？」

　ルシエではなく頭を抱えて地面にのたうち回りながら藤紫郎が叫んだ。

「そいつはルシエっていって、瑠璃先輩を狙ねらってる悪魔なんです！」

　ルシエは呼吸を整えると肩をすくめてみせた。

「私の台詞せりふをとらないで欲しいのです」

　影の悪魔の視線が瑠璃を捉とらえた。

「私はルシエ。貴方と同じように、人間界でこの姿を維い持じすることができるだけの力を持った悪魔なのです」

「特技は姿や気配を消すことで、影の悪魔らしいです瑠璃先輩！」

　藤紫郎に再度台詞を奪われてルシエはムッとほっぺたを膨らませた。

　見る間に瑠璃の顔が申し訳なさそうになる。

「ご、ごめんね富ふ士じ岡おか君……私の早とちりだったのね」

「いいんですよ先輩。俺おれが女の子を組み敷いていたら、誰だれだって勘違いしますって。俺が疑われるほど怪しいことくらい、俺自身もわかってます」

「わ、わかっているなら普段の生活態度を改善して、へ、変態成分を自重して！」

「できますん！」

「どっちなの……よ……」

　瑠璃の頭がふらふらと揺れた。近くの木の幹に瑠璃は背中を預けるようにする。

　ルシエの口元が緩んだ。

「まともな食事も取らずに魔力を使うなんて……これなら倒すのも簡単なのです。わざわざ出て来てくれるなんて、全部こちらの作戦通りなのです」

「作戦？」

　藤紫郎が瑠璃を庇かばうように、ルシエとの間に割って入る。

「貴方をおびき寄せて痛めつければ、出てくると思ったのです」

「いや、俺おれは全然痛めつけられてないぞ！　吹っ飛ばされこそしたけど、先輩のこめかみぐりぐりの方が痛かったくらいだし。むしろ先輩は女の子の悲鳴を聞いて駆けつけたんじゃないか？」

　少年の冷静なツッコミにルシエはハッとした。

「そ、それは……いいのです！　結果的に弱った姫ひめ宮みや瑠る璃りが来たのですから」

「私をおびき寄せるために、富ふ士じ岡おか君を利用したっていうの？」

「ふっふっふ。その通りなのです。それに私の存在に気づかず浮かれ気分だったことも、すべて調べはついているのです。悪魔がいなくなったと思い込み、人間として生きられると楽観的に考え、うかつにも領地の管理をおろそかにした……あまつさえ食事も取らずに私と戦おうなんて片腹に激痛ものなのです」

「ば、バカ言うな！　先輩はさっきだってご飯食べたぞ！」

　藤とう紫し郎ろうがびしっとルシエを指さした。だが、瑠璃の表情は冴さえない。

「あ、あれ？　もしかして、おかずが梅干しだけじゃ足りなかったですか先輩？」

「そ、そうじゃなくて……とっても美お味いしかったし、心の中まで温かくなったから……」

　瑠璃の声はかすかに震えていた。

　ルシエが微笑ほほえんだ。

「人間の食べ物だけでは、そ、育ち盛りの淫いん魔まは満足しないのです。そんなことも知らずに淫魔とお付き合いしていますか？　おばかさんなのですか？」

　藤紫郎は……覚悟を決めた。食事の意味は察しが付いている。この先どうあれ、どういうことになってもいい……瑠璃が望むなら、それは藤紫郎の望みだ。

　藤紫郎はそっと首だけで振り返った。

「瑠璃先輩、俺に出来ることがあるならなんでも言ってください！　瑠璃先輩のお願いなら俺、なんだって快諾ですから！」

「お願いなんて……できないわよ」

　ルシエの瞳ひとみがきらんと光る。

「淫魔は粘ねん膜まくでリビドーを吸収するのですよ。普通の女の子なら、恥ずかしくて口にするのもはばかられます」

「な、なんでそんな情報を俺にリークするんだ！」

「できるわけないのです。一度でも味を覚えたらあとは堕おちるだけなのですから」

　瑠璃はうつむいてしまった。藤紫郎は呼吸を整え、そっと首輪に指を触れる。

「瑠璃先輩……今はこの悪魔の撃退に集中しましょう」

「で、でも……」

「俺がんばりますから」

　ルシエが藤紫郎を鼻で笑った。

「私は姫ひめ宮みや瑠る璃りと同じように、肉体を持っている悪魔です。人間の契約者もいないのです。契約破棄で倒せるとは思わないでいただきたい」

　今まで瑠璃と一緒に撃退してきた悪魔は、すべて人間と契約していた。その破棄によって退けてきたのだが……今度ばかりはその手も使えない。

「行きますよ先輩！　変身！」

　藤とう紫し郎ろうは大型犬――ラブラドールレトリバーに変身した。真ま森もりと契約した悪魔を倒した実績のある形態だ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　藤紫郎は突撃した。悪魔を倒す方法はわからない。だが、魔力を弱めることができれば、今の瑠璃でも十分に勝機はあるはずだ……そう信じてルシエに飛びかかる。

　が、再びなんらかの力に阻まれた。藤紫郎の身体からだは横から自動車に追突されたように、ルシエの目前で吹っ飛ばされる。

（――ま、まただ！　あいつの攻撃、いったいどこから飛んでくるのかわからんぞ！）

　地面を転がってもすぐに藤紫郎は立ち上がる。

「瑠璃先輩気をつけて！　あの、瑠璃……先輩？」

　瑠璃の様子がおかしいことに藤紫郎が気づいた時には、もう手遅れだった。

「私の富ふ士じ岡おか君に手を出さないで……」

　その一言に藤紫郎は全身をビクンとさせる。嬉うれしいというよりも恐怖心が先に立った。瑠璃の目はルシエを見据える。冷たい色をしていた。

（――瑠璃先輩。そんな目をしたら……それじゃあ本当に悪魔だ）

「やっとその気になってくれたのですね。嬉しいです。倒しがいもあるというものです」

　ルシエが身構えるよりも早く、瑠璃は間合いに飛び込んだ。瑠璃はその長い髪に魔力を込め武器にする。瑠璃の髪がルシエを打ち据えた。

　直撃でルシエは森の奥へと吹っ飛ばされる。

「確かに強い力なのです。これを何発も食らうわけにはいかないのです」

　吹っ飛ばされながらも、ルシエの身体は再び闇やみの中に溶けて消えた。

「ハァ……ハァ……き、消えた」

　たった一撃食らわせただけで、瑠璃の息は上がってしまった。

　木々の合間から月明かりが光線のように差し込む森で、瑠璃は周囲をぐるりと警戒した。

「どこに……消えたの？」

　藤紫郎は首を上げた。

「先輩、上だ！」

　藤紫郎は叫びながら瑠璃の身体に体当たりをした。そこに……影が堕おちてくる。巨大な影の塊かたまりが藤紫郎めがけて空から突っ込んできた。

「ふ、富ふ士じ岡おか君……富士岡君ッ！　どうして私をかばったりしたの!?」

　藤とう紫し郎ろうは巨大な黒い塊かたまりに押しつぶされた。その黒い塊は、まるで影が物質化したような不気味な存在感を醸かもし出している。

　その場でぐったりと動かなくなった藤紫郎の姿が人間に戻ってしまった。

「せ、先輩気をつけてくださ……い」

　倒れた藤紫郎の身体からだを庇かばうように、瑠る璃りは抱きつき、抱きしめる。

「やだ……富士岡君！　私のことなんて……私なんて……私のせいで……」

　藤紫郎は瑠璃が無事で自然と笑顔になった。全身がバラバラになるような衝撃を感じたのに、瑠璃の顔を見たとたん藤紫郎はホッとしている自分に気づく。

　瑠璃は今にも泣きそうだ。

「そんな顔しないでください。瑠璃先輩……」

「富士岡君のばか！　こんな無む茶ちやばかりしてたら……そのうち本当に死んじゃうわよ……」

　瑠璃がそっと藤紫郎の額に自分のおでこをくっつける。藤紫郎は力なく呟つぶやいた。

「まだ戦いの最中です。一緒にいたらまとめて潰つぶされちゃいます。俺おれのことはそこらへんに転がしておいてください。俺、結構しぶといんです。しつこい油汚れも真っ青になるくらいに」

　森の中からルシエの声が響いた。

「お望み通り、二人まとめて潰してあげるのです。そのままでいるのです」

「だそうです先輩。だから先輩だけでも逃げてください」

「逃げられるわけないじゃない。ここまで想おもってくれる人を……見捨てられるわけ……ないじゃない」

「あの……先輩。あとでたっぷり怒ってくれていいです。お仕置きも大歓迎です。死ぬかもしれないっていうか、このままだと死ぬっていうのなら、俺……先輩の犬だけど、今だけは従順さを捨てて勝手なことしますね」

　藤紫郎は最後の力を振り絞った。

　瑠璃の首の後ろに腕を回し、逃げられないように抱きしめて……その唇に触れる。

「ふじ……おか……く……ん」

　唇が触れ合うだけの、挨拶のような軽いキスだった。

　瑠璃にとって初めての経験だ。藤紫郎にとっても。

　月明かりが二人をスポットライトのように照らした。その光景にルシエの手が止まる。

「ね、粘ねん膜まくが触れ合っている……は、破は廉れん恥ちなのです」

　ほんの一瞬、触れ合っただけ。その一瞬が藤紫郎にはとても愛いとおしいものに思えた。瑠璃と一つになれた気がしてくる。

（――瑠璃先輩って……柔らかい）

　蕩とろけるような感覚に藤とう紫し郎ろうの脳が麻ま痺ひした。犬モードのペロペロではなく、藤紫郎は人間の男の子として瑠る璃りに触れたのだ。

　全身を緩やかに、甘い死の感触が藤紫郎を包み込む。

（――やばい。なんか……死ぬ……）

　瑠璃はすぐに藤紫郎から離れていった。死ぬかもしれない……なのに藤紫郎にはそれが無性に寂しくて仕方ない。だが、瑠璃が行ってしまうのを止めようにも藤紫郎の指先には力が入らなかった。

　瑠璃のことを抱き寄せていた腕が、重力に逆らえずだらりと垂れ下がる。

　二人の行為に見入ってしまったルシエが、ようやく声をあげた。

「い、今さらおそいのです！」

　再び、影の塊かたまりが空から二人に落ちてくる。

　瑠璃は立ち上がるとそっと右手を天にかざした。

「富ふ士じ岡おか君は……私が……守る！」

　瑠璃の右手にずっしりと重圧がのしかかった。

「このまま押しつぶしてあげるのです」

　姿を消したままルシエが吠ほえる。

　だが、瑠璃は余裕の笑みだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「これくらいじゃ潰つぶされたりしないわよ」

　瑠る璃りが右手をぎゅっと握ると、影の塊かたまりに亀き裂れつが入った。物質ではなく魔力によって具現化された影の塊が、見る間に砕けて粉々だ。

「くっ……まさかこれほどとは思わなかったのです」

　瑠璃は自分の背後に伸びた影に黒髪を打ち据えた。その影からルシエが弾はじき出だされる。

「それで隠れたつもりなの？」

　ルシエは再び、瑠璃の前に姿を現した。

「一瞬で看かん破ぱするなんて……あの方以上なのです」

「富ふ士じ岡おか君のリビドーを吸収したせいかしら。一時的かもしれないけれど、私も鼻が利くようになったみたい」

　悪魔少女は互いににらみ合った。今の瑠璃にはルシエのステルスを看破する力がある。しかも、ルシエが力を溜ためてはなった渾こん身しんの一撃を瑠璃は軽々と片手で防いでみせたのだ。

「今回の調査はここまでなのです」

「調査って……貴方あなたをこのままみすみす逃がすとでも思ってるの？」

　瑠璃の瞳ひとみに冷たい光が宿った。

「私を倒すことはできないのです。なぜなら……」

　ルシエはスッと指さした。その先には藤とう紫し郎ろうの姿がある。呼吸を荒げ苦しそうだ。

「放ほうっておくと死にます。苦しむ彼を放置できるのですか？　それとも、人間の男なんて掃いて捨てるほどいるので、問題なしなのですか？」

　翼を羽ばたかせてルシエの身体からだはすうっと夜空に浮かび上がった。

「ま、待ちなさい！　いったい誰だれの差し金なの？」

「すぐにわかることなのです」

　ルシエは空高く上昇すると、そのまま月の光に吸い込まれるように消えてしまった。

　瑠璃の両肩から緊張がほぐれて力が抜ける。瑠璃はその場でぺたんとアヒル座りした。全身にみなぎる力に戸惑いを隠せない。

　触れた唇の感触を思い出して瑠璃の顔は真っ赤になる。男の子とキスをしてしまった。

「……ハッ！　余韻に浸ってる場合じゃなかったわ！」

　すぐに立ち上がって瑠璃は藤紫郎の元へと駆け寄った。

「触っても大丈夫……なのかな」

　男の子に触れただけでリビドーを吸収してしまうんじゃないかと、瑠璃はびくついた。

「ちょっと重たいけど、がんばるね」

　瑠璃は羽と尻しつ尾ぽをしまい込んだ。悪魔パワー全開で藤紫郎を抱えて空を飛んで屋や敷しきに戻るのでもよかったのだが、瑠璃は最低限の筋力強化にとどめて藤紫郎を背負う。

「こんな時は富士岡君がチワワになってくれると助かる……なんて、言ってられないわよね」

　瑠る璃りは森の中を歩く。藤とう紫し郎ろうは気絶しているのだが、その呼吸はしっかり聞こえていた。

「……ありがとう。富ふ士じ岡おか君……」

　そっと呟つぶやくと瑠璃は空を見上げる。吸い込まれるような漆黒の空に、月は煌こう々こうと輝きを増していた。



　藤紫郎が目を覚ますと、開かれたカーテンから赤い光が差し込んでいた。

「ふあぁ……夕焼け？」

　あくび混じりに呟く。ゆっくり身体からだを起こすと……瑠璃が抱きついてきた。

「よかった！　もう、目を覚ましてくれないかと心配したんだから！」

「瑠璃先輩？　あれ、いったい何が……つうか、俺おれ、瑠璃先輩のベッドにインしてるんですか!?　僥ぎよ倖うこうすぎます！」

「いったい何に対して敬礼してるのよ？」

　藤紫郎の額にはジェルシートが貼はられていた。

「この世界のすべてに感謝の意を表してるんです」

「も、もう……復活した瞬間から変態っぽいんだから」

「ところで先輩、もう夕方ですか？」

「朝だけど……」

「先輩はもう元気になったんですか？　なんだか俺の方が病人みたいな扱いだし」

「富士岡君の看病のおかげで元気になったわ」

「なら学校にも行けますね！　先輩がいない学校生活なんて考えられません！」

　瑠璃は小さく肩を落とす。

「本当は学校、行きたくないの」

「ええ!?　なんでですか？」

「仕事、いっぱいたまってるだろうし……憂ゆう鬱うつかも」

「先輩でもそういう風に思うものなんですね。なんか、完璧超人じゃなくてホッとしました。そうだ、今日は一緒に学校さぼって遊びに行くってどうですか？」

「だ、ダメよ！　そういうのは良くないわ」

「冗談ですってば先輩。こういう軽口が言えるくらいには、俺も回復しましたから。だからもう泣きそうな顔にはならないでください」

　藤紫郎の言葉に瑠璃はコクリとうなずいた。

「それで、俺も先輩も無事ってことは、ルシエは撃退できたんですね？」

「う、うん。だけど逃がしちゃった」

「もう大丈夫だと思います。瑠璃先輩にはかなわないって、証明されたわけですし」

「それにはあの……ふ、富ふ士じ岡おか君の協力も必要で……」

「俺おれはいつだって先輩の味方です」

「……でも、このままじゃ富士岡君が……ううん、富士岡君だけじゃなくて、真ま森もりさんも胡桃くるみさんも静しず流るさんも……私のせいで悪魔の争いに巻き込まれて……」

「俺なら大丈夫です。みんなのことも守ります！　先輩はなんでも自分一人で背負い込もうとしないでください。重い荷物なら……半分こにしましょう。俺も手伝います。手伝わせてください！」

「ど、どうして……そんなに優しいの？」

「何度だっていいます。俺は先輩が好きなんです！　だからさっきの続きを……今度はもっとディープなインパクトでむちゅっと！」

　藤とう紫し郎ろうの方からタコのように口をすぼめて瑠る璃りに抱きつこうとした瞬間――。

「ば、ばかぁ」

　赤面した瑠璃の平手が藤紫郎を横にないだ。

「ぐは！」

　瑠璃の想像以上に力が入っていたのか、藤紫郎の身体からだはベッドの上にバタンと倒れて再びその意識は真っ白く途切れてしまうのだった。



    

  
    
      


エピローグ



　数日後、瑠璃が登校すると、そこには以前と変わらない学校の風景があった。

　放課後、生徒会室に戻ってきた瑠璃を待っていたのは……仕事ではなく真森である。

「真森ちゃん……ど、どうしてここに？」

「瑠璃の抱えている仕事くらい察しがつきます。差し支えがない程度に片付けておいたので、あとでチェックしておいてください。引き継ぎについては今日までの仕事の進しんち捗よく具合を、書類にまとめておきました」

　眼鏡を中指で軽く押し上げながら真森は告げると、生徒会室を出ようとした。他の生徒会の役員たちが、真森の背中に未練の視線を送っている。

「あ、あの……真森ちゃんさえ良ければその……これからも手伝ってくれませんか？」

「それは生徒会長として私への正式なオファーですか？」

「ぜ、是非ともお願い……それに、と、友達としても……」

　瑠璃の顔が赤らむ。真森の鼻息が熱を帯びて眼鏡が真っ白に曇った。

「こ、後半はともかく、生徒会長からの依頼ということであれば……う、受けてあげてもよいです。他の役員には瑠璃の仕事の補佐は無理そうですし」

　書記や会計や副会長や各クラスの役員たちが一斉に拍手した。少しきつい性格の真ま森もりだが、その手腕は瑠る璃り不在の数日ですっかり認められている。

　瑠璃はほっと胸をなで下ろしてから、ふと首を傾かしげた。

「で、でも……真森ちゃん、本当にいいんですか？」

「二度は言わせないでください。これは……藤とう紫し郎ろうくんに頼まれたからやるだけであって、別に他意はないんです」

「富ふ士じ岡おか君に？」

「そ、そういう契約なんです」

　自分の見えないところで、藤紫郎はがんばってくれていた。真森を説得してくれていた。瑠璃は改めて思い知らされた。

　そして、瑠璃は気づくのだった。

　一人の男の子として、自分が藤紫郎を好きになりつつある事を。

　溢あふれ出でる想おもいに、瑠璃は胸が締め付けられるくらい苦しくなった。苦しくて苦しくて仕方ないのに、嬉うれしくて……切なかった。



　暗い森の奥にたたずむ古城のような洋館のテラスに、ルシエは降り立つと主人に頭こうべを垂れた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ご依頼主様。瑠る璃り様は覚醒した模様なのです」

　椅い子すに掛け紅茶のカップの縁を指でなぞりながら、絶世の美女は口元を緩ませる。その笑みを向けられれば、人間の男はそれだけで魅了されて、「死ね」と言われれば迷わず命すら投げ出すだろう。

「そう。それで彼氏クンはどうなのかしら？」

「身体からだの相性も良いようなのです」

「うん欲しいわぁ♪　是非、欲しいわねぇ」

　グラマラスな胸元をゆさりとさせて、美女は湿った唇を舌なめずりする。

「ご依頼主様？」

「その言い方やめてちょうだい」

「では、なんとお呼びいたしましょうか？」

「リリスちゃんって呼んでね？　でないとルシエちゃんの性癖、世界中にバラすわよ！」

「お、おおおおおおおおやめくださいごいらいぬ……リリスちゃん」

「良くできました♪」

　リリスはそっと手を伸ばすと、子犬でも愛めでるようにルシエの頭を優しく撫なでた。その口元が再び緩む。

「それにしても、富ふ士じ岡おか藤とう紫し郎ろうクン……美お味いしそう。瑠璃ちゃんの前にちょっぴり味見しちゃおっかしら」

　小悪魔っぽく大だい淫いん魔まは微笑ほほえんでみせる。スッと立ち上がるとリリスは軽く背伸びをした。

「やっぱり親子なのかしら。優しい男に弱いのよねぇ。うちの家系って。惚ほれた男に一いち途ずだし♪」

　腰をくねらせ身もだえると、大淫魔の背中に翼が広がった。空を覆おおい隠すような漆黒の翼からは、ルシエはもちろん瑠璃すらも比較にならないほどの、強大な魔力がほとばしるのだった。



    

  
    
      
あとがき



　おはこんばんちは！　淺あさ沼ぬまです。ペロコメ第二弾を無事お送りすることができました。

　今回は温泉のシーンがありました。作中に登場したお風呂なんですが、実は二つのお宿がもとになっており、宿の方は那な須すなのですが、お風呂は北海道のニセコのホテルがモデルになっています。

　実はこの温泉シーン、最初は無かったんです。が、担当さんとの協議の結果、やっぱりちゃんと温泉シーンも入れましょう！　という流れになり加筆することに。

　北海道での経験を生かし、露天の混浴という設定を導入してみました。

　こういう事もあるので、旅行する機会も今までの自分からすれば増やしています。けど、準備とかチケットの手配とか、そういった事は超苦手なので、連れて行ってもらうのが好きです。

　作中では胡桃くるみがそういったスケジューリングを完璧にこなしているので、瑠る璃りも藤とう紫し郎ろうも任せっきりでした。ああ、変態じゃなければ頼もしいぞ胡桃！　宿の予約も一苦労な俺おれに旅行プランを立ててくれ！

　それと体育祭イベント。こちらは春のイベントとして登場しました。秋のイメージが強いのですが、春にやる学校もあるみたいです。淺沼の高校時代は秋開催でした。

　シリーズをやっていると、学園モノで秋といえば文化祭イベントを書くことが多いので、ちょっと新鮮な感じです。

　こちらは静しず流る無双となりました。ある意味では胡桃以上の変態さんですが、小さいモノを偏愛しなければ、実は普通の女の子……じゃない！

　胡桃にも言われてしまっていますが、彼女の心にはアレが生えています。

　というわけで、サブヒロインたちも活躍しておりますが、今回のメインは瑠璃と真ま森もりと藤紫郎の微妙なトライアングルだったようにも思います。

　二人の関係が微妙に改善しつつ、次回は山場になりそうです。

　ではではスペシャルサンクス。

　担当Ｋさま。レスポンスが早くて毎回びっくりします。こちらも負けていられません。

　蜜みつ桃ももまむさま。女の子の柔らかい感じが大好きです。

　そして、毎回になってしまいますが、この本を手にしていただいたみなさまに感謝！



２０１１年11月



淺沼広こう太た



    

  
    
      　著者

　淺沼広太（あさぬま・こうた）

　　１９７９年５月24日生まれ。今年は二回くらい行ったよ！　な、夢の国がある街在住。ソニーのヘッドマウントディスプレイと各種ゲーム機をつないだら、寝っ転がりながらなんでもできるんじゃないか!?　という大発見をしたけど、肝心のヘッドマウントディスプレイが売り切れ。切ない！



　イラスト

　蜜桃まむ（みつもも・まむ）

　　２月22日生まれ。EDEN'S NOTES所属の原画家、イラストレーター。代表作「D.C.～ダ・カーポ～」シリーズなど。



    

  
    
      俺は彼女の犬になる！２
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